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はじめに 


本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、同個の冊子『安むしてお使いいた 
だくために』に記載されています。内容をよく読んでから使用してください。 

本書は、なの決まりに従って書かれています。 


記号の意ほ 


A を険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負ラことび 
あり、その切迫の度合いび高いこと’’を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者が死 t または重傷（*1)を負ラことが 
想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定される 
か、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を示します。 


データの消'失や、故障、性能ほ下を起こさないために守ってほしい内 
容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示します。 


知っていると便利な内容を示します。 

役立つ 
操作集 

知っているとおに立つ操作を示しまず。 


このマニュア) レや他のマニュア J レへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合… 「」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 


* 1重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨キ斤、中毒などで、後遺症び残るものお 
よび治療に入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 












用語について - ミ 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 特に説明がない場含は、使用しているオペレーティングシステ 

ム （ OS ) を示します。 

アプリケーションまたはアプ U ケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウエアを示しまず。 

Windows XP Microsoft ® Windows ® XP Professional operatin 呂 system 
日本語版または、 Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
operating system 日本語版を示します。 

Windows Windows XP をおします。 

Windows XP Pro モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 
日本語版がプレインス I -ールされているモデルをおします。 

Windows XP Home モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operatin 呂 system 
日本語版がプレインストールされているモデルをおします。 
Microsoft Office Microsoft ® Office Personal Edition 2003 ( Microsoft ® 

日 fficeOneNote @2 日 03 を含む）を示します。 

MS-IME Microsoft ® IME 2日03/ナチュラルインプット20日3を示 

しまず。 

ドライブ DVD スーパーマルチドライブ/ DVD - R 日 M & CD - R / RW ドラ 

イブ/ CD - ROM ドライブを示します。内蔵されているドライ 
ブはモデルによって異なります。 

ドライブ内蔵モデル DVD スーパーマルチドライブ、 DVD - R 日 M & CD - R / RW ドラ 
イス CD - ROM ドライブの、いずれか1台び内蔵されている 
モデルを示します。 

DVD スーパーマルチドライブモデル 

DVD スーノ（ーマルチドライブが内蔵されているモデルをおします。 
DVD-ROM & CD - R/RW ドライブモデル 

DVD-ROM & CD - R / RW ドライブが内蔵されているモデルを示 
します。 

CD-ROM ドライブモデル 

CD - ROM ドライブが内蔵されているモデルを示しまず。 
Pentium モデル インテル® Pentium ® M プ□セッサ搭載モデルを示します。 
Celeron モデル インテル® Celeron ® M プ□セッヴ搭載モデルを示しまず。 
Office 搭載モデル Microsoft ⑥ Office Personal Edition 2003 ( Microsoft ® 
Office OneNote ® 2003を含む）がプレインストールされて 
いるモデルを示します D 


お線 LAN モデル 
モデム内蔵モデル 
SXGA + モデル 


XGA モデル 


無線 LAN 機能び内蔵されているモデルをおします。 

モデムび内蔵されているモデルを示します。 

1400 X1 〇已〇ドットの液晶ディスプレイび内蔵されている 
モデルを示します。 

1024 X 7 己 8 ドットの液晶ディスプレイび内蔵されているモ 
デルをおします。 


記載について —H 

-記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は「用語 
について」のモデル分けに準じて、「****モデルのみ」とミち記します。モデル 
については、「用語について」を参考にしてください。 

-インターネット接続については、内蔵モデムを使用した接続を前提に説明しています。 
. アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディス 
クや同おの CD / DVD からインストールしたノ（ージヨンを使用することを前提に 
説明しています。 

-本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場 
合びありまず。 


Trademarks 丽 

- Microsoft 、 Windows、Windows Media 、 OneNote 、 OutlookI ま、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

- Intel 、 インテル、 Pentium 、 Celeron は、アメ U 力合ま国およびその他の国におけ 
る Intel Corporation またはその子会社の商標またはき録商標です。 

- Confi 目 Free は株式会社まちの登録商標です。 

- Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated ゾ化システムズ 
社）の米国ならびに他の国における商標ならびに登録商標でず。 

- Fast Ethernets Ethernet は富±ゼロックス株式会社の商標またはき録商標です。 

- Sonic RecordNow ! は 、 Sonic Solutions の登録商標でず。 

- InterVideo , WinDVD は InterVideo , Inc . の登録商標または商標です。 
• Symantec、Norton AntiVirus , LiveUpdate は Symantec Corporation のき 
録商標です。 

- 「 PC 弓陋ナビ」は、まちバソコンシステム株式会社の商標でず。 

. Java はサンマイク□システムズ社の米国およびその他の国における登録商標または 
商標でず。 

- in 怕 Pepper はまち情報システム株式会社の登録商標です。 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用し 
ている場合びあります。 



プ□七ッサ （ CPU ) に関するごま意 

本製品に使われているプロセッサ ( CPU ) の処理能力はなのよラな条件によって違 
いび現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

- AC アダプタを接続せずにバッテ U 視動にて本製品を使用する場合 
-マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
-本製品を通常の電話回線、ちしくはお速度のネットワークに接続して使用する場 

ム 

•複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に富性旨りンピュータび必要に設計 
されているデヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用ずる場合 
-気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000 メートル （3,280 フィート）し U 上をお考えください。 

-目安として、気温已〜30°巳（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の 
状態で本製品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と 
異なる場合びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンずる場合びありま 
す。これは、当社び巧奨ずる設定、使用環境の範囲を超そた状態で本製品び使用さ 
れた場合、お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らす 
ための通常の保護機能です。なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありま 
すので、必ず定期的にデータを夕+部記憶機器にて保存してください。また、プロ 
セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び巧奨する状態にて本製品をご使用 
<ださい。 

この他の使用制限事項につをましては取扱説明書をお読み<ださい。また、詳細な 
情報についてはまち PC ダイヤル01 20-97-1 048にお問い合わせください。 


吾作権について- — ~^ 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、そ 
の著作ちおよび著作権ちの権利びな護されています。こラした著作物を複製するこ 
とは、個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目 
的を超えて、権利者の了解な<これを複製（データお式の変換を含む)、改変、複製 
物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行ラと、「著作権侵害」「著作者人格権侵 
害」として損害賠償の請まや刑事処罰を受けることびあります。本製品を使用して 
複製などをする場合には、著作権法を遵守の上、適切な使用をむびけてください。 



お願し、 ===— 

•本製品の内蔵八ードディスクにインストールされているシステム （0 S )、 アプリ 
ケーシヨンし U がをインス I -ールした場合の動作保証はできません。 

- Windows のシステムツールまたは本書に記載している手順し U 外のち法でパーティ 
シヨンを変更-削除-追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれ 
びあ0ます。 

•内蔵八ードディスクにインス!ルされているシステム （ OS )、 アプ U ケーシヨ 
ンは、本製品でのみ利用でさます。 

-購入時にミモめられた条件し U がで、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピー 
をずることは禁じられています。取り扱いにはを意してください。 

-本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使用するし U 外の用途を禁じま 
す。 

-パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずバスワードを控えておい 
てください。パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場 
合は、使用している機種を確認後、近くの保守サービスに依頼してください。バ 
スワードの解除をイ呆守サービスに依頼ずる場合は、有償です。 HDD パスワードを 
忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなくなり、交 
換対応となりまず。この場合ち有償です。またどちらの場合ち身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

-本製品はセキュ1」ティ対策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定な 
どの機能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証ずるものではありま 
せん。 

セキュ U ティの問題発をや、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

-ご使用の際は必ず本書をはじめとずる各説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』 
および『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

. アプ U ケーシヨンによっては初回起動時に使用許諾書び表ホされます。アプリ 
ケーシヨンを使用するには使用許諾書に同意してください。 

使用許諾書に同意すると、2回目 L ソ降は使用許諾書は表示されませんび、再セッ 
トアップを行った場合には使用許諾書び表示されまず。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくよラお願いしており 

まず。本体同捆の『お客様登録カード』またはインターネット経由で登録でさまず。 

^詳細について「10章巳お客様登録をずる」 

『保証書』は記入内容を確認のラえ、大切にイ呆管してください。 



1 章 


セットアップ 


電源を入れて、パソコンを使えるよラにずるための 
Windows のセツトアップを巧いまず。 


1パソコンの準備14 
2 Windows のセツトアツプ1目 



1 パソコンの準備 


ここでは、電源コードと AC アダプタを接続して電源を入れるち法について説明し 
ます。ご購入時にバッテ U パックを取り付け日れていないモデルの場合は、バッテ 
U パックを取り付けてから電源コードと AC アダプタを接続してください。 

^「已章1-©-1巧めて取り付けるとき」 


[ JJ 電源コードと AC アダプタを接続する 


電源コードと AC アダプタの接続は、次の図の①一②一③の順に行いまず。 
はずすときは、逆の③一③一①の順で行います。 



接続すると 


□C IN * 2 に□び緑色に点灯しまず。また 、 Battery □に□びオレンジ色に点な 
し、バッテリへの充電び自動的に始まります。 














電源を入れる 




電源コードと AC アダプタを接続したら、電源を入れましよラ。 

1パソコン本体正面のディスプレイ開閉ラッチをスライドし①、デイ 
スプレイを開ける② 

両手を使ってゆっくり起こしてください。 



デイスプレイ開閉ラツチ^ 


2電源スイッチを巧す 

Power む LE □び緑色に点巧ずるまで、電源スイッチを押してください。 



セットアップ 












2 Windows のセットアップ 


パソコンを使えるよラにするために、 Windows のセットアップを行います。 
セットアップを始める前に、『安必してお使いいただ<ために』を必ず読んでくださ 
い。特に電源コードや AC アダプタの取り扱いについて、よく読んで注意事項を守つ 
て < ださい。 


0セットアップの前に 




セッ h アッブをするにおたつて— --- —- 立…———別 

• 周辺機器は接続しないでください。 

セットアップは;!くッテ U パックを取り付けてから AC アダプタと電源コードのみ 
を接続した状態で行ってください。セットアップび完了ずるまでプ U ンタ、マウ 
スなどの周辺機器や LAN ケーフルは接続しないでください。 

• 途中で電源を切らないでください。 

セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードをあくと、故障や起動 
びでをない原因になり修理び必要となることびあります。 

• 操作は時間をあけないでください。 

セットアップ中にキー操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続 
けてください。30分 Li (上タッチパッドやキーを操作しなかった場合、画面に表示 
される内容び見えなくなりまずび、故障ではありません。をラ1度表示するには、 
恒杆巧) キーを押すか、タッチパッドをさわって<ださい。 

•使用する Windows の管理番号を rPraduct Key 」 といいます。 

Product Key はパソコン本体に貼られているラベルに印刷されています。このラ 
ベルは絶対になくさないよラにしてください。再発行はでをません。紛失した場 
合、マイク□ソフト社からのな守サービスび受けられなくなります。 










Windows のセットアップ 


1タッチパッドのほいかた 

タッチパッドに指を置き、押さえなびら上下左ちに動かします。 

指の動きにあわせてディスプレイ上の「お」（ポインタ）び動きます。 



目的の位置にポインタをあわせたあと、タッチパッドの手前にある左ボタンを 
巧す操作を「クリック」といいます。 



(於 


一をボタン 


を文字入力欄にあわせてク U ックすると、 

「 I 」（カーソル）び点滅します。「 I 」の位置 
から入力でをます。 





パスワ-ド(り：1 

似ヮ-ドの：|| 

ち 






セットアップ 


回 


ク IJ ックすると 
















©】 


Windows XP のセツトアツ 


次の手順に従ってセットアップを行ってください。 

初めて電源を入れると 、 [Microsoft Windows へよラこそ]画面が表示されまず。 


メモ - 

Windows XP のセットアップが完了するまで、パソコンから音は出ません。 


1操作方法 

1[次へ]ボタンをクリックする 



画面ち下の0ボタンをク U ツクずるか ( Eu キーを押すと、 Windows セツ 
トアツプのヘルプび表示されます。 

[使用許諾契約]画面び表示されまず。 








2 [使用許諾契約書]の内容を確認して[同意します]の左にある〇を 
クリックし①、[次へ]ボタンをクリックする② 

(表示例） 


契約に同意しなければ、セットアップを続行することはでさず 、 Windows 
を使用ずることはできません。 

こ]ボタンをク U ックすると契約書の続きを表示でをます。 

[コンピュータを保護してください]画面び表示されます。 

3目的にあわせてどち日かの項目の左にある〇をクリックし①、[次 
へ]ボタンをクリックずる② 


[コンピュータに名前を付けてください]画面び表示されます。 


巧巧巧茜舆約 

If けい 口 W ' ll ♦町、•山が•で - a 巳： if マ • 



む晰 ndows ' i .' 


コンピュータを保護してください 

ani » •け.脚 

D 一 一 ■.〜 コぶ a-Wy 


を 


自曲ち新をち君 1C し，コソピ】 一9 の巧占 t 设立でます(泣 


SX ■ビ 1-5 折" I ■巧こな? 


f «*• 巧な。 ■ か J— tonsaiiM 

山 _M 《巧。、 



セツトアップ 
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4 [この コン ピュータの名前]に コン ピュータ名を入力し①、[次へ] 
ボタンをクリックする② 



① 


② 


半角英数字で任意の文字列を入力してください。このとさ、同じネットワー 
クに接続するコンピュータとは別の名前にしてください。 

企業で本製品を使用する場合は、ネットワーク管理ちに問い合わせてくだ 
さい。 

Windows XP Home モデルの場合は、[インターネットに接続するち法を 
指定して<ださい。]画面び表示されます。手順7へ進んで<ださい。 
Windows XP Pro モデルの場合は、[管理ちバスワードを設をしてくださ 
し画面び表示されます。 

5 [管理ちパスワード]と[パスワードの確認入力]にパスワードを入 
力ずる 



AdminisUat □「と呼ばれる管理ちのユーヴアカウントのパスワードを設定 
します。管理者のユーヴアカウントでは、コンピュータにフルアクセスでさ 
まず。 
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パスワードには、半角の英数文字および記号を使用することびでさます。バ 
スワードは大文字とル文字び区別されますのでを意してください。例えば 
「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のバスワードとして識別されます。 

国^入力に使ラキーの位置について「3章2キーボード」 

[管理ちバスワード]欄での入力後、任さ@キーを押すと「 I 」び[バスワー 
ドの確認入力]欄に移動します。「 I 」は力ーソルといい、表示されている 
位置から文字などを入力でさます。 

6 [次へ]ボタンをクリックする 



[このコンピュータをドメインに参加させまずか？]画面び表示されまず。 
ドメインの設定は、セットアップ完了後に行えますので、ここでは省略した 
場合について説明します。 

7 [いいえ、このコンピュータをドメインのメンバにしません]の左に 
ある〇をクリックし①、[次へ]ボタンをクリックする② 



[インターネットに接続する方法を指をしてください。]画面び表示されます。 
[インターネットに接続する方法を指定してください。]画面ではなく [イン 
ターネット接続び選択されませんでした]画面び表おされることびあります。 


セットアップ 











画面び表示される前に、[インターネット接続をお認しています]画面び表 
示されることびあります。そのままなの画面び表示されるのをお待ちくださ 
し'!。 

インターネット接続の設定は、セットアップ完了後に行えるので、ここでは 
省略した場合について説明します。 

8 [省略]ボタンをクリックする 




[ Microsoft にユーヴー登録ずる準備はでをましたか？]画面び表示され 
ます。 

マイク□ソフト社へのユーヴ登録は、セットアップ完了後に行えまずので、 
ここでは省略した場合について説明しまず。 

9 [いいえ、今回はユーザー登録しません]の左にある〇をクリックし 
①、[次へ]ボタンをクリックする⑨ 



[このコンピュータを使ラユーヴーを指をしてください]画面び表示され 
まず。 














Windows のセットアップ 


10 [ユーザー 1] 欄に使う人の名前を入力する 



[ユーヴ ー1] 欄にポインタをあわせてクリックすると 、 r I 」び点滅します。 
「 I 」は力ーソルといい、表示されている位置から文字などを入力できます。 
国^入力に使ラキーの位置について「3章2キーボード」 

Windows XP では複数のユーヴを設定し、それぞれのユーヴごとに別々の 
環境を構築でさますび、ここでは1人の名前だけ入力した場合について説 
明します。 

メモ - 

□—マ字入力で入力する場合 

半角英数字で rdynabookj と入力したいとさは、はじめにキーボードの 
巧/さ) キーを押して、日本語入カシステム MS-IME の日本語入カモードを才 
つにしてから、◎货担)®⑤圆◎迟)と押します。 

キーを押してち文字び表示されない場合は、[ユーヴー]欄に「 I 」（力ーソル） 

び表示され点滅していることを ffi 認してください。表示されていないときは、 
[ユーヴー]欄をク U ックしてください。 

文字の入力を間違えたら、 〔 Backspace ) キーを押して入カミスした文字を削除 
しまず。 


11[次へ]ボタンをクリックする 

[設定び完了しました]画面び表示されます。 


セットアップ 
















12 [完了]ボタンをクリックする 



(表示例) 


Windows のセツトアップび終了するとパソコンび自動的に再起動しまず。 


メモ - 

• 次のよラなパーティションび八ードディスクに作成されています。 
C ドライブ： NTFS システム 

• 東芝とマイク□ソフト社へのユーヴ登録を行ってください。 

^ユーヴ登録について「10章已お客様登録をずる」 


I Windows XP の巧いかた 

Windows XP の使いかたについては、[スタート]--[ヘルプとサポート]をク 
リックして、『ヘルプとサポートセンター』を参照してください。 

Windows XP の最新情報やアップデートの情報は次のホームページからお認でをま 
す。 

• Windows XP について 

URL http ;// www . m に rasoft . com / japan / windowsxp / 

• Windows XP のアップデート 

URL http ;// windowsupdate . iTMcrasoft . com / 
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Windows のセットアップ 


1[スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックする 

2 [ミ女パフォーマンスとメンテナンス]をクリックする 

3 [コンピュータの基本的な情報を表示する]をクリックする 

[システムのプ□パテイ]画面び表示されます。 

4 [コンピュータ名]タブで[変更]ボタンをクリックする 

5 [ドメイン]の左にある〇をクリックしてか日接続ずるドメインの名 
前を入力し、 [OK] ボタンをクリックする 

6ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、 [OK] ボタ 
ンをク U ックする 

7 [OK] ボタンをクリックする 

8 [OK] ボタンをクリックする 

バソコンを再起動してください。 


トアップを終了したあとに 


[ 


1ドメインに接続する 

* Windows XP Pro モデルのみ 

企業内など、ある1つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続ずる設定ち法を説明します。 

ドメインのユーヴ名やパスワードなど、詳しい設定方法びわからない場合はネット 
ワーク管理者に問い合わせてください。 

本製品を複数のユーヴで使用している場合は Administrator と呼ばれる管理者の 
ユーヴに切り替えてから設定を行ってください。 

I ドメインの設定方ま 


セットアップ 





2 ユーザー巧田]について 

画面を見る、音声を聞く、キーボードやマウスを操作するなどのパソコンでの作業 
び難しい場合 、 Windows XP では[ユーヴー補助の設をウイヴード]または[ユー 
ヴー補助のオプション]でユーヴを補助します。 

【ユーザー補助の設定ウイザード】 

[ユーヴー巧助の設定ウイヴード]では、ユーヴー補助に関する質問び表示されます。 
質問の回答にあわせ、自動的にパソコンを設定します。 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックし、[みユー 
ザー補助のオプション]をクリックする 

2 [ Windows を構成して、ユーザーの視覚、聴覚、四肢の状態に合わ 
せて使用ずる]をクリックする 

【ユーザー補助のオプション】 

[ユーヴー巧助のオプション]では、直接設定ずることびできます。 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックし、[みユー 
ザー補助のオプション]をクリックする 

2 [みユーザー補助のオプション]をクリックする 

詳しくは、[スタート]^ [ヘルプとサポート]をク U ックして『ヘルプとサポート 
センター』を起動し、「ヘルプトピックを選びます」の[ユーヴー巧助]をク1」ック 
して、説明をお読みください。 



2 章 

電源を入れる/切る 


ここでは、 Windows のセットアップ終了後に電源を 
入れる方まと、電源を切る方法について説明します。 
また、パソコンの使用を一時的に中断させたいとき 
の操作方法についても説明しています。 


1電源を入れる28 
2電源を切る32 
3パソコンの使用を中断ずる/電源を切る34 



1 電源を入れる 


ここでは、 Windows たットアップを終えた後に、電源を入れるち法について説明し 
ます。 

^巧めて電源を入れるとさ「1章セットアップ」 

電源を入れる前に 

• 各ス□ットにメディアび人っていれば取り出してください。 

• プリンタなどの周辺機器を接続してし)る場合は、バソコン本体より先に周辺機器の 
電源を入れてください。 


1操作手順 

1電源スイッチを巧す 

Power 6に D び緑色に点灯するまで、電源スイッチを押してくださし、。 



Windows が起動します。 

















2 電源に関する表示 

電源の状態は次のシステムインジケータの点灯状態でお認することびでさます。 




状態 

バソコン本体の状態 


緑の点巧 

AC アダプタを接続している 

DC IN ^ l_ED 

オレンジの点滅 

巧が整化 
おホ言口 

( AC アダプタ、バッテ U 、 またはパソコン本体 
の異常） 


消打 

AC アダプタを接続していない 


緑の点巧 

電源 ON 

Power (1) LED 

オレンジの点滅 

スタンバイ中 


消な 

電源 OFF 、 休止状態中 


r まちピークシフトコントロール」を使用している場合の電源の状態については、「已 
章2 © ま芝ピークシフトコント□-ル」、『ま芝ピークシフトコント□-ル取扱説 
明書』、『まちピークシフトコント□-ルのヘルプ』とあわせてご覧ください。 

















【パスワードを設定している場合】 

• パスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージび表示されます。 

Password = 


設定したューヴパスワードまたはスーバーバイヴパスワードを入力し、 尼 nter) キー 
を押して < ださい。 

• HDD バスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージび表示されます。 


HDD Password = 


設定した HDD ユーヴバスワードまたは HDD マスタパスワードを入力し、 (Enter) 
キーを押して < ださい。 

メモ - 

• 購入時の設定では、パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的 
に電源び切れます。 

• ユーヴバスワードと HDD ユーヴパスワードの両方を設定してある場合は、 
パスワードー HDD パスワードの順に認証びホめられます。ただし、パスワー 
ドと HDD ユーヴノ f スワードび同一の文字列の場合は、ノ くスワードの認証終 
了後、 HDD； ロワードの認証は省略されます。 


^パスワードについて「日章4パスワードセキュ U テイ」 

【メッセージが表示される場合】 

不明なメッセージについては、「8章2 Q&A 集メッセージ」をご覧ください。 

















3 起動するドライブををまする場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブからシステムを起動しまず。起 
動するドライブを変更したい場合、次のち法で変更できます。 

【一時的に変更する】 

電源を入れたときに表おされるアイコンから、起動するドライブを逞択できます。 


1 ( F 1 吕)キーを巧しなが日電源スイッチを巧す 

アイコンの下に選択カーソルび表示されます。 



アイコンはをから、次の順に表示されます。 

HDD ー ドライブ- ►FDD- ►ネットワーク- ►US 目メモ U 

2 0または0キーで起動したいドライブを選択し、キーを 
巧ず 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 

【あ日かじめ設定しておく】 

r ま芝 HW セットアップ」の [0S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更で 
さまず。 

国^設定の変更「日章2まち HW セットアップを使ラ」 




2 電源を切る 


正しし巧順で電源を切らないとパソコンび故障したりデータび壊れる原因になりま 
ずので、必ず正しい手順で操作してください。 

パソコンの使用を一時的に中断したいとさには、スタンバイまたは休止状態にする 
ち法をあります。 

^スタンバイ、休止状態を実行するち法 

「本章3パソコンの使用を中断する/電源を切る」 

電源を切る前に 

• 必要なデータは必ず保存してください。イ呆存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

• Disk 〇 LED やディスクトレイ LED び点灯中は、電源を切らないでください。 
データび消失するおそれびあります。 


1操作手順 


1[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる② 

Windows XP Pro モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 



2 [電源を切る]をクリックする 




















【 Windows XP Pm モデルでドメイン参加している場合】 

[Windows のシャットダウン]画面で v ボタンをクリックし①、[シャッ 
トダウン]を選択し®、[日のボタンをク U ックしてください。 
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Windows び終了し、電源び切れまず。 Power む LED び消なします。 

2電源を切ったをは 

• 周辺機器の電源は、パソコンの電源を切った後に切ってください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障 
する場合びあります。 

•パソコン本体や周辺機器の電源は、切った後すぐに入れないでください。動作び 
不安定になる場合びあります。 



















3 パソコン® tEffl を中断ずる/惑 TS を切る 


パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、スタンバイまたは休止状態にすると、 
パソコンの使用を中断したとさの状態び保存されます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの 
使用を中断したとさの状態び再現されます。 

操作にあたって — 

中断ずる前に 

• スタンバイまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを巧奨します。 

• スタンバイまたは休止状態を実行する場合は、メディアへの書を込みび完全に終 
了していることを確認してください。書を込み途中のデータびある状態でスタン 
ノ（イまたは休止状態を実行した場合、データび正しく書さ込まれないことびあり 
まず。メディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了しています。 

中断したとさは 

•スタンバイ中に次のことを行わないでください。次回電源を入れたとさに、シス 
テムび起動しないことびあります。 

-スタンバイ中にメモ U を取り付け/取りはずしずること 
•スタンバイ中にバッテ U パックをはずずこと 

また、スタンバイ中にバッテリ残量び減少した場合も同樹こ、次回起動時にシス 
テムび起動しないことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已秒(上押していったん電源を 
切った後、ちラー度電源を入れてください。この場合、スタンバイ前の状態はな 
持でをていません (ResumeFailure で起動します）。 

•スタンバイ中や休止状態では、バッテリや周辺機器（増設メモ U など）の取り付 
け/取りはずしは行わないでください。イ呆存されていないデータは消失します。 
また、感電、故障のおそれびあります。 

•スタンバイまたは休止状態を利用しない場合は、データを保存し、アプリケーシヨ 
ンをすべて終了させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは 
消失します。 

•パソコン本体を航空機や病院に持ち込む場合、スタンバイを使用しないで、必ず 
電源を切ってください。スタンバイ状態のまま持ち込むと、パソコンの電波によ 
り、計器や医療機器に影響を与える場合びあります。 





パソコンの使用を中断する/電源を切る 


K1 


スタンバイ 




作業中の状態をメモ U に保存して、作業を中断する機能です。次に電源スイッチを 
押すと、状態を再現することびでさます。 

スタンバイはすばやく状態び再現されますび、休止状態よりバッテリを消耗しまず。 

ノ（ッテ U を使い切ってしまうと保存されていないデータは消失するので、 AC アダプ 
夕を取り付けて使用ずることを巧奨しまず。 


スタンパイの実行方法 

1[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる② 

Windows XP Pr □モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 


すべてのフ D クラムが> 



E 


Ifl i … "認删 J し 


2 [スタンバイ]をクリックする 


コンピュータの電源を切る 



田 ■ 


Windows XP P「 □モデルでドメイン参加している場合は、 [Windows の 
シャットダウン]画面でVボタンをク U ックし、[スタンバイ]を逞おし 
て [0K] ボタンをク U ックしてください。 

メモ U への保存び終わると、スタンバイ状態になります。画面び真っ暗にな 
り、 Power む LED びオレンジ色に点滅します。 


メモ 


fFnl+(F3) キーを押して、スタンバイを実行ずることもできまず。 



電源を入れる/切る 






















パソコンの使用を中断したとさの状態を八ードディスクに保存します。なに電源を 
入れると、状態を再現でをます。 

休止状態び無効の場合にノ（ッテリび消耗するとそのまま電源び切れるため、作業中 
のデータび消失するおそれびあります。バッテ U 駆動 （AC アダプタを接続しない状 
態）で使用する場合は、休止状態の設定をすることを推奨します。 

購入時は休止状態びち効に設定されおり、パソコン本体は自動的に休止状態になり 
ます。 


1化止状態の実巧方法 


1休止げ態を有効に設定する 

①[コント□-ルバネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をク 
I」ックする 

③[電源オプション]をク U ックずる 

③ [休止状態]タブで[休止状態を有効にずる]をチェックずる 

④ [OK] ボタンをク U ックする 
休止状態び有効になります。 

2 [スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる② 

Windows XP Pro モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 



[休止状態]をクリックする 


コンピュー々の電源を切る 


is 


国 

回 

画 


■>レ 

体止巧 g ( ti > 

ス々ンバイち） 

がを切る化） 

巧ちか(が 


功 ■ 














パソコンの使用を中断する/電源を切る 


Windows XP Pr □モデルでドメイン参加している場合は、 [Windows の 
シャットダウン]画面でVボタンをク U ックし、[休止状態]を選択して 
[OK] ボタンをク U ックしてください。 

Power むに□び点灯中は、バッテ U パックを取りはずさないでください。 

メモ - 

• キーを押して、休止状態にすることもできます。 

• パスワードを設定していると、休止状態から復帰するとさにパスワード入力 
画面び表示されます。 

国^パスワードについて「已章4パスワードセキ; lU テイ」 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューから操作せずに、電源スイッチを押したときやディスプレイを 
閉じたとさに、電源を切る（電源オフ）、またはスタンバイ/休止状態にずることび 
でさます。 

休止状態にするには、あらかじめ設定び必要です。購入時は、休止状態び有効に設 
定されていますび、解除した場合は「本節 0-1 休止状態の実行ち法」手順1を参 
照して、設定してください。 

1電源スイッチを巧す 

1電源スイッチを巧したときの動作を設定する 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をク 
U ック^ [ま芝省電力]をク U ックする 

② [アクション設定]タブの[電源ボタンを押したとき]で[入力をホめ 
る][スタンバイ][休止状態][シャットダウン]のいずれかを選択する 
[何もしない]に設定ずると、特にを化はありません。 

③ [〇ロボタンをク U ックずる 

2電源スイッチを巧す 

還択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の@で[入力をまめる]を逞択したときは、 [Windows のシャット 
ダウン]画面または[コンピュータの電源を切る]画面び表示されまず。 
[何もしない]を選択したとさは、電源スイッチを押してを何を動作しません。 
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電源を入れる/切る 










2 ディスプレイを閉じる 

ディスプレイを閉じることによって[スタンバイ][休止状態]のうち、あらかじめ 
設定した状態へ移行する機能を、パネルスイッチ機能といいます。購入時には[休止 
状態]に設をされています。変更する場合は次の手順を行ってください。 

1ディスプレイを閉じたときの動作を設定する 

① [コント□-ルパネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をク 
リック^ [まち省電力]をク U ックする 

② [アクション設定]タブの[コンピュータを閉じたとき]で[スタンバ 
イ][休止状態]のいずれかを逞択する 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 

2ディスプレイを閉じる 

選がした状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順1の②で[スタンバイ]または[休止状態]を逞択したときは、なに 
ディスプレイを開くと、自動的に状態び再現されます。[何もしない]を選 
択ずると、パネルスイッチ機能は働きません。 


3 章 

本巧の機能 


このパソコン本体の各部について、名称、役割、畐 
本の使いかたなどを説明しています。 

また、使し、やずいようにき部機能の設定を変更、調壁 
する操作やシヨートカットなど役に立つ機能も紹介 
しています。 


1さ部の名前40 
2キーボード 44 
3タッチパッド已3 
4ディスプレイ已9 
已サウンド機能61 
6 ドライブ63 
7 LAN 機能81 
8内蔵モデム89 



1 各部のを前 


ここでは、ち部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれについての詳しい説明は、各参照ページを確認してください。 

メモ - 

本製品に表示されている、コネクタ、 LED、 スイッチのマーク（アイコン)、 
ス□ットのマーク（アイコン）およびキーボード上のマーク（アイコン）は 
最大構成を想定した設計となっていまず。 

ご購入いただいたモデルによっては、機能のないをのびあります。 



ディスプレイ開閉ラッチ 


ディスプレイ（ご P. 已日) 


(1) 電源スイッチ 
スピーカ’ 


セキュリティ□ック•ス□ット 

盗難防止用チェーンなどを接続し 
ます。セキュ U ティ□ック用の機 
器は、本製品に対応しているかど 
ラかを販売店に確認してください。 

通風孔- 

パソコン本体内部の熱を外部に 
逃がすためのをのです。 

ふさがないで < ださい。 

0 RG 巨コネクタ（ご P.108) 

冷 USB コネクタ（ご P.100) 


キーボード（ご P.44) 
スピーカ 
—タッチパッド（ご P. 己 3) 



ちボタン 
左ボタン 

システムインジケータ 

1— □錢 PC 力ードス□ット(ご P. 日 7) 

— ((f) ワイヤレスコ S ユニケーシヨン 
スイッチ（ご P.87) 

* 無線 LAN モデルのみ 





























【システムインジケータ】 

それぞれは、次の状態を示します。 


ホ 

DC IN LED 

電源コードの接続の状態 

む 

Power LED 

電源の状態 

口 

Battery LED 

バッテ1」の状態 

Q 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている 


恩背面回 


1 


—ボ U ュームダイヤル（ご P. 已 1) 



茜.電源コネクタ 


屋み S-Video 出カコネクタ（ご P . 1 02) 
•^US 巨コネクタ（ご P.100) 

























通風孔は、パソコン本体内部の熱を外部に逃がすためのものです。ふさがないでく 
ださい。 







付属品 





r 

L 




A 警告 

•必ず、本製品付属の AC アダプタを使用すること 
本製品付属 L ソがの AC アダプタを使用すると電圧や （+) (—）の極性び異なっ 
ていることびあるため、火災•破裂-発熱のおそれびあります。 

• パソコン本体に AC アダプタを接続ずる場合、必ず「1章1バソコンの準備」 
に記載してある順番を巧って接続すること 

順番を守らないと、 AC アダプタの DC 出カプラグび帯電し、感電または軽いケ 
ガをする場合びありまず。また、 AC アダプタのプラグをパソコン本体の電源コ 
ネクタしツがの金属部分に独れないよラにしてください。 









2 キーボード 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説 
明します。 


円キーボード回 




Caps Lock - 

(キヤプス□ツク ) LED 

文字入力の大文字□ック状態をおす 


I — フアンクシヨンキー 

特定の操作を実行する ホ1 

ときなどに使ラ 


Esc (エスケープ)キ ー- 




操作を取り消すとさに使ラ 


半/全<漢字>キー- 


fji / 全 

I 漢字 


Tab (タスキー- 


Caps Lock 

(キヤプス□ック棋数キ ー- 


(Tcaps 

II Lock 




ぬ 


ふ 


社あ 

3あ 


$う 
4う 


%え 
5え 


&ぉ 
6お 



T 英数 


Shift (シフト)キ- 


アルファべッ 卜の大文字、 
ル文字入力の一時的な切り 
誓えや記号などを入力する 
ときに使う 


Fn (エフェヌ)キー 


オーバレイキーを使用するとさや 



ファンクシヨンキーとの組み合わせに 


より、特殊機能を実行するとさに使ラ 


Ctrl (コント□ール)キ- 


他のキーと組み合わせて、特定の 
操作を実行するとさに使ラ 


Alt (オルト)キー 

他のキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとさ 
に使ラ 


Space (スぺース)キ— 


ウインドウズキ--—— 

Windows のスタートメニューを表示する 


とさや他のキーと組み合わせて、ショート 
カツトとして使ラ 


空白文字を入力するとさや、 
入力した文字をかな漢字変換 
するとさに使ラ 


1—g 


字1 [ FnHfFS ) の機能はサポートしておりません。 



















































































































































































































































































































































ごに使ラ 

Backspace 
(バックスペース)キー 

Enter (エンター)キー 

作業を実行するとさなどに使ラ 

—I- , 1" I .ノ 卞 _ 


、)キ— 


IS などに使ラ 
エフエヌ）キーとの 
こより、特殊機能を 
をに使ラ 


ホ 1 


- Arrow Mode (ア□—モード) LED 

夕字入力のア□一状態を示す 


-Numeric Mode (ニユー メリックモード) LED 

文字入力の数字□ック状態を示す 


P け Sc (プリントスクリーン） 

~ く SysRq (システムリクエスト)>キー 

- Pause (ポーズ)く B ^ eak (ブレーク）>キ- 


- Ins (インヴート)キー 

文字の入カ モー ドを挿入/上書さに 
切り曾えるとさなどに使ラ 


Prl 5c 
SysRq 


Pause 

Break 


Ins 


] 四 




-Del (デリート)キー 

文字を削除するとさなと 



I — Ctrl (コント□—ル)キー 


■—アプ U ケーシヨンキー 

タッチパッド手前のちボタンやマウスのちボタンを 
巧すことと同じ動作を行いたいとさに使ラ 

— Alt (オルト）キー 

I — カタカナ/ひ 5 がな< □ーマ字 > キー 

一変換キー 


国^関連情報は「本節0、©」 


キーポー 



4已 
















































































































































































































































































































【文字キー】 

文字キーは、文字や記号を入力するとをに使います。 

文字キーに印刷されている2〜日種類の文字や記号は、キーボードの文字入力の状 
態によって変わります。 


左上- 


固近日キーを押しなびら押す 
と、記号やアルファベットの 
大文字び入力でさまず。 


■左下- 

他のキーは使わず、その 
まま押ずと、数字やアル 
ファベットのゾ」\文字び入 
力でさます。 

大文字□ック状態にする 
と、大文字を入力できま 
す。 

■前面左- 


Home 


や 


や 


7 


-■ち上 

かな入力びでさる状態で 
旧 hi が キーを巧しなびら巧 
すと、記号、ひらびなの 

促音（ルさい「つ」）、蝴音 
(ルさい「や、ゆ、よ」） 
び入力でをます。 

-■ち下 

かな入力びでさる状態で押 
すと、ひらびなや記号び入 
力でをます。 


ア□一 状態のときに押すと、 
カーソル 制御 キーと して使え 
まず。 


-■前面ち 

数字ロック状態のときに押すと、 
テンキーとして使えます。 


^ア□一状態、数字□ック状態 

「本節©-@キーを使った特殊機能キー」 




キーポー 


キーを使った便利な機能 


さキーにはさまざまな機能び用意されていまず。いくつかのキーを組み合わせて押 
ずと、いろいろな操作び実行できまず。 


【@キーを使った特殊機能キ ー 】 


キ— 

内容 

(hn)+(E ： sc) 

くスピーカの S ユート> 

内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミュート（消音）にしま 
す。元に戻すときは、もう1度云巧キーを押します。 

(Pn) + [Space) 

fF) キーを押したまま、盾^^キーを押すたびに本体液晶 

くワンタッチ 
レゾ U ユーシヨン> 

ディスプレイの解像度を切り替えます。 

励 + 励 

〈インスタント 
セキユ U ティ機能〉 

画面ち上 L カギアイコンび表 W された後、画面表术びオフ 
になります。 

解除するには、次の操作を行ってください。 

① 盾而巧キーや (5 t 「 l ) キーを押す、またはタッチパッド 
を操作する 

ユーヴ選択画面び表示されます。 

② ログオンするユーヴ名をク U ックする 

③ Windows のログオンノ V° スワードを設定している場合 
は、ノ f スワード入力画面に Windows の□グオンパス 
ワードを入力し、 fEnteO キーを押す 

パスワードによる保護を設定（晒面のプ□パ了ィ]の[ス 
ク1」ーンセーバー]タブで、[パスワードによる保護]また 
は[再開時にようこそ画面に戻る]をチェック）しておくと、 
セキュ U ティを強化でさます。 

厨 +@ 

〈省電カモードの設定〉 

キーを巧すと、設定されている「東芝省電力」の 
プ□ファイルび表示されます。 

@キーを押したまま、(胃キーを押すたびにプ□ファイル 
び切り替わります。 
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本体の機能 























キ— 

内容 

励+画 

〈スタンバイ機自助実行〉 

キーを押し、表;される画面で[はい]ボタン 
をク U ックするとスタンバイ機能び実行されます。* 1 

励+國 

〈休止状態の実行〉 

キーを押し、表;される画面で[はい]ボタン 
をク U ックすると休止状態び実行されます。*1 

厨+屆 

〈表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

国^詳細について「4章4テレビを接続する」 

画+風 

〈本体液晶ディスプレイ 
の輝度を下げる> 

@キーを巧したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディ 
スプレイの輝度び1段階ずつ下びります。表示される画面 
のアイコンで輝度の状態を確認でさます。 

厨 +◎ 

〈本体液晶ディスプレイ 
の輝度を上げる> 

@キーを押したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディ 
スプレイの輝度び1段階ずつ上びります。表示される画面 
のアイコンで輝度の状態を確認でさます。 

画+風 

〈無線通信機能を 
切り替える〉 

ワイヤレスコミュこケーシヨンスイツチを日 n にしている 
場を、〔を)キーを押したまま、@キーを押すたびに使用する 
無線通信機能を切り替えまず。 

* 本機能はサポートしておりません。 

励+國 

くタッチパッド 
オン/オフ機能〉 

タッチパッドからの入力を無効にでをます。再び有効にする 
には、をう1度キーを押しまず。 

国^「本章 3-0 タッチパッドを無効/有効にするには」 

岡+剛 

〈オーバレイ機能 
:ァ□一状態〉 

キー前面左に印刷された、カーソル制御キーとして使用でを 
ます（アロー状態)。ア□一状態を解除するには、もう1度 
キーを押します。 

励+励 

〈オーバレイ機能 
:数字□ック状態〉 

キー前面ちに印刷された、数字などの文字を入力でさます 
(数字ロック状態)。数字ロック状態を解除ずるには、をラ] 
度 fn)+fTT) キーを押します。 

アプ U ケーシヨン （Microsoft 日 ffice Excel など）によつ 
ては異なる場含があります。 


*] 表示される画面で[今後、このメッセージを表示しない]をチェックすると、次回降 


メッセージ画面は表示されません。 








キ— 

内容 

厨 + 阿 

〈スク□ールロック状態〉 

一部のアプ U ケーシヨンで、 狂 )® 白 © キーを画面スク 
□-ルとして使用できまず。ロック状態を解除するには、 
もラ1度@+^^1^キーを押します。 

厨+① 

〈PgUp (ぺージアップ)〉 

一般的なアプ U ケーシヨンで、〔を)キーを押したまま、〔でキー 
を押すと、前のページに移動でさまず。 

画+① 

夕呂 Dn (ぺージダウン)> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、@キーを押したまま、〔でキー 
を押すと、次のページに移動でさます。 

厨 +© 

く Home (ホーム)> 

一般的なアプリケーシヨンで、〔を)キーを押したまま、©キー 
を押すと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

厨+日 

〈End (エンド)〉 

一般的なアプリケーシヨンで、@キーを押したまま、0キー 
を押すと、カーソルび行または文書の最後に移動します。 

@ + 0*2 
〈縮小〉 

X スクトップ画面や一般的なアプ1」ケーシヨンで、〔を)キー 
を押したまま、①キーを押ずと、画面やアイコンなどび縮 
ルされます。 

厨+度)*吕 
く拡大〉 

X スクトップ画面や一般的なアプ1」ケーシヨンで、®キー 
を押したまま、@キーを押ずと、画面やアイコンなどびお 
大されます。 


*2「TOSH 旧 A Smooth View」 をインストールしている場合のみ、使用できます。 


役立つ 

操作集 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されてい 
るアプリケーシヨンの画面やデスクトップ上のアイコンをお大/縮ル表示できる 
アプ U ケーシヨンです。 

初めて使用するときには、[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプ U ケー 
シヨンの再インス I ル]からインストールしてください。 

インス!ル後、起動するには、[スタート]一[すべてのプ□グラム]一 
[ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ] 一 [Smooth View ] をク U ックしてくだ 
さい。 L ソ降は自動的に起動し、通ミ脂致或にアイコン（臣 ]) び表おされます。 
























役立つ 

操作集 [Fn-esseJ 

「Fn-esse」 は、 ® キーと特定のキーを押ずと、簡単にアプリケーシヨンを起 
動でさるアプ U ケーシヨンでず。あらかじめ特定のキーと起動するアプ1」ケー 
シヨンの設定び必要です。 

起動するには、[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [TOSHIBA ] -[ユー 
テイリテイ] 一 [Fn-esse] をクリックしてくださし、。 

「Fn-esse」 で@+①キーまたはキーに何らかの動作を登録していて 
ち、 [TOSHIBA Smooth ViewJ をインストールすると使用でさなくなります。 


【[^キーを使ったショートカットキー】 


キー 

操作 

摩)+③ 

[ファイル名を指定して実行]画面を表示する 


すべての画面を最ル化する 

(Shjft)+®+(l\/D 

@+(@)で最ル化したすべての画面を元に戻す 

@+励 

『ヘルプとサポートセンター』を起動する 

摩) + 盾 

[マイコンピュータ]画面を表示する 

磨) +© 

ファイルまたはフォルダを検索する 

励 +@+© 

他のコンピュータを検索する 

磨) + 励 

タスクバーのボタンを順番に切り替える 

原 H 但 reak) 

[システムのプ□パテイ]画面を表示する 
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キーポー 


[ 特殊機能キー】 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの 
起動 

咖+厕 

[ Windows タスクマネージャ]画面が 
表示されます。*1 

アプ U ケーシヨンやシステムの強制終了 
を行います。 

画面コピー 

(prtScJ 

現在表示中の画面をク U ップボードに 
コピーします。 

趣 +〔 PrtSc 〕 

現在表示中のアクティブな画面をク1」ップ 
ボードにコピーします。 


ドメインに参加しているとき、ユーヴアカウントで「よラこそ画面を使用ずる」の 
チェック対まずした場合には、 [ Windows のセキュ U ティ]画面び表示されますので、 
[タスクマネージャ]ボタンをク U ックしてくださし、。 


ei 


本製品には、日本語入カシステム MS - IME び搭載されています。 
日本語入カシステムとは、日本語を入力ずるためのソフトウエアです。 


起動したとさは、英数字の入力びでをるよラになっています。 (半/全 )キーを 
押すと、日本語を入力でさるよラになります。 

日本語入力に切り替わると、 IME ツールバーは次のように表示されます。 


Office 搭載モデルでは 、 Microsoft Office OneNote などを起動すると、日本語 
入力び MS - IME からナチュラルインプットに切り替わります。ナチュラルイン 
プットは日本語入力時の文字変換を快適にする入カシステムでず。 

詳しくは 「 Microsoft ナチュラルインプット」のヘルプをご覧ください。 

出荷状態では音声認識機能およびテキストサービスの手書き入カパッドはインス 
トールされていません。音声認識機能およびテキストサービスの手書き入カパッド 
をご利用になる場合にはカスタムインス I ルする必要びあります。製品に添付さ 
れている Office Personal Edition 2003 CD - ROM をセットし、表示される画面 
にしたびってインストールしてください。また音声認識機能をご利用になる場合に 
は、^28 MB け上の実装メモ U 、高品質のマイクび必要となりまず。 
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日本語を入力するには 


本体の機能 





















入カモード _ 

□ーマ字入力び既定値になっています。 

□-マ字入力とかな入力は咖+ れタカナ/ひらびが キーを押すと切り替えられま 
ず。 

この場合、バソコンを再起動すると□ーマ字入力に戻ります。 

常に同じ入カモードで使用する場合は、次のち法で設定します。 

① ツールバーの[ツール]アイコン ( Q ) をク U ックして表示されたメニューか 
ら[プロパティ]をクリックする 

② [全般]タブで[□ーマ字入力/かな入力]の設定をする 

漢字を換 _ 

入力 した文字を漢字変換するには、 盾^^ キーを押します。 

目的の漢字ではない場合は、をラ]度度^^キーを押すと、候補の一覧び表示され 
ます。 

キーで 選択し、 作 キーを 押します。 

ヘルプのお動方ま _ 

1 [ヘルスボタン（回）をクリックー [ Microsoft ( R ) IME スタン 
ダード]または [ Microsoft ( R ) ナチュラルインプット]一[目次 
とキーワード]をクリックする 
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3 タッチパッド 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示され 
ます。これを「ポインタ」といい、操作の開始位置を示していまず。この「ポイン 
夕」を動かしなびらパソコンを操作していさます。 

パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボ 
タン/ちボタンびあります。 

括化にあたって H --- - 

タッチパッドを強く押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いものを使わないでくださ 
い。タッチパッドび故障するおそれびあります。 


[ jj タッチパッドを設定するには I 


タッチパッドやポインタの設定は、「マウスのプ□バテイ」で行います。 


1 r マウスのプ□パテイ J の設定方ま 

1 タスクバーの [Touch Pad ] アイコン（白）をダブルクリックする 

画面び表示されます。 


マウスのブ□パティ @ ry | 


ボタシ 1ポイパ1ポイパオフシむ。トドウ：[ア r 巧巧 7 H わわ、•クド ON/OFFI 

ボタン肋*巧 

□蛋巧防ボ投瑚り窜えを獨 
雲ド謀腸 T ンを隱る 

讚 S ! 喊魔しして識'慣し 

2 各タブで機能を設定し、 [ OK ] ボタンをクリックずる 

各機能の設定については、け降の説明を参照して<ださい。 
[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 





















タッピング機能 


r 




タッチパッドを指で軽くたたくことをタッピングといいます。 

タッピング機能を使うと、左ボタンを使わなくてを、次のような基本的な操作びで 
さます。 


1タッピングの方法 


【クリック/ダブルクリック】 【ドラッグアンドド□ップ】 


タッチバッドを1回軽くたたくと 
クリック、2回たたくとダフル 
ク I 」ックびでさます。 


タッチパッドを続けて2回たたさ、2回 
目はタッチパッドから指を離さずに目的 
の位置まで移動し、指を離します。 




2タッピング機能を設定する 

タッピングのいろいろな設をは、[お張]タブでできます。[マウスのプ□バテイ] 
画面で、次のよラに操作してください。 

1[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

[化張機能の設定]画面び表示されます。 
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[お張機能の設定]画面の[タッチパッド]タブで設定できる機能は、なのよラに 


なっています。 

ボタンの設定 

タッチパッドの左上、ち上、左下、ち下をタッピングし 
たとさの動作や、さボタンの動作などを設定でさます。 

タッチバッド面の設定 

タッチパッドでブラウヴの動作をしたり、スク□ールを 
したりでさるよラ設定できます。 

ポインタ速度と 
タッピングの設定 

タッチパッド操作でのポインタ速度やタッピング、タッチ 
感度などの各設定びでをます。 


各項目にポインタをあわせると、画面下部の[説明]フィールドに機能説明び表示 
されます。 


役立つ 

操作集ポインタのおや速度を変える 


[マウスのプ□パテイ]では、ポインタのおや 
連さなどを変えることびできまず。 

[ポインタ]タブではおを、[ポインタオプシヨ 
ン]タブでは速さとポインタを動かしたとさ 
の軌跡などを設定でさます。 


マウスのブロ テイ ^(5«]| 



窃その他の設定 




[お張機能の設定]画面の[その他]タブは、タッチパッドの操作に合わせて音を鳴 
らしたり、タッチパッドで手書き入力をするなど、いろいろな設定びできます。 
[マウスのプ□バテイ]画面で、次のよラに操作してください。 


1[化張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

[化張機能の設定]画面び表示されます。 

2 [その他]タブを選択する 































【サウンドフィードバック】 

チェックすると、タッチバッドの操作に合わせてサウンドを鳴らすことびでさます。 
[設定]ボタンをク U ックすると、[サウンドとオーディオデバイスのプ□パティ] 
画面び表示されます。 

[サウンド]タブの[プログラムイベント]で 「Alps Pointing Device Driver 」 の 
各場面のヴウンド設定を行って<ださい。 

【タスクトレイアイコン】 

チェックすると、 a 巧領域に [Touch Pad ] アイコン （ G ) び表示されます。 
購入時に表おされる[タッチパッド]アイコンと同等の機能を持つので、通常は使 
用しません。 


【 USB マウス接続時の動作】 

チェックすると、別売りの USB マウスの着脱に連動して、タッチパッドび自動的に 
有効/無効に切り替わります。 

を])+@による、タッチパッド無効/有効切り替え機能とは連動していません。 

* ま芝製ではない USB マウスを接続した場合は、本機能び動作しない場合びありまず。 

【 IME キャプチャー】 

チェックすると、タッチパッドを IME パッドの手書き入カエ U アとして使用でき 
ます。 

使用中は、ポインタびあにをわります。使用中にちクリックすると入カエ U アびク 
U アされ、左ク1」ックすると使用び解除されます。 

各項目にポインタをあわせると、画面下部の[説明]フィールドに機能説明び表示 
されます。 
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w タッチパッドを無効/ち効にするには 


[タッチパッド on / of 円タブでは、タッチパッドによる操作を無効にしたり、有 
効にしたりすることびでさます。 



【タッチパッドの ON / OFF 】 

[有効]をチェックするとタッチバッドび使用可能になり、[無効]をチェックする 
とタッチバッドからの操作びできなくなります。 

タッチパッドび無効に設定されている間は、通巧領域に無効を示すアイコン（图） 
び表示されます。 



















タッチパッドのち効/無効は、@+@キーでも切り替えることびでをます。 

羣キーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドか 
ら手を離してから行ってください。 

鱼キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、カーソルの動さび数砂不 
安定になることびあります。そのような場合は、1度タッチパッドから手を離して 
ください。しばらくすると正常に操作でさるよラになりまず。 


PadT ouch 機能を使う 


「 PadTouch 」 は、タッチパッドの操作により、さまざまな機能を簡単に実行でき 
るアプ U ケーシヨンです。 

次のよラなときに使用すると便利です。 

• ウインドウでデスクトップび隠れているとさに、デスクトップ上のファイルを開 
をたい 

• Internet Explorer の[お気に入り]に登録されているホームページを開きたい 
• 現在実行中のウインドウの一覧を表示して、アクティブなウインドウを切り替え 
たい 


初めて rPadTouchJ を使用するときはインストールび必要です。 


1インストール方法 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 


2画面のメッセージに従ってインス!ルする 

インストール後はパソコンに電源を入れると自動的に起動し、通巧領域にアイコン 
( Jk ) び表示されます。 

詳しい使用ち法は、 rPadTouchJ のヘルプを参照してください。 

ヘルプの起動 


1通知領域の [ PadTouch ] アイコン（蔬）をもクリックし、表示 
されたメニューから[ヘルプ]をクリックする 
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4 ディスプレイ 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ (1400 X 1050ドットま 
たは1024 X 7日8ドット）び内蔵されております。テレビやが部ディスプレイを 
接続して使用することもできます。 

国^テレビの接続について「4章4テレビを接続ずる」 

国^外部ディスプレイの接続について 

「4章巳が部ディスプレイを接続する」 


[ JJ ディスプレイの設定 




このパソコンのディスプレイは、色や壁紙など、さまざまな表示を設定でさます。 


1表示可齡数 

設定した解像度によって、次にあげる色数まで表示でさます。 


2048 X 1 己 36 ドット 

1, 已 77 万色 

] 920 X 1440ドット 

] 600 X 1200ド'ット 

1400 X 10 己〇ドット *1 

1280 X 1024 ドット 

1024 X 768 ドット 

800 X 600ド'ット 

* ] SXGA + モデルのみ表示でさます。 


SXGA + モデルは1己00 X 1200ドットじ(上は仮想スク U - ン表示になります。 
XGA モデルは1280 X 1024ドットけ上は仮想スク U — ン表示になります。 

メモ - 

• 本体液晶ディスプレイへの表示の場合、1,677万色はディヴ U ング表示です。 
ディヴリングとは、1画素（画像表示の単位）では表現でをない色（輝度） 
の階調を、数画素の組み合わせによって表現する方法でず。 

• 本体液晶ディスプレイの解像度よりをルさい解像度で表示する場合、初期設 
定では表ホ領域部び画面いっぱいに大きく表示されます。本体液晶ディスプ 
レイの解像度よりも大きい解像度で表示する場合は仮想スク U —ン表示とな 
0ます。 
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2 お像度を巧更する 

解像度を変更すると、画面上のアイコン、テキスト、その他の項目び大さく、また 
はルさく表示されます。 

1[コント□ールパネル]を開き、[换デスクトップの表示とテーマ] 
をクリック—[を^画面]をクリックする 

[画面のプロパティ]画面び表示されます。 

2 [設定]タブの[画面の解像度]で、解像度を変更する 



3 [0 K ] ボタンをクリックする 

メモ - 

f 巧+を^^キーを押して、解像度を切り替えることもできまず。 




























5 サウンド機能 


本製品はサウンド機能とスピーカを内蔵しています。 


円スピーカの音量を調壁する { 


標準で音声、サウンド関係のアプ U ケーシヨンびインストールされています。 
スピーカの音量は、ボ U ュームダイヤル、または Windows の「ボ U ュームコント 
□-ル」で調整でさます。 


1ボリユームダイヤルで調畳する 

音量を大きくしたいときには奥に、ルさくしたいときには手前に回しまず。 


2ボリュームコント□ールで調整する 

再生したいファイルごとに音量を調節したい場合、なの方法で調節でさます。 


1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[エン 
ターテイメント]一[ボリュームコント□ール]をクリックする 

2それぞれのつまみを上下にドラッグして調壁する 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。[ミュート]をチェック 
すると消音 （5 ユート）となります。 



詳しくは『ボ U ュームコントロールのヘルプ』を確認してください。 












サウンドのパワーマネージメントを設定する 



r 




本製品では、サウンドコント□ーラのパワーマネージメント機能を設定できるよう 
になっています。 

この機能び有効になっていると、サウンド機能び使われていないときにサウンドコ 
ント□ーラの電源を切ることびでを、消費する電力を少し節約することびでさます。 
購入時は、本機能びち効に設定されています。 

消費電力の節約の程度は、バッテリの状態によつて異なります。 


1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックする 

2 [関連項目]の[コント□-ルパネルのその他のオプション]をク 
リックする 

3 [ T SigmaTel Audio ] をクリックする 

4 [詳細]タブで[省電力機能を有効にする]をチェックする 



5 [節電モードに入るまでの時間]に待ち時間（秒）を設定する 

通常已秒〜10砂程度び適当でず。 

6 [0 K ] ボタンをクリックする 


メモ - 

[イコライヴ]タブでは、各周波数のゲインを調整し、お好みの音質に設定で 
さます。 
























6 ドライブ _ 

* ドライブ内蔵モデルのみ 

ドライブ内蔵モデルには、 DVD スーパーマルチドライブ、 DVD-ROM & CD - R/RW 
ドライブまたは CD - ROM ドライブのいずれかが]台内蔵されています。内蔵され 
ているドライブは、購入したモデルによって異なります。 

• DVD スーパーマルチドライブ 

DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R * \ DVD + RW 、 DVD + R * 吕、 CD - RW 、 CD-R 
の読み出し/書き込み機能と、 DVD - ROM . CD - R 日 M の読み出し機能を搭載した 
ドライブです。 

夺 ] 本書では、 「 DVD - R 」 と記載している場合、特に書き分けてある場合を除き、 DVD-R DL (Double 
Layer 対応）を含みます。 

夺2本書では、|■ DVD + R 」と記載してある場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD+R DL(Double 
Layer 巧耐を含みます。 

• DVD-ROM & CD - R/RW ドライブ 

CD - RW 、 CD - R の読み出し/書き込み機能と、 DVD - ROM . CD - R 日 M の読み出 
し機能を搭載したドライブです。 

• CD - ROM ド'ライブ 

CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしい 
ことが記述されていまず。 

CD / DVD を使用ずる場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守っ 
て < ださい。 



本体の機能 
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[ ij 使用でをるメディアと対応するアプ IJ ケーンヨン { 


書を込み中は、シャットダウン、□グオフ、スタンバイなどを実行しないでく 
ださい。 


使用できるメディアと、本製品に添付のアプリケーションで書を込みでさるメディア 
はモデルによって異なります。 

書さ込みに使用でさる、本製品に添付のアプリケーションは次のとおりです。 


• RecordNow ! Basic for TOSHIBA 
ここでは 「 RecordNow !」 とよびます。 

[スタート]- ► [ずべてのプ□グラム]- ► [ Sonic ] 一 [ RecordNow !] -► 
[ RecordNow !] をク U ックして起動することびできます。 

• DLA for TOSHIBA 
ここでは 「 DLA 」 とよびます。 


どちらのアプ U ケーシヨンを初めて使用するときは、[スタート]一[すべてのプロ 
グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル]からインストールしてください。 
詳しい使用ち法は、それぞれのアプ U ケーシヨンのヘルプをご覧ください。 

メディアにデータを書さ込むとさ、メディアの状態やデータの内容、またはパソコ 
ンの使用環境によって、実行速度は異なります。 












■ 


DVD スーパーマルチドライブモデル 
ほ用でまるメディア 


使用ずるメディアによっては、読み出しびできない場合びあります。 

〇:使用でさる X :使用でさない 


m 

CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

読み出し 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

書を込み 

] 回 

繰り返し 

1回 

繰り返し 

1回 

繰り返し 

繰り返し 

回数 

書換可能# 1 

書換可能 W 

書換可能 W 

書換可能 W 


* 1実際に書さ換えでをる回数は、メディアの状態や書を込み方法により異なります。 

アプリケーシヨンと書を込み可能なメディア 


〇:使用できる X :使用できない 

【 RecordNow ! 】 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

〇 

〇 

0*1 

ひ 1 

ひ 1 

ひ 1 

X 


* 1 DVD-Video. DVD-Audio の作成はできません。また、 DVD プレーヤなどで使用することは 
でさません。 


【 DLA ] 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

X 

ひ 1 

X 

ひ 1 

X 

ひ 1 

X 


* 1新品の CD-RW、DVD-RW、DVD+RW を 「DLA」 で使用するには、あ5かじめフオーマット 
び必要です。 


【[マイコンピュータ]上で書き込む場合】 

[マイコンピュータ]で目的のファイルやフォルダをドライブにコピーすると、パソ 
コンで作成した文書データなどのファイルをメディアに書さ込むことびでさます。’1 
書き込み可能なメディァは、 CD-RW 、 DVD-RW 、 DVD+RW 、 DVD-RAM です。 
なお、これらのメディアはあらかじめ フォー マットしておく必要びあります。 

* 1 CD-RW、DVD-RW、DVD+RW への書き込みは、 「DLA」 を使用してください。 

CD-RW 、 DVD-RW 、 DVD+RW のフォーマット 『 DLA のへ J レプ』 
国 ^ DVD-RAM のフォーマット 「本節包 DVD-RAM を使うときは」 




本体の機能 








2 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブモデル^^^ 


fli ほ用でまるメディア _ 

使用するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 


〇:使用でさる X :使用でさない 



CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

読み出し 

〇 

〇 

び1 

〇 

〇 

〇 

〇 

書さ込み 
回数 

] 回 

繰り返し 
書換可能*® 

X 

X 

X 

X 

X 


* 1 DVD-R DL メディアの読み出しはでさません。 

*吕実際に書を換えでさる回数は、メディアのげ態や書さ込みちまにより異な D ます。 


アプリケーシヨンと 書を 込み可能なメディア _ 

巳 D-R には 「RecordNowU で書き込みびできます。 

CD - RW には、 「 RecordNowU および 「 DLA 」’ i で書き込みびできます。 

* 1 CD - RW を rOLAJ で使巧するには、あ6かじめ フォー マットび必要です。 

【[マイコンピュータ]上で書き込む場合】 

[マイコンピュータ]で目的のファイルやフォルダをドライブにコピーすると、パソ 
コンで作成した文書データなどのファイルを CD - RW に書き込むことびできます。’1 
なお、 CD - RW はあらかじめフォーマットしておく必要びあります。 

* 1 rOLAJ を使巧してください。 

巳 D 书 W のフオーマット 『 DLA のヘルプ』 
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3 CD - ROM ドライブ 

CD - ROM ドライブは、 CD 书の読み出しのみ可能です。書さ込みはできません。 

C 口 / DVD に書き込む前に- — ^ 

* 本製品に添付の 「 RecordNow !」「 DLA 」 (がの CD / DVD ライティングソフト 
ウェアは動作な証していません。 Windows 標準の CD 書さ込み機能や巿版のライ 
ティングソフトウェアは使用しないでください。 

• CD / DVD に書を込みを行うとさは、次のを意をよく読んでから使用してくださし、。 
守らずに使用すると、書を込みに失敗ずるおそれびあります。また、ドライブへの 
ショックなど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書 
き込みに失敗することびあります。 

•書き込みに失敗した CD - R 、 DVD - R 、 DVD + R の損害については、当社は一切そ 
の責任を負いません。 

また、記憶内容の変化■消失など、 CD / DVD に保存した内容の損害および内容 
の損失-消失により生じる経済的損害といった派生的損害については、当社は一 
切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

• CD / DVD に書き込む際には、それぞれの書さ込み速度に対応したメディアを使 
用してください。また、推奨するメーカのメディアを使用してください。 

• バッテ U 駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテ U の消耗などによって書き込 
みに失敗するおそれびあります。必ず AC アダプタを電源コンセントに接続して 
<ださい。 

•書さ込みを行ラ際は、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、 
スタンバイや休止状態を実行しないでください。 

国^省電力機能について「已章2省電力の設定をずる」 

• ライティングソフトウェアじ(がのソフトウェアは終了させてください。 

-スク IJ ーンセー バ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
•モデムなどの通信アプ U ケーションなど 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となりますので使 
用しないことを推奨しまず。 

•フロッピーディスク、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続の 
八ードディスクドライブなど、本製品の八ードディスクしツ外の記憶装置にある 
データを書き込む際は、データをいったん本製品の八ードディスクに保存してか 
ら書さ込みを行ってください。 


67 







• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の八ードディスクに保存してか 
ら書を込みを行ってください。 

•「 RecordNow !」 を起動した状態で DVD メディアをドライブにセットした場合 
に、ドライブのイジェクトボタンを押してちメディアび出てこないことびありま 
す。その場合は、画面上で 「 RecordNow !」 の[取り出し]ボタン（图）をク 
1」ックするか、[マイコンピュータ]または[エクスプローラ]を開さ、取り出し 
たいメディアび入っているドライブのアイコンをちク U ックして、表示されるメ 
ニューから田又り出し]をク U ックしてください。 

書を込み/削除を巧うにあたって— - 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開くなど、パソコン本体の操作を行わな 
いで <ださい。 

• パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 次の機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

P 巳力ード、 USB 対応機器、外部ディスプレイ 

• パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書き込み終了後、必ずデータび正しく書き込まれたこ 
とを確認してください。 


固使用でをる CD 


i 


【読み出しできる CD 】 

対応フォーマツトによっては、再生ソフトが必要な場合があります。 
• 音楽用 CD •フォト CD • CD-ROM 

• CD ェクストラ • CD-R • CD-RW 


【書き込みできる CD 】 

• DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD-ROM&CD-R/RW ドライブモデルのみ 

• CD-R 

書さ込みは]回限りです。書さ込まれたデータの削除-変更はでさません。 

• CD-RW 
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書さ込み速度は、使用するディアによって異なります。 

DVD スーパーマルチドライブモデル 
CD - R > (ディア ：最大24倍速 

最大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD - R がィ アを使用し 
て < ださい。 

マルチスピード CD-RW ディア：最大4倍速 
High-Speed CD-RW :><ディア：最大]日倍速 
Ultra Speed CD-RW ディア：最大]日倍速 

Ultra Speed + CD - RW >(ディアは使用できません。使用した場合、データは保 
証でをません。 

DVD - R 日 M & CD - R / RW ドライブモデル 

CD - R > (ディア ：最大24倍速 

最大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R メディアを使用し 
て < ださい。 

マルチスピード CD-RW ディア：最大4倍速 
High-Speed CD-RW メディア：最大]日倍速 
Ultra Speed CD - RW ディア：最大24倍速 

Ultra Speed + CD - RW >(ディアは使用できません。使用した場合、データは保 
証でさません。 

CD - RW 、 CD-R にごいて 

• CD - RW 、 CD - R に書き込む際には、なの X —力の CD - RW 、 CD - R を使用するこ 
とを推奨します。 

CD-RW (マルチスピード、 High - Speed ) 

:兰菱化学ディア（株)、（微リコー 
CD-RW (Ultra Speed ) * DVD - ROMSiCD - R/RW ドライブモデルのみ 
:兰菱化学メディア（株） 

CD-R :太陽誘電朋)、=菱化学メディア册)、（株） U コー 

これらのメーカし U 外の CD - RW 、 CD - R を使用すると、うまく書き込みびできない 

場合びあります。 

• CD 书に書き込んだデータの消去はできません。 
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• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 RecordNow !」 で書き込ん 
だファイルを変更したり、削除したりすることはできません。ファイルの変更- 
削除び必要な場合は、まず巳 D - RW メディアの消去を行い、改めて必要なファイ 
ルだけを書さ込んでください。 

「 DLA 」 で CD - RW メディアに書を込んだファイルは、変更-削除することびでき 
ます。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディア 
の内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書さ込み巧能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメ 
ディアをセットしたドライブを間違えないよラ十分にま意してください。 

• 八ードディスクに不良セクタびあると書を込みに失敗するおそれびありまず。定 
期的に「エラーチェック」でクラスタのチェックを行ラことをおずすめします。 
エラーチェックのち法 

「8章 2 Q & A 集その他- Q . セーフモードで起動した」 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書 
き込みびできなくなる場合びあります。 CD - RW 、 CD - R にデータなどを書き込む 
際は、メディアの状態をよくご確認ください。 


[ a ) 使用でをる DVD 


{ 


[ 読み出しできる DVD 】 

* DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD-ROM&CD-R/RW ドライブモデルのみ 


対応フォーマツトによっては、再生ソフトが必要な場合があります。 

また、いずれのメディアも、 DVD-R 日 M&CD-R/RW ドライブモデルで読み出すた 
めには、ディスクがク□ーズされている（データが書さ込めない状態になっている) 
必要があります。 

• DVD-ROM •DVD-Video (映像再生用です。映画などが収録されています） 

• DVD-RW •DVD-R 、 DVD-R DL * DVD スーパーマルチドライブモデルのみ 

• DVD-RAM 

• DVD+R 、 DVD+R DL 
•DVD+RW 
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【書き込みできる DVD 】 

DVD スーパーマルチドライブモデルでは、 DVD に書さ込むことができます。 


本製品のドライブでは、次のメディアが使用でさます。 

• 書さ込み8倍速までの DVD - R / DVD+R ディア 
• 書き換え4倍速までの DVD - RW / DVD + RW ディア 
• 書き込み4倍速までの DVD-R DL >< ディア 
• 書き込み 2.4 倍速までの DVD+R DLX ディア 
• 書き換え已倍速までの DVD - RAM 巧ィア 
( DVD-RAM Ver 2.2 規格に準拠したディアを使用する場含） 

• 書き換え3倍速までの DVD-RAM 乂ディア 
( DVD-RAM Ve 「2 .日または 2.1 規格に準拠したディアを使用する場合） 
これらより連い書さ込み倍速に対応したメディアを使巧することはでをません。 


• DVD - R 、 DVD-R DL 

書き込みは1回限りです。書き込まれたデータの削除-変更はできません。 
DVD - R は、 DVD-R for General Ver 2 .日規格に準拠したディアを使用してくだ 
さい。 

DVD-RDL (Double Layer ) とは、 DVD - R の記録層を2つにして、片面に2層 
分の記録が可能な規格のことです。既存の1層の DVD - R >< ディアの記録容量 
4.7 G 目の約 1.8 倍となる、8.巳 G 目分の記録容量を実現します。例えば、 MPEG 2 
の已 Mbps の映像データで、1層の DVD-R メディアが約2時間分なら DVD-R 
DLX ディアは約 3. 日時間分の記録び可能になります。ただし、 Format ] 対応の 
ため追記ができません。]層の DVD - R >< ディアに収まる容量のデータを保存する 
場合は、追記できる DVD - R を使用することをおずすめします。 

• DVD-RW 

DVD - RW は、 DVD-RW Verl . l または1 .2 規格に準拠した ディアを使用して 
<ださい。 

• DVD + R 、 DVD+R DL 

DVD+RDL (Double Layer ) とは、 DVD + R の記録層を2つにして、片面に2 
層分の記録が可能な規格のことです。 

既存の1層の DVD + R ；/ ディアの記録容量 4.7 G 目の約 1.8 倍となる、8.已白目 
分の記録容量を実現します。例えば、 MPEG 2 の已 Mbps の映像データで、]層 
の DVD+R 乂ディ アが約2時間分なら DVD+R DL ディアは約3.目時間分の記 
録び可能になります。 
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• DVD+RW 

• DVD-RAM 

DVD - RAM は、 DVD 书 AM Ve 「2.0、2.1 または 2.2 規格に準拠したメディアを 
使用してください。 

書さ込み速度は、使用するメディアによって異なります。詳細は、別紙の 
rdynabook Satellite T 20 シ U - ズをお使いのかたへ』を参照してください。 

【 DVD - RAM の種類】 

□ VD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - 
RAM は次のとおりです。 

カート U ッジタイプのメディアは、カート U ッジから取り出してドライブにセット 
してください。両面ディスクで、読み出し/書を込みする面を変更するとをは、一 
度ドライブからメディアを取り出し、妻返してセツトし直してください。 


〇:使用できる X :使用できない 

DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート U ツジなし*1 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

力ートリツジタイプ（取り出し可能）*己 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは巧をできない場合びあります。 

*2 2.6 GB , 日. 2 GB のディスクは使用でをません。 

DVD スーパーマルチドライブモデルの房合 — 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R に書さ込む際には、次 
のメーカのメディアを使用することを巧奨します。 

DVD-RAM :日立マクセル（株） 

DVD-RW :日本ビクター(株)、=菱化学メディア（株） 

DVD-R :松下電器産業臘)、太陽誘電册） 

DVD-RDL :=菱化学メディア（株） 

DVD+RW :;菱化学メディア（株)、（株） U コー 
DVD+R :=菱化学メディア（株)、（株） U コー 
DVD+R DL :=菱化学メディア（株） 

これらのメーカに(がのメディアを使用すると、ラまく書き込みびできない場合び 
あ D ます。 
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• DVD - R 、 DVD + R に書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD + RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 
「 RecordNowU で書き込んだファイルを変更したり、削除したりずることはでき 
ません。ファイルの変更.削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD + RW メ 
ディアの消去を行い、改めて必要なファイルだけを書さ込んでください。 
rOLAJ で DVD - RW 、 DVD+RW メディアに書き込んだファイルは、変更-削除 
することびでさます。 

• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消まの 
際は、メディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書き込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書き込み-消去するメ 
ディアをセットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R への書き込みでは、 
ファイルの管理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデー 
夕を書き込めない場合びあります。 

• DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込む 
データのサイズび約 1 GB に満たない場合にはダ S —のデータを加えて、最ル 
1 GB のデータに編集して書さ込みます。 このため、 実際に書き込も5としたデー 
夕びかないにをかかわらず、書を込み完了までに時間びかかることびあります。 

• 八ードディスクに不良セクタびあると書き込みに失敗するおそれびあります。定 
期的に「エラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおずすめします。 

国^エラーチェックのち 法 

「8章2 Q & A 集その他- Q . セーフモードで起動した」 

• ドライブの構造上、メディアの傷、ミちれ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書 
さ込みびできなくなる場合びあります。 DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R にデータなどを書さ込む際は、メディアの状態をよくご確 
認ください。 

• DVD - RAM をドライブにセットしたとき、システムび DVD - RAM を認識するま 
でに多少時間びかかります。 


本体の機能 
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メモ - 

• 市販の DVD - R には業務用メディア （for Authoring ) と一般用メディア （for 
General ) びあります。業務用メディアはパソコンのドライブでは書さ込み 
することびでさません。 

一般用メディア （for General ) を使巧してください。 

•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R , DVD + RW 、 DVD+R には「怕 r 
Data 」 と 「for Video 」 の 2 種類びあります。映像を保存ずる場合や家庭用 
DVD ビデオレコーダとの互換性を重視する場合は 「for Video 」 を使用して 
<ださい。 

• 作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生 
できないことをあります。また、作成した DVD-R DL メディア、 DVD+R 
DL メディアを再生するときは、それぞれのメディアの読み取りに対応して 
いる機器を使用してください。 


DVD - Video の再生について 


• DVD スーバーマルチドライブモデル、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブモデルのみ 

□ VD - Video の再生を行うためのアプ U ケーシヨンとして rinterVideo WinDVDJ 

び用意されています。初めて使用するとさには、[スタート]一[すべてのプ□グラ 

ム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル]からインス!ルしてください。 

Ofc DVD - Video のち牛にあたって 一 — 

• DVD - Video の再生には 、 rinterVideo WinDVD 」 を使用してください。 
[Windows Media Player 」 やその他市販ソフトを使巧して DVD - Video を再生 
すると、表示が乱れたり、再生でさない場合があります。このよラなとさは、 
rinterVideo WinDVD 」 を起動し、 DVD - Video を再生してください。 

• DVD - Video 再生ソフト rinterVideo WinDVD 」 は 、 Video CD、Audio CD 、 
MP 3 の再生はサポートしていません。 

• DVD - Video 再生時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能が 
働くと、スムーズな再生ができない場合があります。バッテリ駆動で再生する場 
合は「東芝省電力」のプ□ファイルを 「 DVD 再生」に設定してください。 

• 使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちする場合があります。 


74 









• DVD - Video を再をずる前に、他のアプ U ケーシヨンを終了させてください。ま 
た、再生中には他のアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないで 
<ださい。 

再生中に、常駐しているプ□グラムの画面やアイコンなどびちらつく場合は、 
rinterVideo WinDVD 」 を最大表示にしてください。 

• Re 目 ion コードは4回まで変更することびできますび、通常は出荷時のままご利 
用ください。出荷時の状態では、 DVD - Video の再生は Re 旨 ion コードに」、 
「 ALL 」 のものをご使用ください。 

• 夕+部ディスプレイに表示ずる場合は、再をする前にあらかじめ表示装置を切り替 
えてください。また、 Clone 表示（本体液晶ディスプレイとが部ディスプレイの 
2つの表示装置それぞれに同時に画面を表示ずること）の設定では、外部ディス 
プレイに表おするための設定び必要でず。 

本体液晶ディスプレイとが部ディスプレイに Clone 表示をしているとき DVD - 
Video を再生すると、画像びコマ落ちすることびありまず。この場合は表示解像 
度を下げるか、本体液晶ディスプレイまたは外部ディスプレイのみに表示するか、 
お張表示に設定して < ださい。 

表示装置の切り替え「4章已外部ディスプレイを接続ずる」 

• あ張表示で DVD - Video を再生した場合、外部ディスプレイ側の DVD - Video 再 
生画像び表示されないことびあります。その際は、いったん再をを終了し、夕+部 
ディスプレイ側の解像度、 U フレッシュレートや色数を下げてご使用ください。 


詳しくは 、 rinterVideo WinDVD 」 の 「 Readme 」 に記載しています。 
「 Readme 」 をよく読んで使用してください。 


DVD-RAM を使ラとをは 



* DVD スー パーマルチ ドライブモデルのみ 


r 




ここでは、 DVD スーパーマルチドライブモデルで DVD - RAM に書き込みをする前 
に必要な操作につし、て説明しまず。 

□ VD - RAM のドライバとフォーマツトユーテイリテイとして、 「 DVD-RAM Driver 
Software 」 び用意されています。初めて使用するとをには、[スタート]一[すべ 
てのプログラム]一[アプリケーションの再インストール]からインス!-―ルして 
<ださい。 


ノ'才~タットとは 

新品の DVD 书 AM は、使用する目的にあわせて「フォーマット」といラ作業び必要 
です。 

フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 
DVD - RAM を使えるようにすることです。 

フオーマツトされていない DVD - RAM は、フオーマツトしてから使用してください。 
詳細は PDF マニュアルをお語してください。 


【 PDF マニュアルを見る方法】 


1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ DVD - RAM ] 一 [ DVD - 
RAM ドライバー] 一 [ DVD - RAM ディスクの使い方]をクリック 
ずる 

[Adobe Reader ] び起動し、 PDF マニュアルび表示されます。 




■ フォーマットを行うと、その DVD - RAM に保存されていた情報はずべて消去 
: されまず。一度使用した DVD - RAM をフォーマットする場合はま意してくだ 

■ さい。 


メモ - 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]- [ DVD - RAM ] 一 [ DVD - RAM ドラ 
イバー]で表示されるメニューは、 DV □スーパーマルチドライブモデルでの 
みご使用いただけます。 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブモデルではご使用に 
なれません。 


^^76 












ファイルシステム _ 

DVD-RAM を フオー マツトずるときにファイルシステムを選択しまず。 
ファイルシステムは、書さ込むデータの種類や書さ込み後のメディアを使用ずる機 
器に応じて選択します。また、映像データを書さ込むとさは、書さ込み用のアプリ 
ケーシヨンによって指定されている場合がありまず。 

選択できるファイルシステムは 「UDF2 .日」 「UDF1 .己」 「FAT32」 です。 

【 UDF 2.0 】 

-VR フオーマツトに対応したファイルシステムです。 

家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性がありまず。 

【 UDF 1 •曰】 

本製品で使用しているシステムの標準の機能で読み出し/書さ込みでさるファイル 
システムです。このファイルシステムのディアは、本製品外の WiriclowsXP*i 
/2000ががインストールされたパソコン* 3 でもデータを読み出すことができま 
ず。 

家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性はありません。 

【 FAT 32 】 

本製品で使用しているシステムの標準の機能で読み出し/書を込みでをるファイルシス 
テムです。このファイルシステムの:ディアは、本製品しがIの WindowsXP り/ Me* 4 
/98ががインストールされたパソコンがでもデータを読み出すことがでをます。 
家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性はありません。 

夺 ] Windows XP.Microsoft® Windows® XP Tablet PC Edition 2 日〇已 operating 

system 日本語版、 Microsoft® Windows® XP Home Edition 
operating system 日本語版、または Microsoft® Windows® XP 
Professional operating system 日本語版 

夺 2 Windows 200 0 ... Microsoft® Windows® 200 日 Professional operatin 旨 system 日本 
語版 

夺 3 DVD-RAM ドライブが搭載されていないパソコンで DVD-RAM を読み出すためには、 DVD- 
RAM の読み出しに対応した DVD ドライプび搭載されている必要があります。 

ホ 4 Windows Me... Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本語版 
夺日 Windows 98 ... Microsoft® Windows® 98 SECOND Edition operating system 日本語版 
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CD / DVD のセツトと取り出し 


ここでは、 CD/DV □のセツトと取り出しについて説明します。 


操作にあたって 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故 
障の原因になります。 

•ディスクトレイに□び点灯しているときは、イジエクトボタンを巧したり、 CD 
/DVD を取り出す操作をしないでください。巳 D/DVD び傷っいたり、ドライ 
ブび壊れるおそれびあります。 

•電源び入っているとさには、イジェクトホールを押さないでください。回転中の 
CD/DVD のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

^イジエクトホールについて「本項2巳 D/DVD の取り出し」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD/DVD び回転している場合には、停止す 
るまで CD/DVD に手を触れないでください。ケガのおそれびあります。 

• パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライフに巳 D/DVD び入っていないことを確 
認してください。入っている場合は取り出してください。 

• CD/DVD をディスクトレイにセツトするとをは、無理な力をかけないでください。 

• CD/DV □を正しくディスクトレイにセツトしないと巳 D/DVD を傷つけるこ 
とびあります。 


チェックーセットする前にお誘しましょう - 

• 傷ついたりミちれのひどい CD/DV □の場合は、挿入してから再生び開始されるま 
で、時間びかかる場合びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生できない場 
合をあります。ちれをふき取ってから再生してください。 

• CD/DVD の特性や CD / DVD への書き込み時の特性によって、読み出せない 
場合もあります。 










1CD/DVD のセット 


1 パソコン本体の電源を入れる 


2イジェクトボタンを巧す 



イジエクトボタンを押したら、ボタンから手 
を離してください。ディスクトレイび少し出 
てきまず（数秒かかることびあります)。 

※ご購入のモデルによってイジェクトボタ 
ンの位置は異なりまず。 


3 ディスクトレイを引さ出す 



CD / DVD をのせるトレイびすべて出る 
まで、引さ出しまず。 


4 


文字が書いてある面を上にして、 CD / DVD の穴の部分をディスク 
トレイの中巧凸部に合わせ、上から押さえてセツトする 



r カチッ」と音びして、セットされている 
ことを確認してください。 


5 「カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 



CD/DVD をセットすると、再生するア 
プリケーシヨンを逞択する画面び表示され 
ます。 
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2 CD/DVD の取り出し 

1パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れてください。 

2イジェクトボタンを巧す 

ディスクトレイび少し出てをます。 

3 ディスクトレイを引さ出す 

CD/DV □をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

4 CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出ず 

巳 D/DVD を取り出しにくいとさは、中 
央凸部を少し押してください。簡単に取り 
出せるよラになります。 


5 「カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 




【ディスクトレイが出てこない場合】 

電源を切っているとをは、イジェクトボタンを押して 
をディスクトレイは出てをません。電源び入日ない場 
合は、イジェクトホールを、先の細い丈夫なちの（ク 
IJ ップを伸ばしたちのなど）で押して<ださい。 

次の場合は、電源び入っていてち、イジェクトボタン 
を押したをすぐにディスクトレイは出てさません。 
ディスクトレイ LED の点滅び終了したことを確認し 
てから、イジェクトボタンを押してください。 



《ご購入のモデルによって 
それぞれの位置は異なり 
ます。 


• 電源を入れた直を•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 • ドライブ関係の LED び点灯しているとを 
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7 LAN 機能 


パソコンをインターネットに接続する前に、コンピュータウイルスへの巧策を行つ 
て < ださい。 

コンピュータウイルスとは、パソコンにトラブルを発生させるプ□グラムのことで、 
八ードディスクやデータの一部を破壊するをのちあります。 

本製品には、ウイルスチェックソフトとして 「Norton Antivirus 」 が用意されてい 
ます。必ずウイルスチェックソフトのインス!-ールと設定を巧い、定期的にウイル 
スチェックを斤ってください。設定したソフトは常に最新のバージョンに更新する 
よラにして < ださい。 




ヶーブルを巧った LAN 接続（有線 LAN ) 


本製品には、ブロードバンド接続などに使用ずる LAN 機能び内蔵されています。 
LAN コネクタと ADSL モデムやケーブルモデムなどを LAN ケーブルで接続し、ブ 
□ー ドバンドでインターネットに接続することびでさます。ブ□ー ドバンドに必要 
なネットワーク機器や設定などについて、詳しくは契約しているプロバイダに問い 
合わせてください。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Fast Ethernet (100 BASE - TX)、 Ethernet 
( lOBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続し、ネッ 
トワークに接続することびできます。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続すると、 
自動的に検出して切り替えます。 

LAN インタフエースを使用するとき、100 BASE - TX 規格は、カテゴ U 巳 （ CAT 巳) 
LU 上のケーブルおよびコネクタを使用してください。 

10目 ASE - T 規格は、カテゴ U 3 ( CAT 3) し U 上のケーブルび使用できます。 

カテゴりとは、ネットワークで使用されるケーブルの種類を分類したをので、大き 
い数字ほど性能び高くなります。 



LAN ケーフルをはずしたり差し込むとさは、プラ 
グの部分を持って行ってください。また、はずすと 
きは、プラグのロック部を押しなびらはずしてくだ 
さい。ケーブルを引っ張らないでください。 


LAN ケースレとモジュラーケースレのプラグはあ状び非常に似てしなすび、プラグの 
部分の大きさは、 LAN ケーブルのちび大きし巧す。ケーブルを接続するときは 、 LAN 
コネクタとプラグの大ささをよくご確認のラえ、接続してくださし、。 

ネットワーク機器の接続先やネットワークの設定は、『ヘルプとサポートセンター』 
をお認してください。または、ネットワーク管理者に問い合わせてください。 
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LAW ケーブルのほ用にあたつて 一 wmmmmm 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブル 
を引っ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損 
するおそれびありまず。 


ケーブルを使わない LAN 接続（無線 LAN ) 


* 無線 LAN モデルのみ 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続しない状態で使用でさる、ワイヤ 
レスの LAN 機能のことでず。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエリ 
ア内であればあらゆる場所からコンピュータを無線 LAN ネットワークに接続できま 
す。 

無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用ずることによって、バソコンからワイヤ 
レスでネットワーク環境を実現でをます。 

無線 LAN モデルには、無線 LAN モジュールび内蔵されています。 

無線 LAN のモジュールには、 b/ 目 対応モジュール、 a/b/g 対応モジュール* 1 の 2 
種類びあります。 

* 1 IEEE80 乙 . 1 la の使用可能チャネルについては、附録 4-1- 無線 IEEE80 吕 . 11 a の使用可能 
チャネルについて」を参照してください。 

1おお LAN モジュールの確認 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあり 
ます。 

使用しているパソコンに合った説明をご覧ください。 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、次の手順で確認 
でをます。 

1通知領域のに onfigFree] アイコン（里）をクリックする 
2表示されたメニューか5 [デバイス]-[設定を開く]をクリックする 

3 [デパイス設定]タブの[デバイスリスト]で[ワイヤレスネット 
ワーク接続]アイコン（当！）を選択し、[詳細]でアダプタ名を確 
認ずる 
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アダプタ名が示すモジュールは、それぞれ次のよラになります。 

•「Atheros AR 已〇日目 X Wireless Network Adapter 」 の場合 
IEEE 802.1 la および IEEE 802.1 ] b および IEEE 8 日 2.1 1旨に対応したモジユー 
ルです。このモジュールを、 「 a / b / 呂対応モジュール」と呼びまず。 

•「Atheros AR 5005 G Wireless Network Adapter 」 の場合 
IEEE 802.1 lb および IEEE 802.1 ] 旨に対応したモジュールです。このモジュー 
ルを、 「 b / 邑対応モジュール」と呼びます。 

2無線 LAN の概要 

無 H 泉 LAN モデ J レには、 IEEE 802.1] a 、 IEEE 802.1 lb . IEEE 8 日 2. 11呂に準拠 
した無線 LAN モジュールび内蔵されており、次の機能をサポートしています。 

夺 IEEE8 日と 1 ]a は、屋内でのみ使用でさます。 

•規格値已 4 Mbps 無線 LAN 対応 ( IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 ] 旨の場合）り 
• 規格値11 Mbps 無線 LAN 対応 （ IEEE 802. 11 b の場合 ）* i 
•周波数チャネル選択 （2.4 GHz 帯/日 GHz 帯） 

• マルチチャネル間の□一5ング 
• パワーマネージ ><ント 
• 暗号化ち式 （ WEP 、 TKIP 、 AES ) 

【無線 LAN の種類】 

無を泉 LAN は、 IEEE 802.1] a 、 IEEE 802.1 lb . IEEE 8 日 2. 11呂に準拠する無線 
ネットワークです。無線 LAN は IEEE 802.1 ] b の場合に最大1 ] Mbps 、 

IEEE 802.1 la / IEEE 802.1 1 旨の場合に最大已 4 Mbps の転送レートをヴポート 
しています。 *1 

• IEEE 802. 11 b では「直接拡散ち式 」 （Direct Sequence Spread Spectrum . 
DSSS )、 IEEE 8 日 2.1 la / IEEE 8 日 2.11 旨では「直交周波数分割多重ち式」 
(Orthogonal Frequency Division Multiplexing , OFDM ) を採用し、 

IEEE 802.1 1 に準拠していまず。 

• Wi-Fi Alliance 認定の Wi-Fi (Wireless Fidelity ) □ゴを取得しています。 

Wi - 円□づは、 IEEE 802 .1] に準拠ずる他社の無線 LAN 製品との通信び可能な無 
線機器であることを意味します。 

• Wi-Fi CERTIFIED □づは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 

• ] 表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実隙のデータ転送速度を示すものでは 

ありません。 
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im LAN 製品ごほ巧時におけるセキュリティに関するごを意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！） 

無線 LAN は、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと 
無線アクセスポイント間で情報のやり取りを行ラため、電波の届く範囲であれば自 
由に LAN 接続び可能であるという利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を超えてすべての場所に届 
くため、セキュ U ティに関する設定を行っていない場合、次のような問題び発生す 
る可能性びあります。 

• 通信内容を盗み見られる 

悪意ある第=者び、電波を故意に傍受し、 

ID W ロワード又はクレジットカードま号などの個人情報 
メールの 内容 

などの通信内容ををみ見られる可能性びあります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第=者び、お断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 
個人情報や機密情報を取り出す（機密漏洩） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 
傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 
などの行為をされてしまラ可能性びあります。 

本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するための 
セキュ U ティの仕組みを持っていまずので、無線 LAN 製品のセキュ U ティに関する 
設定を行って製品を使用することで、その問題び発生する可能性は少なくなります。 

セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解した5えで、お客 
様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設をを行い、製品を使用ずるこ 
とをおすすめします。 

セキュリティ機能- 

セキュ U ティ機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外ちによる不正アクセスび容 
易に行えるため、不正侵入や盜聴、データの消失、破壊などにつなびる危険性びあ 
0ます。 

不正アクセスを防ぐために、ネットワーク名 （ SSID ) の設定や、暗号化機能 
( WEP 、 WPA ) を設定されることを強くおすすめします。 

また、お使いの無線 LAN アクセスポイントで、登録した MAC アドレスのみ接続可 
能にずる設定などの巧策を有効です。 
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公共の無線 LAN アクセスポイントなどで使用される場合は、 「 Windows セキュ U 
テイセンター」の 「 Windows ファイアウォール」やファイアウォール機能のあるウ 
イルスチェックソフトを使用して、不正アクセスを防止してください。 


• 無線 LAN 


巧線 LAN をほ用するに友たつて 

i LAN のお線アンテナは、できるかぎり障害物びかなく見通しのきく場所で最 
も良巧に動作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを 
開き、本や分厚い紙のまなどの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてくださ 
し、。また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属 
性のケースなどで覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、「付録 
4-5 お客様に巧するお知らせ」をお認してください。 

• 本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、「付録4-日ご使用になれる国/ 
地域について」をお認してください。 


3昼本設定 

Windows XP は、標準で無線 LAN ネットワークに対応しています。システムび標 
準で提イ共するち法に従って設定してください。詳しくは『ヘルプとサポートセン 
ター』をご覧ください。 

無線 LAN ネットワークに接続するには、接続するネットワークに応じた設定が必要です。 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックする 

2 [ネットワークとインターネット接続]をクリックする 

3 [ワイヤレスネットワークセットアップウイザード]をクリックする 

[ワイヤレスネットワークセットアップウイヴードの開始]画面び表示され 
まず。画面に従って操作してください。 

4ネットワークの表示 

無線ネットワークで複数の無線 LAN ステーションび稼動している場合は、次の手順 
で他のコンピュータを表示できます。詳しくは『ヘルプとサポートセンター』をご 
覧ください。 

1[スタート]一[マイコンピュータ]を開き、[その他]の[マイ 
ネットワーク]をクリックする 

2 [ワークグループのコンピュータを表示する]をクリックする 

無線 LAN でつなびれた、他のパソコンなどび表示されます。 
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メモ - 

無線 LAN は、ほとんどのネットワーク環境において基本的な設定だけで動作 
しますび、インフラストラクチャネットワークに接続している場合は、[ワイ 
中レスネットワーク接続のプロパティ]画面で詳細設定をすることをでさます。 
①[スタート]一[マイコンピユータ]を開き、[その他]の[マイネットワー 
ク] をク U ックする 

③[ネットワークタスク]の[ネットワーク接続を表示ずる]をク U ックする 
[ネットワーク接続]画面び表示されます。 

③[ワイヤレスネットワーク接続]を選択し、[ネットワークタスク]の[こ 
の接続の設定を変更ずる]をク U ックする 

[ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ]画面び表示されまず。設定 
をを要したを、 [0 K ] ボタンをク U ックし、画面を閉じてください。 


5 お線 LAN を使 5 


Arf g 

• パソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッ 
チをオフ（手前側）にし、必ずバソコン本体の電源を切ること 
ワイヤレスコ S ュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコ 
ンの電波により、計器に影響を与える場合びあります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、必ず航空会社の指示に従ってください。 




Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用ずるため、同時に使用ずる 
と電波び干渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあり 
ます。接続に支障びある場合は、今お使いの团 ue 扣 0 th 、 無線 LAN のいずれ 
かの使用を中止してください。 















ぉ綻 LAN 機能の起動方ミち 

1本体左側面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 
側にスライドする 



ワイヤレスコミュニケーシヨン（叩)) LED び点灯します。 
無線 LAN 機能び起動します。 


S ネットワーク設定に便利な機能 I 


本製品に用意されている 「 Confi 有 Free 」 を使ラと、なのよラなネットワーク設定に 
便利な機能び使えます。 


• 近隣で使われている無線 LAN デバイスの SSID を検出し、信号の強度に応じて仮 
想のマップ上に表示します。* 1 

• 登録しているメンバーと会議をしたり、ファイルを送信でさます。 

• ネットワークの診断を行い、問題びあればその原因や対応策を表示します。 

• 自宅やオフィスなどのネットワーク設定をプ□ファイルとして登録しておけば、 

プ□ファイルを選択するだけでネットワーク設定やネットワークデバイスを切り 
替えられまず。 

• 有線 LAN ケーブルび抜かれたときに、自動で無線 LAN に切り替えます。 * 1 
•無線 LAN アクセスポイントのネットワーク名 （ SSID ) に接続すると、そのネッ 
トワークで作成されていたプ□ファイルに自動的に切り替わりまず。* 1 
など 


* 1 無線 LAN モデルの場合や PC カードタイプなどの無線 LAN 機器を接続した場合のみ使用で定 
よ9 〇 


他にち便利な機能び色々用意されています。 

詳細については「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 


rconfi 巨 Free 」 は、コンピュータの管理者のユーヴアカウントで使用してください。 
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I ファーストユーザーズガイドの起動方ま _ 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク] 一 liConfigFree ファーストユーザーズガイド]をクリッ 
クずる 

「ファーストユーヴーズガイド」び表示されます。 

左側に主な目次び並んでいますので、目的の項目をク1」ックするとち側に説 
明び表示されます。 


>1■ ル ® MC<!> St 子'の SSEIOM ツ -II® W17M 

过 C'. 〇 W ぶ..* t VVlMM 巧を•:占 J 

7 ドレ]のが C が iwa—FiladTc*il 


6申山 j •(用!饱の ] ンむ -9；T 巧? Xf 口"巧け]づ：/>|巧モ日め〇れ hi"—t Enobist で《由5(1円1巧,：)ブシ3>扫!モ^&;正ここ SWW し口がい. 



し on 巧 gFree 


ファーストユーザーズカイド 


歲 I 圍屬 


>7-ク&25 [コ〇フ*イ|1>)つ□フ f イル taifUl もた; f て. 7っ！'つ一 9I5W が、み3トウー 
と L て 8W し t£ けば ♦ットつ一 7tt* か ai【jia*7 • 化4 

シ S- 卜か，りが I I トワークの a 巧田*ホ)*又 》:の-ク *s の田 S 占 

口っ hT ぉ BLAWl I 5Sn 

. I I • 寸っ—つけ白^,ホ出元で，？れ子〇の》ットワーウ»5« 

r づ □ っ — <lul N.TlSGTaiT- • け " ■ ， - ク , 5が | 

• -*ブロス"イ|レ«»：5711|;1. な .J-il •ワーク W 田 

田 5SP‘J 田3,<<て 1. レ S 口‘ JlfASJI 口 Tg 


•説明び表示されます。 


■—をな目次です。 


■ rConfigFreeJ の起動方ま _ 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通知領域に 「 ConfigFree 」 のアイコン 
(里）び表示されています。 

rConfigFreeJ を終了させた場合は、なの手順で起動してください。 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク]一に onfi 旨 Free] をクリックする 

に onfi 目 Free (ネットワーク診断)]画面び表示されます。 

[タスクトレイに常駐する]をチェックすると、 a 巧領域にアイコン （さ） 
び表示されます。 

rConfigFreeJ を起動したときは、 rConfigFreeJ の説明画面び表示され 
まず。！；!降必要のない場合は、炊回から表示しない]をチェックし、[閉じ 
る]ボタンをクリックして画面を閉じてください。 

rConfigFreeJ の詳細につい口ま、ロアーストユーヴーズガイド」を確認してください。 

ロアーストユーヴーズガイド」は、に onfigFree 」 を起動して、表示された画面の[へ 
ルプ]ボタンをクリックして表示させることちでさます。 
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8 内蔵モデム 


* モデム内蔵モデルのみ 

内蔵モデムを使用する場合、巿販のモジュラーケーブルを2線式の電話回線に接続 
します。内蔵モデムは、 ITU-T V .90 に準拠しています。通信先のプロバイダび 
V .90 L ソがの場合は、最大33.己 Kbps で接続されます。 

内蔵モデムの操作にあたって - —H 

• モジュラーケーブルは市販のものを使用してください。 

• モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モ 
ジュラーケーブルを引っ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。モ 
ジュラージャックび破損するおそれびあります。 

• 市販の分岐アダプタを使用して他の機器と並列接続した場合、本モデムのデータ 
通信や他の機器の動作に悪影響を与えることびあります。 

• 回線切換器を使用する場合は、両切り式のをの（未使用機器から回線を完全に切 
り離す構造のわの）を使用してください。 



モジュラーケーブルをはずしたり差し込むとさは、 
モジュラープラグの部分を持って行ってください。 
ケーブルを引っ張らないでください。 


□ック部 一! 



1モジュラーケーブルのプラグの一方をパソコン本体のモジュラー 
ジャ ックに差し込む 

□ック部を上にして、「カチッ」と音びずるまで差し込んでください。 

LAN ケーブルとモジュラーケーブルのプラグはあ状び非常に似ていますび、 
プラグの部分の大ささは、モジュラーケーブルの方びルさいです。ケーブル 
を接続するとさは、プラグとモジュラージャックの大きさをよくご確認のラ 
え、接続してください。 

2もう一方のモジュラーケーブルのプラグを電話機巧モジュラー 
ジャ ックに差し込む 


【モジュラーケーブルを取りはずすとき】 

モジュラーケーブルのプラグのロック部を押さえなびら抜きまず。 
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海かでインターネツトに接続する 


r 





本製品の内蔵モデムで使用でをる国/地域については、「付録3技術基準適合につ 
いて」を参照してください。 

ミ毎がでモデムを使用する場合、「内蔵モデム用巧域選択ユーティ U ティ」による地域 


本製品を曰本で使用する場合は、おず曰本モードで使用して<ださい。他地域の 
モードで使用ずると電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となります。 

地域設定は、「内蔵モデム用 i 也な逞択ユーティ U ティ」でのみ行ってください。 
r 内蔵モデム用化な逞択ユーティ U ティ」し U 外で地域設定の変更をした場合、正しく 
変更できない場合びあります。 

r 内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ」は、コンピュータの管理者のユーヴアカウ 
ントで起動してください。それ!;!外のユーヴび起動しようとすると、エラーメッ 
セージび表示され、起動でさないことびあります。 


設定方法 


[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク] 一 [Modem Region Select ] をクリックする 

[Internal Modem Re 呂 ion Select Utility ] アイつン 
(g ) び通巧領域に表示されまず。 

2通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(£ ) をク U ックする 

内蔵モデムびヴポートする地域のリストび表示されます。 

その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用でさま 
せん。ミち意してください。内蔵モデムび使用でさない地域では、その地域で 
許認可を受けているモデムを購入してください。内蔵モデムに接続する回線 
び PBX 等を経由する場合は使用でをない場合びありまず。 

上のま意事項を超えてのご使用における危害や損害などにっいては、当社で 
は責任を負えませんのであらかじめご了承ください。 

現在設定されている地域名と、サブメ 
ニューの所在 i 也情報名にチェックマー 
クびっさます。 


インドネシア 
アイルランド 
イスラエル 
イ则ア 


スリランカ 

スウェーデン 


篇国 

クウ I - 卜 
ラトピア 
レバノン 
リトアこア 


がき 

* 所な化’培が I 

ァラフ首長国注が 

ィ判ス 

アブリカ 


(表ホ例） 









3 使用する地域名または所在地情報名を選択し、クリックする 

[地域名を還択した場合] 

[新しい場所設定作成]画面び表示されます。 [0 K ] ボタンをク U ックす 
ると、[電話とモデムのオプション]画面び表示されて、新しく所在地情 
報を作成します。 

新しく作成した所な地情報び現なの所在地情報になります。 

[所在地情報名を選択した場合] 

その所在地情報に設定されている地域でモデムの地域設定を行いまず。 
選択された所な地情報び現在の所在地情報になります。 

2その他の設定 

1 通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(お) をちクリックし、表示されたメニューか日項目を選択する 


設定 

モデム遽巧 
CSELECT 1 こご0て 
が 了 



10:34 


【設定】 

チェックボックスをク U ックすると、なの設定を変更することびできまず。 


自動起動モード 

システム起動時に、自動的に「内蔵モデム用 i 也域選択 
ユーティリティ」び起動し、モデムの地域設定び行な 
ねれまず。 

地域選択後に自動的にダイ 
アルのプ□八°テイを表示ずる 

地域選択後、[電話とモデムのオプション]の[ダイ 
ヤル情報]画面び表示されます。 

場所設定による地域選択 

[電話とモデムのオプション]の所在地情報名び地域 
名のサブメニューに表示され、所な地情報名から地域 
選択びでをるよラになります。 

モデムとテレフ ォニーの 現在 
の場所設定の地域コードとが 
違っている場合にダイア□グ 
を表 TH 

モデムの i 也域設定と、[電話とモデムのオプション]の 
現在の場所設定の i 也域コードび違っている場合に、 
メッセージ画面を表示しまず。 


91 







【モデム選択】 

COM ポートま号を逞択する画面び表示されます。内蔵モデムを使用する場合、通常 
は自動的に設をされますので、変更の必要はありません。 

【ダイアルのプ□パティ】 

[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情報]画面を表示します。 

モデム機能について _ 

その他モデムの機能については、なのファイルを起動してご確認ください。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再イ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

3 [ドライバ’]タブをク U ックする 

4画面左側の[モデムドライバ]をクリックし、[モデム機能につい 
て]をク U ックする 

5画面の指示に従ってインス! — ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
1」ックしてください。 


4 章 

周迈機器の接続 


パソコンでできることをさ日に広げたい。そのため 
には周辺機器を接続して、機能を化張しましよう。 
本製品に取り付け日れるさまざまな周辺機器の取り 
付けかたや各種設定について説明しています。 


1周辺機器について94 
2 PC 力ードを接続ずる 97 
3 1156巧応機器を接続ずる100 
4テレビを接続ずる10吕 
已が部ディスプレイを接続ずる108 
6その他の機器を接続ずる110 
7 メモ U を増設ずる11吕 



1 周迈機器について 


周辺機器とは、バソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周 
辺機器を使うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を広げ 
ることびでさます。 

周辺機器には、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付 
けち式のをのと、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵ち式 
のちのびあります。 

本製品に接続して使5ことびでさる周辺機器には、おをに次のよ5なちのびありま 
す。 


[ 外付け方式のもの】 


• キーボード 
• プリンタ 
• プ□ジエクタ 
• 八ブ 

• 八ードディスク 


• マウス 
• テレビ 
• スキヤナ 
• メモリ 

• テンキーパッド 


• フロッピーディスクドライブ 
• ディスプレイ 

•オーディオ機器（音楽プレイヤ) 
• モデム 

• トラックボール 


【内蔵方式のをの】 

•メモリ -バッテ U 


周辺機器によっては、インタフェースなどの規格び異なることびあります。インタ 
フェースとは、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットのあ状 
などの規格のことです。 

購入される際には、その周辺機器で何をしたいのか、目的をはっきりさせて、その 
目的にあった周辺機器をお遅びください。そして、本製品に対応しているかどラか 
を、その周辺機器のメーカに確認したラえで、ご購入ください。 


取り付け/取りはずしにあたって 




取り付け/取りはずしのち法は周辺機器によって違います。本章のさ節を読んでから 

作業をしてください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場 

合、故障するおそれびあります。 

• ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、おずパソコ 
ン本体の電源を切り、電源コネクタから AC アダプタのプラグを巧さ、電源コー 
ドを電源コンセントからはずし、バッテ UJ (ックを取りはずしてから作業を行っ 
てください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態で機器の取り付け/ 
取りはずしを行ラことでず。 

• 適切な温度 fe 囲内、湿度範囲内であってわ、結露しないよっ | l 急激な温度を化を 
与えないでください。を場は特にミ主意してください。 

• ホコ U びみなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

• 極端に温度や湿度の高い/ほい場所では作業しないでください。 

•静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作 
業をしないで < ださい。 

• 本書で説明している場所のネジ L ソがは、取りはずさないでください。 

•作業時に使巧ずるドライバは、ネジのお、大ささに合ったものを使用してください。 

•本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

• パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するときは、コネクタの上下やち向を 
あわせて < ださい。 

• ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、パソコン本体のコネクタに接続 
した後、ケーブルびはずれないよラにネジを締めてください。 

• パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加 
えないで < ださい。 

• スタン J くイ/休止状態中に周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでくださし、。 
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周巧機器を使ラ前に 


r 



周辺機器を使用する場合は、その機器を使用するための準備や設定び必要です。 




1ドライパをインストールする 

周辺機器を使ラには、ドライバや専用のアプリケーションのインストールび必要です。 
ドライバはあらかじめパソコンに用意されている場合と、周辺機器に添付のフ□ッ 
ピーディスクや巳 D - ROM を使う場合びあります。 

【自動的に対応（プラグアンドプレイ）している場合】 

Windows には、あらかじめたくさんのドライバび用意されています。 

周辺機器を接続すると Windows びドライバのち無をチェックし、対応したドライ 
バび見つかると、自動的にインストールを開始します。 

[新しい八ードウエアの検出ウイヴード]画面び表示された場合は、画面に従って操 
作してください。 



【自動的に対応（プラグアンドプレイ）していない場合】 

[八ードウエアの追加ウィヴード]を起動するか、機器に付属の説明書を確認し、ド 
ライバのインストールや必要な設定を行ってください。 

[八ードウエアの追加ウィヴード]は、次のよラに起動します。 

① [コント□-ルパネル]を開さ、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク1」ックする 

② [関連項目]の[八ードウエアの追加]をク U ックする 


白 









2 PC カードを接続する 


目的に合わせた PC カードを使うことにより、パソコンの機能が大きく広がりまず。 
PC カードには、次のよラなものがあります。 

• 無線 LAN 力ード • SCSI 力ード 

•外付け HDD 用アダプタカード•フラッシュ ><モリカード用アダプタカード 
•メモリカード •モデムカード 

など 


PC 力ードを巧う前 


本製品は 、 PC Card Standard 準拠の TYPE n 対応の力ードに ardBus 巧応力一 
ドも含む）を使用でさます。 

PC 力ードの大部分は電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサー 
シ ヨン） に対応しているので便利です。 

使用している PC 力ードびホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど、詳 
しい使いかたについては 『 PC カードに付属の説明書』を確認してください。 




ホットインサーシヨンに対応していない PC 力ードを使用する場合は、必ず 
パソコン本体の電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 
P 巳力ードには、長い時間使用していると熱を帯びるをのびあります 。 PC 
カードを取りはずす際に、 PC カードび熱い場合は、かし時間をおさ、；令め 
てから PC 力ードを取りはずしてください。 

PC カードの使用停止は必ず行ってください。使用停止せずに PC カードを 
取りはずすとシステムび致命的影響を受ける場合びあります。 
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PC 力ードを巧う 


i 


PC 力ードを使ラ場合 、 J くソコン本体の PC 力ードス□ットに PC 力ードを取り付け 
て < ださい。 


1取日付け 


PC 力ードにケーブルを付ける 



SCSI カードなど、ケーブルの接続び必要 
なとをに行います。 


2 PC 力ードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 



カードは無理な力を加えず、静かにカード 
び奥に突さ当たるまで押して<ださい。を 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 

PC 力ードを使用でをない、または PC 
カードび壊れる場合びあります。 


カードを接続した後、カードび使用でさるよラに設定されているか確認して 
<ださい。 


2取りはずし 




取りはずすとさは、 PC 力ードをアプリケーシヨンやシステムで使用していな 
いことをお認してください。 


1 PC 力ードの使用を停止する 

①通知領域の[八ードウエアの安全な取り外し]アイコン （1 を） をク 
I 」ックする 













2 PC 力ードを接続ずる 


② 表おされたメニューから [ XXXX 用又りはずず PC 力ード）をま全に取 
り外します]をク U ックする 

③ 「安全に取りがすことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン ( X |) をク1」ックする 


2イジェクトボタンを巧す 



イジエクトボタンび出てさます。 

力ードび奥まで差し込まれていない場合、 
イジエクトボタンび出てこないことびあり 
ます。カードを奥まで押し込んでから、も 
う1度イジェクトボタンを押してくださ 
し、。 


3 


ちラ1度イジェクトボタンを巧す 

「カチッ」と音びずるまで押してください。 
カードびかし出てをます。 



4力ードをしっかりとつかみ、巧く 

力ードを抜くときはケーブルを弓 I っ張らな 
いで < ださい。 

故障するおそれびあります。 

熱くないことをお認してから行ってくださ 


し、。 
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3 USB 巧応機器を接続する 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでき、プラグアンド 
プレイに対応しています。 

USB 対応機器にはなのよラなものびありまず。 

• USB 対応マウス • USB 対応プリンタ • USB 対応キーボード 

• USB 対応スキャナ • USB 対応ターミナルアダプタ など 

本製品の USB コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1 . 1対応機器を取り付けるこ 
とびでをます。 

操作にあたって - — ~ --- 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を 
入れてからパソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応び 
必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作お認は行っていません。したびってずベての USB 
対応機器の動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままスタンバイまたは休止状態にずると、復帰後 USB 
対応機器び使用できない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直 
すか、パソコンを再起動してください。 


1取日付け 

1 USB ケーブルのプラグを USB 対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器をあります。 USB 対応機器についての詳細は、 
『 USB 対応機器に付属の説明書』をお語してください。 

2 USB ケーブルのちラー方のプラグをパソコン本体の USB コネクタ 
に差し込む 

プラグの向さをお認して差し込んでください。 

【ち側面/背面】 【左側面】 
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3 USB 対応機器を接続する 


2取りはずし 


■ • 取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用して 

■ いないことをお認してください。 

: •MO ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、データ 

■ び消'失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 


1 USB 対応機器の使用を停止する 

① 通ミ的尉或の[八ードウエアの安全な取りがし]アイコン （I を） をク 
IJ ックする 

② 表示されたメニューから [XXXX 用 X りはずず US 目対応機器）を安全 
に取り外しまず]をク U ックする 

③ r 安全に取りがすことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン （ と I )をク1」ックする 

* 通巧領ぼにこのアイコンび表示されない USB 対応機器は、手順1の①〜③はお夏あ D 
ません。 

2パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを巧く 
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4 テレビを接続する 


本製品の S - Video 出カコネクタとテレビを S 端子ケーブルで接続すると、テレビ画 
面にデスクトップ画面を表示させることびでさまず。 

接続する S 端子ケーブルは、4ピンコネクタのケーブルを使用してください。 


1取日付け 

テレビとパソコン本体の電源を切つた状態で接続してください。 

Is 端子ケーブルのプラグをパソコン本体の S - Video 出カコネクタに 


差し込む 



2 S 端子ケーブルのちラー方のプラグをテレビの S 1 / S 2 映像入力端 
子に差し込む 

テレビの電源を入れてから、パソコン本体の電源を入れます。 

音声はパソコンのスピーカで聞くか、 へッ ドホン出力端子 にへッ ドホンを接 
続して聞いてください。 


2テレビに表示する^^^^^^^^^^ 

テレビに表示ずるには次の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには 
表示されません。 




必ず、 DVD - Vide □などを再をずる前に、表示装置の切り替えを行ってくだ 
さい。再生中は表示装置を切り替えないでください。 

次のよラなとさには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 


メモ 


テレビに表示する場合は、] 024 X 7 己8ドットし:!下の解像度でご覧ください。 















【方法！一[画面のプ□パティ]で設定する】 

1 [コント□-ルパネル]を開き、[みデスクトップの表示とテーマ] 
をク IJ ック ずる 

2 [ 画面]をクリックする 

[画面のプ□バティ]画面び表示されまず。 

3 [設定]タブで[詳細設定]ボタンをクリックする 

4 [Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile ] 夕 
ブで[グラフィックプ□パティ]ボタンをクリックする 

5 画面左側の[ディスプレイデバイス]をクリックし、表示する装置 

チェック ) びついている 
項目び現在の表示装置です。 


[ノートブック]をク U ックしてください。 

•テレビだけに表示 

[テレビ]をク1」ックしてください。 

画面左側の[ディスプレイ設定]をク1」ックして表おされる画面の「ビデ' 
才標準」では10種類のモードび表示されますび、なの3つのみ使用して 
<ださい。 

- NTSC-M (米国仕様の TV 受信機） 

• NTSC-J (日本仕様の TV 受信機） 

- PAL-B (ヨー□ッノ（仕様の TV 受信機） 

•外部ディスプレイだけに表示 

[ PC モニタ]をク U ツクしてください。 


を選択ずる 



•本体液晶ディスプレイだけに表示 
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• Clone 表示（ク□—ン表示） 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表おします。 

① [ Intel ( R ) Dual Display Clone ] をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと外部 
ディスプレイで Clone 表示 

ノー トブック 

PC モこ夕 

本体液晶ディスプレイと 
テレヒご Clone 表示 

ノートブック 

テレビ 


• 化張表お 

2 つの 表ホ装置を1 つの 大きなデスクトップ画面として使用できます。 
本体液晶ディスプレイとか部ディスプレイまたはテレビの両方にク□ーン 
表示しているとを、[画面のプ□パティ]からお張表示を設をでさません。 
そのときは、巧巧^ +( AI でキーを押して設定画面を表示し、次のよ 
ラに操作します。 

①日広張デスクトップ]をク U ックする 
③表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体ミ夜晶ディスプレイとが部 
ディスプレイで化張表示 

ノートブック 

PC モニタ 

本体お晶ディスプレイと 
テレビであ張表示 

ノー トブック 

テレビ 


メモ - 

本体液晶ディスプレイとが部ディスプレイを Clone (ク□ーン）表おまたはお 
張表おに設定する際に、外部ディスプレイにノイズび発生した場合は、外部 
ディスプレイの解像度、色数、 U フレッシュレートを下げてご使用ください。 
設定は 、 Clone (クローン）表おまたは化張表示に設定したあと、画面左側の 
[ディスプレイ設定]をク U ックし、表示される画面で行います。 
























6 [ OK ] ボタンをクリックする 


なの画面び表示されます。 



7 [0 K ] ボタンをクリックする 

8 [0 K ] ボタンをクリックする 

9 [画面のプ□パティ]画面で [0 K ] ボタンをクリックする 
【メッセージについて】 

設定の途中で、なのメッセージび表おされた場合は、 [0 K ] または[はい]ボタン 
をク1」ックしてください。 

• [システム設定の変更]画面 


• [ディスプレイ設定]画面 
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【方法吕一 キーを 使う】 

メモ - 

ち法2では、同時表示は巳 lone (ク□ーン）表示となり、2つの表示装置それ 
ぞれにデスクトップ画面を表示しまず。お張表示の設をはでをません。 


を])キーを押したまま f 巧キーを押すと、表示装置を選択する画面び表示されます。 
カーソルは現在の表示装置を示していまず。〔を])キーを押したまま ( E 哥キーを押すた 
びに、カーソルび移動します。表示する装置にカーソルび移動したら、@キーを離 
すと表示装置び切り替わります。 

•表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 
現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ）しソ外に設定されている場合、表 
示装置を LCD に戻すことびでさます。表示装置を選択する画面び表示されていな 
い状態で、@ + £司キーを3砂し U 上押し続けてください。 

表示装置に何ち表示されず、選択する画面び表示されているか確認でさない場合 
は、いったんキーボードから指を離してから、キーを3秒しソ上押し続け 
て < ださい。 



閨国 

陋 

园 


[LCD 


• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD / CRT ...... 本体液晶ディスプレイとが部ディスプレイに同時表示 

• CRT . 外部ディスプレイだけに表示 

外部ディスプレイを接続している/していないに関わらず、が 
部ディスプレイだけに表示されます。 

本体液晶ディスプレイには何を表示されません。 

• LCD/TV ......... 本体液晶ディスプレイとテレビに同時表示 

• TV . テレビだけに表ホ 

テレビを接続している/していないに関わらず、テレビだけに 
表示されます。 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 


















r ち法1」で[お張表示]に設定した場合は、@+ ( ED キーで表示装置を切り替え 
られません。「ち法1」の手順で表示装置を切り替えて<ださい。また、複数のユー 
ヴで使用ずる場合、ユーヴアカウントを切り替えるときは [ Windows の□グオフ] 
画面で[ログオフ]を選択して切り替えてください。[ユーヴーの切り替え]で切り 
替えた場合は、司キーで表示装置を切り替えられません。 

国^ユーヴアカウントの切り替え『ヘルプとサポートセンター』 

3取りはずし 

バソコン本体の電源を切ってから、テレビの電源を切った後、取りはずしを行って 
<ださい。 

1パソコン本体とテレビに差し込んである S 端子ケーブルを巧く 
【アプリケーシヨンの利用に関するを意事項】 

• rinterVideo WinDVDJ で使用する表示装置を変更したい場合は、アプ U ケー 
シヨンを起動する前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびできません。 

• Clone (ク□-ン）表示しているときに DVD - Video を再生すると、画像び〕マ 
落ちすることびあります。この場合は表示解像度を下げるか、本体液晶ディスプ 
レイまたはが部ディスプレイのどちらかだけに表示ずるか、お張表ホに設定して 
<ださい。 
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5 か部ディスプレイを接続する 


RGB コネクタにケーブルを接続して、が部ディスプレイにデスクトップ画面を表 
示させることびでさます。 

メモ - 

使用可能なが部ディスプレイは本体液晶ディスプレイで設定している解像度に 
より異なります。解像度にあった外部ディスプレイを接続してください。 


1接続 

外部ディスプレイとノ。ノコンの電源を切った状態で接続してください。 

1が部ディスプレイのケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 

外部ディスプレイの電源を入れてから、パ 
ソコン本体の電源を入れます。 

外部ディスプレイを接続してパソコン本体 
の電源を入れると、本体は自動的にその外 
部ディスプレイを認識します。 


取りはずすとさは、パソコン本体の電源を切ってから、外部ディスプレイの 
電源を切った後、 RGB コネクタからケーブルのプラグを抜をまず。 

2表示装置を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には次の表示ち法びあります。 

•外部ディスプレイだけに表示ずる 

•外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表示ずる 
- Clone (クローン）表示 
-お張表示 

•本体液晶ディスプレイだけに表示する 

r 東ち省電力」で表示自動停止機能を設定して外部ディスプレイの表示び消'えた場 
合、キーあるいはタッチパッドの操作により表示び復帰します。また、スタンバイ 
に設定してある場合は、電源スイッチを巧してください。 

表示び復帰するまで10砂前後かかることびありますび、故障ではありません。 










【切り替え方法】 

表示装置を切り替えるち法は、テレビに表ホずる場合を確認してください。 

国^詳細について r 本章 4-2 テレビに表示ずる」 

メモ - 

が部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、外部ディ 
スプレイ/本体液晶ディスプレイとち、本体液晶ディスプレイの色数/稱像度 
で表示されまず。 


3表示にごいて 

が部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表おされない場 
合びあります。この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定して 
くださし、。 

国^ビデオモードについて「付録 1-1 サポートしているビデオモード」 
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6 その他の機器を接続する 


本製品には、ここまで説明してきた他にも、さまざまな機器を接続できます。 


[ jj マイク□ホン 


j 


マイク入力端子には、マイク□ホンを接続でさます。 

本製品にはヴウンド機能び内蔵されています。 

^ヴウンド機能について「3章巳サウンド機能」 


1ほ用でをるマイク□ホン 

本製品で使用でをるマイク□ホンは次のとおりでず。 



• モノラルマイクのみ使用でさます。 

• プラグは3.已 mm 0 3極 S ニジャックタイプび使用でき 
ます。 


3.5 mm 0 2極5ニジャックタイプのマイク□ホンでをマ 
イク□ホン本体に J くッテリなどを内蔵し、電源供給を必要 
としないマイク□ホンであれば使用でをます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推 
奨するマイク□ホンを使用してください。 


2接続 


マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 



取りはずすとさは、マイク入力端子からマ 
イク□ホンのプラグを抜さまず。 
















その他の機器を接続する 


〇】 


ぺッドホン 


[ 


へッドホン出力端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできまず。 
へッドホンのプラグは、直径3.已 mm 0ステレオミニジャックタイプを使用してく 
ださい。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

次のような場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合 
びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 


本製品にはヴウンド機能び内蔵されています。 

へッドホンの音量はボ U ュームダイヤル、または Windows のボ U ュームコント 
□-ルで調節してください。 

ボ U ュームコント□ールは、なのよラに操作して起動します。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]-[アクセサ U ] 一 [エンターテイメン 
卜]一[ボ U ュームコントロール]をク U ックする 


接続 


へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 

取りはずすとさは、ヘッドホン出力端モか 
らへッドホンのプラグを巧をます。 
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周辺機器の接続 











7 メモリを増設する 


増設 X モリス□ットに増設メモリを取り付けることができます。 

本製品には PC 2- 42日日对応、 DDR 2 SDRAM 仕様の2つの増設 X モリスロット 
(ス□ット A とス□ット巨）があります。 

ご購入のモデルによって、あらかじめ取り付けられている><モリの容量が異なります。 
X モリが取り付けられていないス□ットに別売りの増設メモ U を取り付けたり、取 
り付けられている X モリを別売りの増設 モリと付け換えることがでをます。 

増設 X モリは、容量によって次の3タイプがあります。 

1 GB : PAME 1003 
己 12 M 巨： PAME 己] 23 
2己巨 M 巨： PAME 2 己日3 

取り付けることのでをる モリの容量は、2つのス□ットを合わせて最大 2 G 目まで 
です。 


A 言 口 

• 本文中で説明されている部分 L ソがは絶巧に分解しないこと 

内部には高電圧部分び数多くあり、万一触ると、感電ややけどのおそれびありま 
す。 


A 迂后、 

•ステープル、ク U ップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れない 
こと 

义災、感電の原因となります。万一、機器内部に入った場合は、バッテ U を取り 
はずし、電源を入れずに、お買いホめの販売店、またはお近くの保守サービスに 
点検を依頼してください。 

•増設メモ U の取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラグ 
を抜さ、バッテ1」バックを取りはずしてか5作業を行うこと 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれびありまず。 
• 電源を切った直後に増設メモ1」の取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切ったを30分しソ 
上たってから行ってください。 










• パソコン本体やメモ u のコネクタに軸らないでください。コネクタにゴミや 
油び付着すると、メモ1」び正常に使用でさなくなります。 

•増設メモ U を強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 
•増設メモリは、コネクタに差し込む部分ではなく両端（切れ込みびあるち） 
を持つようにしてください。 

• スタンノ（イ/休止状態中に増設メモリの取り付け/取りはずしを行わないで 
ください。スタンバイ/休止状態び無効になります。また、保存されていな 
しげータは消失しまず。 

• ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にノ ':ソコン本体を置 
いて作業を行ってください。 


増設メモ1」は、本製品で動作び保証されているをのを使用してください。それけが 
のメモ U を増設すると、起動しなくなったり、動作び不安定になる場合びあります。 
仕様に合わない増設メモ1」を取り付けるとパソコン本体び起動せず、なのよラな警 
告音（ビープ音）び鳴ります。 


がホな 
言口曰 

エラーの原因 

ピー、ピッ 

ス□ット A に動作保証されていないメモ1」 （ SPD 対応） 

び取り付けられている。 

ピー、ピッ、ピッ 

スロット B に動作保証されていないメモ U ( SPD 対応） 

び取り付けられている。 

ピー、ピッ、無音、 

ピー、ピッ、ピッ 

スロット A 、 ス□ット目に動作保証されていないメモリ 
( SPD 対応）び取り付けられている。 

警告音び鳴らない 

動作保証されていない><モ|」 （ SPD 非対応）が取り付け 
られている。 



周 

辺 

機 

器 

の 

接 

続 


起動はするびメモ U び認識されない場合は、どちらか一方のス□ットには動作保証 
されているメモ1」び取り付けられていますび、をラーちのス□ットには動作保証さ 
れていないメモ U ( SPD 非対応）び取り付けられています。 















静電気にっぃて —— 

増設メモリは、精密な電子部品のため静電気によって致命的損傷を受けることびあり 
ます。人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ1」を取り付ける 
前に静電気を逃びしてから作業を行ってください。手近にある金属製のをのに軽く指 
を軸れるだけで、静電気を防ぐことびでさます。 


1取りけけ/取りはずし 

1データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

^電源の切りかた「2章2電源を切る」 

2パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取 
りはずす 

バッテ U パックの取りはずし 
r 已章1 -© バッテ U パックの取り付け/取りはずし」 

4増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ ①、 カバーをはずす⑤ 












5 増設メモリを取り付け、または取りはずす 

•取り付け 

増設メモリを増設メモリス□ットのコネクタに斜めに拝入し①、固定す 
るまで増設メモ U を倒ず② 

増設メモ U の切れ込みを、増 
設メモ U ス□ットのコネクタ 
スロット A のツメに合わせて、しっかり 

差し込みます。フックびかか 
ス□'ソト B D に<いとさは、ペン先など 

で広げてください。 

このとさ、増設メモ1」の両端 
(切れ込みび入っている部分） 
を持って差し込むよラにして 
<ださい。 



•取りはずし 


増設メモ U を固定している左ちのフックをペン先などで開き①、増設メ 


モ U をパソコン本体から取りはずす② 



斜めに持ち上びった 
増設メモ U を引き抜 
さます。 


6増設メモリカバーをつけて①、手順4でゆるめたネジ1本をとめる② 

増設メモ U カノ く一び浮いていないことを確認してください。 



7バッテリパックを取り付ける 

国^バッテ U バックの取り付け 

r 巳章1 -© バッテ U パックの取り付け/取りはずし」 
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パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容 
量び正しいかお認してください。 

^ メモ I 」容量のお認について「本節2 メモ1」容量の確認」 

2 メモリ容量の確認 

メモリ容量は次の手順で確認することびでをます。 

【 確認 方法】 

① [スタート]一[すべてのプ□グラム]-[アクセヴ U ] 一 [システムツール]一 
[システム情報]をク1」ックする 

② [システムの概要]で[合計物理メモリ]の数値をお認する 


日章 

バツテリ駆動 


パソコンをモバイル使用する際に大事な巧在である 
バッテリは、使いかたによっては長持ちさせること 
がでさまず。 

ここでは、充電や充電量の確認、省電力の設定など、 
バッテリ使用するにあたっての取り扱い方法や各設 
定について説明しています。 


1 バッテリについて118 
2省電力の設定をずる1吕6 


1 バツテリについて 


本製品には、次のいずれかのバッテ U パックび取り付け済み、または同捆されてい 
ます。 

バッテ1」パックの種類、ご購入時の状態は、ご購入のモデルによって異なります。 

• バッテリバック • 大容量バッテ1」パック 

ご購入時の状態で、バッテリバックび取り付けられていないモデルの場合、本製品 
を初めて使用するときは、バッテ U パックを取り付けて、バッテ U パックを充電し 
てから使用してください。 

バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使う場合は、あらかじめ AC アダ 
プタを接続してバッテリの充電を完了（フル充電）させるか、フル充電したバッテ 
I 」パックを取り付けてください。 

『安むしてお使いいただくために』に、バッテ U パックを使用するときの重要事項び 
記述されています。バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、 
おず指示を守って < ださい。 


A 危険 

• バッテ U パックは、必ず本製品に付属の製品を使用ずること 
寿命などで交換する場合は、まち製バッテ U (バッテ U パック： PA 目 AS 071 
または大容量バッテ U パック： PABAS 072) をお買いホめください。指定け 
がの製品は、電圧や端子の極性び異なっていることびあるため乂災•破裂•発 
熱のおそれびあります。 

• バッテ U バックを分解-改造しないこと 
分解' 改造すると火災 • 破裂' 発熱の原因となります。指定(がの製品や、分解' 
改造したをのは、安全性や製品に関するな証はできません。 


A 警告 

•別売りのバッテ U パックをお買い上げを、初めて使用する場合にサビ、異臭、発 
熱などの異常があると思われるときは使用しないこと 

お買いホめの販売店または、お近くの保守サービスに点検を依頼してください。 


A 迂后、 

•パ'ッテ1」パックの充電温度範囲内（已〜3已で）で充電すること 

充電温度範囲内で充電しないと、液もれや発熱、性能や寿命びほ下するおそれび 
あります。 
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- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- - 

• バッテ u パックの取り付け/取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電 
源コードのプラグを巧いてから作業を行ってください。スタンバイを実行し 
ている場合は、バッテ U パックの取りはずしをしないでください。データび 
消失します。 

•バッテ U 駆動で使用してし)るときは、バッテ U の残量に十分を意してください。 
バッテ U を使いきってしまうと、スタンバイび効かなくなり、電源び切れて、 
メモ U に記憶されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U を使 
いきってしまうと、時刻や日付に誤差びをじます。このような場合は、1度 
全バッテ U を充電してください。 

• 電極に手を触れないでく 


ださい。故障の原因になり 
まず。 



[0 バッテリ充電■を確認する I 


バッテ U 駆動で使う場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよう、 
バッテ U の充電量を確認しておく必要びあります。 


1 Battery LED で巧認する 

AC アダプタを使用している場合 、 Battery a に D び点灯します。 


0*2 〇む QaOQ 
















Battery □ に D は次の状態をホしていまず。 


緑 

化电兀 J 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

消灯 

-バッテ U び接続されていない 
• AC アダプタび接続されていない 
-バッテ U 異常 

異常の場合は、購入店またはお近<のな守サービスに連絡し 
て < ださい。 


バッテ U 駆動で使用しているときにオレンジ色に点滅した場合は、バッテ U の充電 
び必要です。 

^バッテ U の充電について「本節©バッテ U を充電する」 


2通知領域の[まち省電力]アイコンで確認する^^^ 

通巧領域の[また省電力]アイコン （ gfl ) の上にポインタを置くと、バッテ U 充 
電量び表示されます。 

このときバッテ U 充電量じ(外にを、現在使用しているプロファイル名や、使用して 
いる電源の種類び表示されます。 


現をのをおげお:バッテリ 
化テリの巧容量:汾* 

ピ□ファイルノーマル 


^省電力設定について「本章2省電力の設定をずる」 


1 力月し U 上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテリ 
駆動を行わないと、バッテ U 充電量び少しずつ減少しまず。このよラな状態でバッ 
テ U 充電量び減少したときは、 Battery G LED や[まち省電力]アイコンで充電 
量の減少び表おされないことびあります。]力月に1度は再充電することを巧奨し 
ます。 

^再充電について「本節 0-2 バッテ U を長持ちさせるには」 





3 バッテリ巧電 量び 減少したとを 

電源び入っている状態でノ（ッテ1」の充電量の減かび進むと、なのよラに警告しまず。 
• Battery Q に D びオレンジ色に点滅ずる（バッテ U の減みをホしていまず） 

• バッテ U のアラームび動作する 

「まち省電力」の[アクション設定]タブの[アラーム設定]で設定ずると、バッ 
テ1」の残量びみなくなったことを通巧したり、自動的に対処する動作を行いまず。 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかのち法で対処して < ださい。 

① ノ（ソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を供給する 

② 電源を切ってから、フ j レ充電のバッテ U パックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されていまず。バッテ U 減みの警告び起こっても何も対処 
しなかった場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでノくッテ U び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴ら 
ず、日 atteryo LED でち放電しさったことを巧ることはでさません。長時間使用 
しなかったときは、充電してから使用してください。 

時計用バッテリ 

本製品には、取りはずしびできるバッテ U パックの化に、内蔵時計を動かすための 
時計用ノ くッテ U び内蔵されています。 

時計用バッテ1」の充電は、パソコン本体の電源び入っているとをに行われまずので、 
普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ1」び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッ 


セージび出ます。 


【充電完了までの時間】 


状態 

時計用バッテリ 

電源 ON (Power (1)1_ ED び緑色に点灯） 

8時間 


実際には充電完了まで待たなくてを使用でさます。また、充電状態を巧ることはで 
さません。 








バッテリを巧電する 


充電ち法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■! 

■ バッテ U パックの温度び極端に高いまたは巧いと、正常に充電されないことび 


あります。バッテリは已〜3已むの室温で充電してください。 


1巧電方法^^^^^^^^^^^^^ 

1パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードの電源プラグを 
コンセントに差し込む 

DC IN *2 LED び緑色に点口して Battery □ に D びオレンジ色に点口す 
ると、充電び開始されます。 

電源コードの電源プラグをコンセントに差し込むと、バソコン本体の電源の 
ON / OFF にかかわらずフル充電になるまで充電されます。 

2 Battery a LED が緑色になるまで充電する 

バッテリの充電中は Battery □ LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN =*2 LED び消なしている場合は、電源び供給されていません。 AC ア 
ダプタ、電源コードの接続をお語してください。 

【充電完了までの時間】 

バッテ U パックは消耗品です。バッテ U 充電時間は、パソコン本体の機器構成や動 
作状況、また使用環境によって異なりまず。 

周囲の温度び低いとさ、バッテリパックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を 
取り付けている場合は、この時間よりを長くかかることびあります。 

詳細は、別紙の 『dynabook Satellite T 20 シ U - ズをお使いのかたへ』を参照し 
て < ださい。 

【使用でさる時間】 

バッテリパックは消耗品です。バッテリ駆動での使用時間は、パソコン本体の機器 
構成や動作状況、また使用環境によって異なりまず。 

詳細は、別紙の 『dynabook Satellite T 20 シ U - ズをお使いのかたへ』を参照し 
て < ださい。 


吕 








【バッテリ駆動時の処理速度】 

高度な処理を要するソフトウェア （3 □グラフィックス使用など）を使用する場合 
は、充分な性能を発揮するために AC アダプタを接続してご使用ください。 

【使っていないときの充電保持時間】 

バソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U 充電量は少しずつ減っていさ 
ます。バッテ1」の保持時間は、放置環境などによって異なりまず。 

詳細は、別紙の 『dynabook Satellite T 20 シ U - ズをお使いのかたへ』を参照し 
て < ださい。 

スタンバイを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテ U 駆 
動時は休止状態にすることをおすすめします。 

2パッテリを長持ちをせるには 

• AC アダプタをパソコン本体に接続したままでパソコンを8時間け上使用しない 
場合は、バッテ U を長持ちさせるためにを AC アダプタの電源プラグをコンセン 
卜から抜いて < ださい。 

• 1力月し U 上の長期間バッテ U を使わない場合は、パソコン本体からノ（ッテ U パック 
をはずして、風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• 1力月に]度は、 AC アダプタをはずし口（ッテリ駆動でパソコンを使用してください。 
その際には、パソコンを使用ずる前に次のち法で再充電してください。 

1パソコン本体の電源を切る 

2パソコン本体か日 AC アダプタをはずし、パソコンの電源を入れる 

電源び入らない場合は手順4へ進んで<ださい。 

3 己分程度バッテリ駆動を行う 

この間 、 Battery a LED び点滅するか、充電量び少なくなった等の警告 
び表おされた場合は、すぐに AC アダプタを接続し、手順4へ進みます。 

4 パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源〕ードの電源プラグをコン 
セントにつなぐ 

DC IN *2 LED び緑色に点口して目 a け ery 口 LED びオレンジ色に点口す 
ると、充電び開始されまず。 

5 Battery a LED び緑色になるまで充電する 

バッテ U の充電中は Battery G LED びオレンジ色に点なしまず。 

DC IN *2 LED び消 I 灯している場合は、通電していません。 AC アダプタ、 
電源コードの接続を確認してください。 
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【バッテリを節約する】 

バッテ U を節約して、本製品をバッテ U 駆動で長時間使用ずるには、次のち法びあ 
0 まず。 

• こまめに休止状態にずる国「2 章 3-0 休止状態」 

•入力しないとをは、ディスプレイを閉じてお< 

^に章3-©簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する」 

• 省電力のプ□ファイルに設定ずる国^「本章2省電力の設定をする」 


g ) バッテリパックの取り付け/取りはずし 


バッテ U パックの取り付け/取りはずしち法を説明します。 

バッテ U パックの取り付け/取りはずしのとさには、おず電源を切り、電源コード 
のプラグを抜いてから作業を行ってください。 


1巧めて取り付けるとを 

ご購入時の状態で、バッテ1」パックび取り付けられていないモデルの場合、本製品 
を初めて使用するときは、なの手順でバッテ U バックを取り付けてください。 

AC アダプタと電源コードはまだ接続しないでください。 

1ディスプレイび閉じている状態で、パソコン本体を裏返す 

2同姻のバッテリパックを、「カチッ」と音がするまで静かに差し込む 

バッテ U • IJU - スラッチび自動的にスライドして、「カチッ」といラ音び 
します。 

【バッテリパック】 【大容量バッテリパック】 







2 取りはずし/取り付け 

1データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 
2パソコン本体か日 AC アダプタと周辺機器のケーブル類をはずす 
3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 

4 バッテリま全□ックを矢印の方向にスライドする 

ロックび解除され、バッテ U • UU - スラッチびスライドでをるようになり 
ます。 



5 バッテリ-リリースラツチをスライドしなが5①、パ’ッテリパック 
を取りはずす② 



6交換ずるバッテリパックを、「カチッ」と音がするまで静かに差し込む 

バッテ U • UU - スラツチび自動的にスライドして、「カチッ」という音び 
しまず。 



]2已 




















バッテリ駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減らす設定をする 
(ディスプレイの明るさを抑えるなど）と、より長い時間使用でさます。 

省電力の設定をまとめたをのをプ□ファイルといいます。使用環境ごとに設定され 
たプ□ファイルびあらかじめ用意されていますので、使用環境にあわせてプ□ファ 
イルを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源設定を変更できます。プ□ファイ 
ルの設定を変更したり、新しくプ□ファイルを追加することをできます。 


省電力の設定は「東芝省電力」から行います。 

AC アダプタを接続して使う場合には、特に設定する必要はありませんび 、ディスフ 
レイの明るさなどはお好みにあわせて設定してください。 

1まち省電力の起動方法 

1[コント□-ルパネル]を開き、[巧パフォーマンスとメンテナン 
ス]をク U ックする 

2 [ dl ) 東芝省電力]をクリックする 

[まち省電力のプ□パティ]画面び表示されます。 


(表示例） 


使いかたについては、ヘルプをご覧ください。 

ヘルプの起動方ま 


1「東ち省電力 J を起動後、画面ち上の 0 をクリックずる 

ポインタびが？にをわります。 

2画面上の知りたい頂目にポインタを置き、クリックする 

ヘルプの該当するページび表示されまず。 


2省電力の設定をずる 


まち省電力 



126 


































まちピークシフトコント□—ル 





r 
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1まちピークシフトコント□ールとは 

r まちピークシフトコント□-ル」は、昼間の電力消'費の一部を夜間に移行させて電 
力を効果的に活用し、電力需要の平準化を実現する機能です。たとえば夏期の曰中 
のよラに、電力使用のピーク時間帯には自動的に AC 電源からの電力供給を止め、 
電力需要のかない時間帯（夜間など）に蓄えたノートパソコンのバッテ U で動作さ 
せる電源管理機能で、環境への負荷低減に貢献することびできます。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でを使用でをますび、複数台数で同じ時間帯に 
制御することによってその効まを発揮します。制御するパソコンの台数はをければ 
をいほど効まび大きくなります。 

この機能を実現するには、「まちピークシフトコントロール」のインストールび必要 
です。 


使用ち法については、『まちピークシフトコントロール取扱説明書』またはヘルプを 
参照してくださし、。 

2 r まちピークシフトコント□—ル J のインストール方ま 

r まちピークシフトコントロール」のインストールちまは、次のとおりです。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストー•/レ]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

3 [東芝ユーティリティ]タブをクリックする 

4画面左側の[東芝ピークシフトコント□-ル]をクリックし、[「東 
芝ピークシフトコント□-ル」のセットアップ]をクリックする 

5画面の指示に従ってインス!ルする 

[ファイルのダウンロード]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
U ックしてください。 




3 PDF マニュアルのインス!ル方ミ去 

『まちピークシフトコント□-ル取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインストールち 
法は、次のとおりです。 

1[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 

2画面のメッセージに従ってインス!ルする 

[東芝 ユーテイ U テイ] タブの[まち ピークシフト コント□- ル] に用意さ 
れていまず。 

4 PDF マニュアルの起動方法 

『まちピークシフトコント□-ル取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動ち法は、次 
のとおりです。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一巧ちピークシフトコント 
□-ル巧瓜 I 説明書]をクリックする 

5ヘルプの起動方ま 

ヘルプの起動ち法は、次のとおりです。 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーテイ 
リテイ]一[ピークシフトコント□-ルヘルプ]をクリックする 


目章 

システム環境の変更 


本製品を使用ずるとさの、システム上のさまざまな 
環境を設定する方法について説明しています。 


1システム環境①変更とは 130 
2ま泛 HW セットアップを使う 131 
3 BIOS セットアップを使う 132 
4バスワードセキュリティ 144 
已 TPM を使う1已8 



1 システム摆境の変更とは 


本製品は、次のよラなパソコンのシステム環境を変更でをます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーテイリテイで変更するか、または 
BIOS セツトアップで変更するか、2つのち法びあります。 


通常は、 Windows 上のユーティ U ティで変更することを巧奨しまず。 
BIOS セットアップと Windows 上のユーティ U ティで設をび異なる場合、 
Windows の設定び優先されます。 


変更でさる項目 

設定に使用するユーテイ U テイなど 

八ードゥエァ環境（バソコン本体） 
の設定 

r ま芝 HW セットアップ」 

国^ r 本章2ま芝 HW セットアップを使う」 

パスワードセキ 
ュ U ティの設定 

ユーヴパスワード 

r ま芝ノ f スワードユーテイ1」テイ」 

国^ r 本章 4-0 ユーヴバスワード」 


スーパーバイヴ 
パスワード 

r 東芝バスワードユーテイ1」テイ」 

國^「本章 4-0 スーパーバイヴバスワード」 


HDD 

パスワード 

目 lOS セットアップ 

圆^「本章4-© HDD パスワード」 

省電力の設定 

「東芝省電力」 

国^「已章2省電力の設定をする」 


团 0 S セットアップで設定できる項目については「本章3 BIOS セットアップを使 
ラ」をご覧ください。 









2 ま芝 HW セットアップを巧う 

r ま芝 HW セットアップ」は、 BIOS セットアップと連動して Windows 上で八ード 
ウェアのを種機能を設定するユーティ U ティです。 

バソコンの起動などのさまざまな項目について設定びできます。 

複数のユーヴで使用する場合を、設定内容は全ユーヴで共通になります。 

1起動方巧 

1[コント□-ルパネル]を開き、[签プリンタとその他のハード 
ウェア]をクリックー[錢東芝 HW セットアップ]をクリックする 

詳しい操作方まを巧10たいとを（ヘルプの起動) _ 

1[東芝 HW セットアップ]を起動後、画面ち上の百をクリックする 

ポインタびおブに変わります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックする 


システム環境の変更 
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3 BIOS セットアップを巧う 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定ずるプ〇 

グラムのことです。次のよラな設定びでさます。 

•八ードウ王ア環境（バソコン本体、周辺機器接続ポート）の設を 
•セキュ1」ティの設定 •起動方法の設定 •省電力の設定 

BIOS セットアップをほ用する前のを 意 — 

•通常、システム構成の変更は Windows 上の「まミ HW セットアップ」、「まミ省 
電力」、「デバイスマネージャ」、「ま芝パスワードユーティ U ティ」などで行ってく 
ださい。 BIOS セットアップと Windows 上の設定び異なる場合、 Windows 上の 
設定び優先されます。 

•使用しているシステムによっては、システム構成を変更してち、変更び反映され 
ない場合びあります。 

• BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切っても消えません。しかし、内蔵 
バッテ IJ (時計用バッテリ）び消耗した場合は標準設定値に戻ります。 




BIOS セットアップの操作 


BIOS セットアップの起動と終了、基本操作について説明します。 

1起動 

1 ds キーを巧しながら電源を入れる 

•「Password =」と表おされた場合 

登録したユーヴパスワードまたはスーバーバイヴパスワードを入力し、 
を雨?) キーを押して < ださい。 

•「HDD Password =」と表おされた場合 

登録した HDD ユーヴパスワードまたは HDD マスタバスワードを入力 
し、 作品品) キーを押してください。 

に heck system . Then press [ FI ] key .」 と表示されます。 

ユーヴパスワードと HDD ユーヴバスワードの両方を設定してある場合 
は、 「 Passwo 「 d =」 に続いて 、 「HDD Passwo 「 d =」 び表示されます。 
ただし、パスワードと HDD ユーヴパスワードび同一の文字列の場合は、 
「 Passwo 「 d =」 のみび表示され、パスワードの認証終了鮮こ 「HDD 
Password = J は表示されません。 

2 @ キーを 巧す 

BIOS セットアップび起動します。 
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3 BIOS セットアップを使う 


2昼本操作 


基本操作はなのとおりです。 


変更したい項目を選択ずる 

① '①'©'因 

画面中で反転している部分が現在変更でさる項目です。 

項目の内容を変更する 

お pace) または (Backspace) 

画面を切り替える 

@+ CD または 

本製品では、 @+( T ) び巧キー、 f 巧 + m び 
〔 PgUp) キーの機能を持ちます。 

次の画面または前の画面に切り替わります。 

設定内容を標準値にする 

厨+白 

本製品では、 (Ed)+© び巧 ome) キーの機能を持ちます。 
なの項目は、この操作をしてち変更されません。 

• PASSWORD •HDD PASSWORD 

• SYSTEM DATE/TIME 


3按了 

変更した内容を有効にして終了しまず。 

1@ + 0キーを f 甲す 

本製品では、 ( F 巧 + F ) びを1巧キーの機能を持ちます。 

画面にメッセージび表示されます。 

2 @キーを f 甲す 

設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。 

変更した項目によっては、再起動されます。 

途中で挺了する方ま _ 

設定内容びよくわからなくなったり、途中で設定を中止する場合に行います。この 
場合は変更した内容はすべて無効になります。設定値は変更前の状態のままです。 

1キーを 巧す 

画面にメッセージび表示されます。 

2 ® キーを 巧ず 

BIOS セツトアップが終了しまず。 


1 



システム環境の変更 
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BIOS セットアップの画面 


BIOS セツトアップは次の2頁の画面からなっています。 


[ 


SYSTEM SETUP (1/2) 








- HDD PASSWORD - 

HDD = Built-in HDD 

HDD Password Mode = Maste 叶 User 

User Password = Not Registered 

Master Password = Not Registered 


P (1/2) ACPI BIOS version 

I - BOOT PRIORITY - 

Boot Priority = HDD-FDD-CD-ROM 
HDD Priority = Built-in HDD 一 USB 
Network Boot Protocol = PXE 




- OTHERS - 

Dynamic CPU Frequency Mode - 

=Dynamically Switchable 
Execute-Disable Bit Capability 

=Not Available 

Auto Power On = Disabled 

Diagnostic Mode = Disabled 



-* 3 


■ S ■③ 


t い *: Select け ems Space,BkSp ; Change values PgDn,PgUp 
Esc : Exit without saving Home : Set default values End : Save 


本 ] Master Password は 、 「HDD Password Mode 」 が [Master+UserJ の場合のみ表 
示されます。 

* 2 LCD Display Stretch は、 XGA モデルのみ表示されます。 

*3 Dynamic CPU Frequency Mode は、 Pentium モデルのみ表示されます。 


I- ご ONF に URATION 

jDeviceConfig. = 


SYSTEM SETUP (2/2) ACPI BIOS version = X. 

- 11 - PERIF*HERAL - 

Internal Pointing Device = Enabled 
Parallel Port Mode = ECP 



- DRIVES I/O - 

Built-in HDD 

=Primary IDE(1F0H/IRQ14) 
CD-ROM = Secondary IDE(170H/IRQ15) 


- LEGACY EMULATION - 

USB KB/Mouse Legacy Emulation 

=Enabled 

USB-FDD Legacy Emulation = Enabled 
USB Memory BIOS SapportType = HDD 


, - PCI BUS - 

=}PCIBUS = IRQ10, IRQ11 
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: Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


*4 CD-R 日 M は、ドライブ内蔵モデルのみ表示されます。 

ホ已 SECURITY CONTROLLER は、 TPM 搭載モデ J レのみ表示されます。 イ 

( 注）画面は標準設定値の表示例です。 

設定項目の詳細について「本節©設定項目」 































3 BIOS セットアップを使う 


カーソルび移動しない項目は、変更できません（参照のみ)。 
ここでは、標準設定値を「標準値」と記述します。 


MEMORY — メモ y 容量を表示する 


【 Total ] 

本体に取り付けられているメモ1」の総メモ U 容量び表示されまず。 

2 SYSTEM DATE / TIME —日付と時刻の設定をする 

曰付と時刻の設定は 〔 Space ) または 〔 Backspace ) キーで行います。 

時と分、月と曰の切り替えは、 CD © キーで行います。 

【 Date 】 

曰付を設定します。 

【 Time 】 

時刻を設定します。 

3 BATTERY —パツテリで長くほ用するための設定をする I 

【 Battery Save Mode 】 

バッテ U セーフモードを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウび開きます。 
rUser Setting ] を選択した場合のみ、設定の変更びできます。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウの設定項目はなのように表ホされます。 


/- ♦Full Power （標準値 )- 

. — •User Setting ( 設定例 ）^ 

/- •Low Power - >. 

Processing Speed = High 

Processing Speed = Low 

Processing Speed = Low 

CPU Sleep Mode = Enabled 

CPU Sleep Mode = Enabled 

CPU Sleep Mode = Enabled 

LCD Brightness = Super-Bright 

LCD Brightness = Semi-Bright 

LCD Brightness = Bright 

Cooling Method 

Cooling Method 

Cooling Method 

=Maximum Performance 

=Battery Optimized 

= Battery Optimized 


性 ） LCD Brightness は、 AC アダプタを接続している場合の表示内容です。 

「User Se け ing 」 で 「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウを閉じるには、① 
のキーを押して選択項目を 「 Processin 目 Speed 」 またはに oolin 目 Metho 山 
の外に移動します。 
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設定項目 



システム環境の変更 




















次に 「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウの項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びあります。 


• High . 処理速度を高まに設定する 

• Low . 処理速度を低まに設定する 


• CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとさ、電力消費を低減しまず。 

-部のアプリケーシヨンソフトでは 「 Enable 山に設をすると処理速度び遅くな 
ることびあります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 

- Enabled . 電力消費を低減ずる 

- Disabled . 電力消費を低減しない 

• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを逞択します。 

- Semi-Bright . 低輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設をする 

• Cooling Method に PU 熱制御ち式） 

CPU の熱を;令ますち式を選択します。 

CPU び高熱を帯びると故障の原因になります。 

- Maximum Performance ... パソコン本体内部の温度び上昇したときに、主に 

ファンを使用してをやします。 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、 CPU の 

処理速度を落として;令却します 。 [Maximum 
Performance ] より消費電力は少なくすみまず。 

【 PCI Express Link ASPM 】 

PCI Express の省電力機能を設定します。 


- Auto (標準値） . バッテ U 動作中かつ PCI Express デバイスび使用されて 

いないとをに、消費電力を抑えます。 

' Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先させます。 

- Enabled . PCI Express デバイスび使用されていないときに、消費 

電力を抑えます。 
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3 BIOS セットアップを使う 


4 PASSWORD - ユーザパスワードの登録/削除をする 

購入時の設定では、ノ くスワードの入カエラーび3回続いた場合は、しぶを J (スワード 
の項目にカーソルび移動でさなくなりまず。この場合は、パソコン本体の電源を入 
れ直し、再度パスワードの入力を行ってください。 

【 Not Registered 】 

ユーヴパスワードび登録されていないとさに表示されます（標準値)。 

【 Registered 】 

ユーヴパスワードび登録されているとさに表示されます。 

■ ユーザパスワードの登録/削除 ■ 

国^ユーヴパスワードの設定ち法「本章 4-0 ユーヴバスワード」 

5 HDD PASSWORD — HDD パスワードの登録/削除をする 
【 HDD 】 

ノ（スワードを設定ずる八ードディスクです。 

- Built-in HDD . 内蔵八ードディスクに設をされます。 

【 HDD Password Mode 】 

登録ずる HDD パスワードを選択します。 HDD バスワード（ユーヴ HDD バスワー 
ド、マスタ HDD バスワード）を登録していないとをのみ、選択できまず。 HDD パ 
スワードび登録されている場合は、いったん HDD パスワードを削除してから選択 
して < ださい。 

- User Only (標準値） . ユーヴ HDD パスワードのみ設定する 

. Master+User . マスタ HDD ノ くスワードとユーヴ HDD ノ くスワード 

を設定する 

【 User Password 】 

ユーヴ HD □ノ（スワードを設定しまず。 

【 Master Password j 

マスタ HDD ノ（スワードを設定します。 

「HDD Password Mode 」 び 「 Master + User 」 の場合のみ表ホされます。 

マスタ HDD パスワードを設定し、続けてユーヴ HDD バスワードの設定を行います。 

国^ HDD バスワードの設定ち法「本章4-© HDD パスワード」 
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6 BOOT PRIORITY - ブート優先順位を設定する 


【 Boot Priority 】 

システムを起動するディスクドライブの順番を設定します。 

通常は 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 に設定してください。 

「 HDD 」 では 、 「HDD Priority 」 で選択した順番に八ードディスクが起動しまず。 

- HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 
- FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN 
- HDD 一 CD - R 日 M 一 LAN 一 FDD 
- FDD 一 CD - ROM - LAN 一 HDD 
- CD-ROMLAN 一 HDD 一 FDD 
- CD - R 日 M 一 LAN 一 FDD 一 HDD 

【 HDD Priority 】 

「 US 目 Memory 目 lOS Support Type 」 で HDD を選択した場合に、システムを起 
動する順番を設定します。 

- Built-in HDD 一 US 目（標準値） 

. 内蔵八ードディスクー USB X モリの順で起動する 

- US 目 一 Built-in HDD 

. USB ><モ|」一内蔵八ードディスクの順で起動する 

[Network Boot Protocol 】 

ネットワークからの起動について設定します。 

- PXE (標準値） . PXE プ□トコルに設定する 

- RPL . RPL ：7 n h 〕 ルに設定する 

7 D 旧 PLAY - 表巧装置の設定をする 

【 Power On Display 】 

起動時の Windows □づを表示する表示装置を選択しまず。 

- Auto-Selected (標準値）..システム起動時に外部ディスプレイを接続している 

とさは外部ディスプレイだけに、接続していないと 
きは本体液晶ディスプレイだけに表示する 
- LCD + Analo 旨 RGB ........ 外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表 

示する 
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SVGA モードに対応していないが部ディスプレイを接続して 、 「LCD + Analog 
RGB 」 を選択した場合、が部ディスプレイには画面び表示されません。 

Windows 起動衡ま、前回電源を切る前に接続していた表示装置び存なすればその表 
示装置に表示しまず。前回電源を切る前に接続していた表示装置び存在しない場合 
は、本体液晶ディスプレイに表示されます。 

【 LCD Display Stretch 】 

本 XGA モデルのみ 

内部ディスプレイの表示機能を逞択します。 

- Disabled . 稱像度のルさい表示モードは伸張せずにそのまま表示する 

.Enabled (標準値）...稱像度のルさい表示モードを伸張して表おする 

[TV Type 】 

テレビ受信機を選択します。 

- NTSC ( JAPAN ) (標準値）..日本仕様の TV 受信機 


- PAL . ヨー□ッノ く仕様の TV 受信機 

- NTSC ( US ). 米国仕様の TV 受信機 


8 OTHERS - その化の設定をする 

【 Dynamic CPU Frequency Mode 】 

* Pentium モデルのみ 

- Dynamically Switchable (標準値）... CPU の消費電力.周波数自動切り替え機 

能を有効にし、使用状況に応じて CPU 周 
波数を自動的に切り替えます。 

- Always High . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機 

能を無効にし、 CPU 周波数を高周波数に 
してパソコンの処理能力を優先します。 

- Always Low . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機 

能を無効にし、 CPU 周波数をおい周波数 
にしてパソコンのノ（ッテ U 腿動時間を優 
先しまず。 


システム環境の変更 
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【 Execute-Disable Bit Capability 】 

エグゼキュート-ディスエーブル•ビット機能を有効にするかどうかを設定します。 
エグゼキュート.ディスエーブル.ビット機能とは、コンピュータウイルスや不正 
アクセスによるバッファ•才ーパ’ーフロー攻撃からバソコンを守るために、セキュ 
1」ティを強化する機能です。 

- Available . 有効にする 

• Not Available (標準値）...無効にする 

【 Auto Power On ( タイマ . オン機能）】 

タイマ-オン機能の設定状態をおします。タイマ-オン機能は]回のみ有効です。 
起動をは設定び解除されます。 

Windows XP を使用している場■&は 「Auto Power On 」 の設定は無効になります。 
Windows のタスクスケジューラを使用してください。 

- Disabled (標準値）...タイマ-オン機能び設定されていない 

- Enabled . タイマ.オン機能び設定されている 

タイマ.オン機能の設定は 「 OPTIONS 」 ウィンドウで行います。 

「 OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設定は [ Space ) または [ Backspace ) キーで行います。 

時と分、月と曰の切り替えは®®キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 

• Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月曰を設定します。 

[Alarm Time 」 が 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月日を設定しない 

【 Diagnostic Mode 】 

目 I 日 s の八ードウエア診断テスト機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Disabled (標準値） ..... 八ードウエア診断テスト機能を無効にする 
- Enabled . A - ドウエア診断テスト機能を有効にする 








3 BIOS セットアップを使う 


9 CONFIGURATION 

【 Device Confi 有.】 

フート時に BIOS び初期化する装置を指定しまず。 

- Setup by OS (標準値） ... OS を□-ドずるのに必要な装置のみ初期化する 

それ L ソがの装置は 0 S び初期化します。 

この場合、 「 PC 力ード」内の設定は、 fAuto - 
SelectedJ 固定となり、変更できません。 

• All Devices . すべての装置を初期化する 

プレインストールされている 0 S を使用する場合は 、 「Setup by 0 S 」 （標準値）を 
選択ずることを巧奨します。 

10 DRIVES I / O - HDD 、 CD - ROM の設定^^^ 

【 Build-in HDD 】 

八ードディスクドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示しまず。変到ま 
でをません。 

【 CD-ROM 】 

* ドライブ内蔵モデルのみ 

ドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。変更はでをません。 
内蔵されているドライブび CD - ROM ドライブではない場合も、ずべて 「 CD - ROM 」 
と表示されまず。 

11 PCI BUS — PCI バスの割り込みレベルを表示する^^ 

【 PCI BUS 】 

PCI バスの割り込みレベルを表示します。変更はでをません。 

12 SECURITY CONTROLLER 

* TPM 搭載モデルのみ 

【 TPM 】 

TPM (Trusted Platform Module ) を有効にするかどうかの設定をします。 

- Disabled 婚準値）... TPM を有効にしない 
.Enabled . TPM を有効にする 
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設定を変更するには、次のよラに操作してください。 

① 力ーソルバーを 「 TPM 」 の 「 Disabled 」 または 「 Enabled 」 に合わせ、 ( Space ) 
または ( packSpace ) キーを押す 

曲を下部に 「Save changes to Security Controller now ? ( Y / N )」 と表示されまず。 

② ® キーを 押す 
設定び変更されまず。 

【 Clear TPM Owner 】 

「 TPM 」 で 「 Enabled 」 に設定した場合のみ、表示されます。 

所ち者登録とユーヴ登録を削除します。 

本製品を廃棄するとさや、譲ミ度などにより使用者（管理者）を変更するといラよラ 
に、 TPM の使用を中止する場合に行ってください。 

① 力ーソルバーをに lear TPM Owner ] に合わせ、 〔 Space ) または 〔 Backspace ) 
キーを押す 

画面下部に 「Press a key in the turn of [ Y ], [ E ], に ] and [ Enter ] J と表示さ 
れます。 

② 「 YES 」 と入力し （® 盾⑤キーを押ず)、置を查)キーを押ず 

「 TPM 」 の設定び 「 Enabled 」 から TDisabled 」 に変更され、に learTPM 
Owner 」 は表示されなくなります。 


• 所有者登録とユーヴ登録を削除すると、 TPM に関係するセキュ U ティ機能 
び使用でさなくなります。このため、管理者の権限を持たないユーヴび 
「 SE 巳 UWTY CONTROLLER 」 を操作でさないように設定することをおす 
すめします。 

^管理をしソ外のユーヴの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書 
6ま芝ノ く スワー ド ユーテ ィ U ティ』 

• 所有者登録とユーヴ登録を削除した後に、 TPM の使用を再開する場合は、を 
ラ]度 TPM へ所有を登録やユーヴ登録を行ラ必要びありまず。 


13 PERIPHERAL — か部装置の設定をする^^^ 

【 Internal Pointing Device 】 

タツチパツドの使用する/使用しないを設定します。 

- Enabled (標準値） ....... 使用する 

- Disabled . ■(ま用しなし） 
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3 BIOS セットアップを使う 


14 LEGACY EMULATION 

【 USB KB/Mouse Legacy Emulation 】 

USB キーボードやマウスのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 

- Enabled (標準値）...レガシーサポートを行う 

ドライバなしで USB キーボード/ USB マウスび使用で 
さまず。 

.Disabled . レガシーサポートを行わない 

【 USB-FDD Legacy Emulation 】 

- Enabled (標準値）...レガシーサポートを行う 

ドライバなしで USB フ□ッピーディスクドライブび使用 
でさます。フ□ッピーディスクから起動する場合は、こち 
らに設定しまず。 

.Disabled . レガシーサポートを行わない 

rus 目 - FDD Legacy Emulation 」 び 「 Enabled 」 に設定されていても 、 「BOOT 
PRIORITY 」 の 「Boot Priority 」 び標準値の 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 
の場合は、本体八ードディスクから起動しまず。 

[BOOT PRIORITY 」 につし'!て「本 I 頁巨 BOOT PRIORITY 」 

【 USB Memory BIOS Support Type 】 

コンピュータの起動に使用する USB メモ U に関する設定をします。 


' HDD (標準値） . US 目メモ U を HDD として扱いまず。起動するドライブと 

しての優先順位は、「巨 oot Priority 」 での HDD の順位に 
なります。他の HDD との優先順位は 、 「HDD Priority 」 

で設定でをまず。 

' FDD . US 目メモ U を FDD として扱います。起動するドライブと 

しての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での FDD の順位に 
なります。 


15 PCI LAN 

【 Built-in LAN 】 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどうかの設定をします。 
- Enabled (標準値）...有効にする 
- Disabled . 無効にする 
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4 パスワードセキユリテイ 


本製品では、次のバスワードを登録できます。 

• Windows の□グオンバスワード 

Windows に□グオンするときに使用します。また、インスタントセキュ U ティ状 
態や J なヮー ド保護の設定をしたスク U - ンセーノ（を解除ずるとさにも使用します。 
^インスタントセキュ U ティ機能 

「3章 2-0 - @キーを使った特殊機能キー」 

• ユーザバスワード/スーバーバイヴバスワード 

電源を入れたときや休止状態から復帰するとき、東芝パスワードユーティリティ 
を起動して設定ずるときに使用します。通常はユーヴパスワードを登録してくだ 
さい。 

スーパーバイヴパスワードは、パソコン本体の環境設定を管理する人び使用しま 
す。スーバーバイヴパスワードを登録すると、スーパーバイヴパスワードを巧ら 
ない ユーヴ は、 BIOS セットアップの設定を変更できないようにするなど、いくつ 
かの制限を加えることびでをます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴパスワードだけ登録してください。 

• HDD バスワード 

八ードディスクを起動するとさに使用します。 


ここでは、ユーヴノくスワード/スーノくーノくイヴノ V ° スワードや HDD ノくスワードの登 
録ち法について説明します。 

メモ - 

スーパーノ（イヴノロワードとユーヴノロワードでは、違うパスワードを使用し 
てください。 


パスワードを登録した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいて 
<ださい。 


パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場合は、使用 
している機種をお認後、近くの保守サービスに依頼してください。パスワード 
の稱除を保守サービスに依頼ずる場合は有償でず。 HDD パスワードを忘れて 
しまった場合は、八ードディスクドライブはホ父に使用できなくなり、交換巧 
応となります。この場合も有償でず。またどちらの場合を、身分証明書（お客 
様自身を確認できる物）の巧示び必要となります。 











I パ スワードとしてほ用でまる文字 

パスワードに使用でさる文字は次のとおりでず。 

パスワードは「***** (アスタリスク)」で表示されまずので画面で確認できま 
せん。よくお認してから入力してください。 

アルファべットの大文字とル文字は区別されません。 


使用でさる艾字 

アルファベット（半角） 

ABCDEFGHIJ KLMN 

0 P Q RSTUVWXYZ 

数字（半角） 

01234已巨789 

記号の一部（半角） 

-!©<>：：,. (スペース）など 

使用で走ない文字 

•全角文:きにバイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 

【例】漢字、カタカナ（全角/半角）、ひらびな、 

曰本語入カシステムび供給する記号など 
-記号の一部（半角） 

【例】1 (バーチカルライン）、（アンダーバー）、 

¥ (エン）など 


入力した文字に使用でさない文字び含まれていた場合は警告メッセージび表示され 
まず。 

メッセージの内容に従って、もラ1度パスワードを入力してください。 


ni ユーザ パスワード 




ユーヴパスワードの登録は、 r ま芝パスワードユーテイ U テイ」を使用することをお 
すずめします。 


登録したいパスワードを入力するとをには、パスワードの文字列を ASCII コード入 
力や、ク U ップボードから貼り付けたりせずに、キーボードから文字を入力してく 
ださい。また登録した文字列は、パスワードファイルを作成してお認することをお 
すずめします。 


1ューザパスワードの登録 
I まち八°スワードユーテイリテイでの登録 


1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユー 
テイリテイ]一[パスワードユーテイリテイ]をクリックする 

2 [登録]ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの登録]画面び表示されます。 


]4已 












[入力]にパスワードを入力する 

ノ（スワードは已〇文字しソ内で入力します。 

^パスワードに使用でをる文字 

「本節-ノ くスワードとして使用できる文字」 


[確認入力]に手順3で入力したパスワードをもう1度入力する 


[登録]ボタンをクリックする 

パスワードび登録されます。 

入カエラーのメッセージび表おされた場合は、 [ OK ] ボタンをク U ックし 
て画面を閉じ、手順3から操作をやり直してください。 

パスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを巧奨するメッセー 
ジび表示されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。パスワードファイルを保管 
しておけば、パスワードを忘れた場合、本機または本機！;■(外の機器でパス 
ワードを確認することびでをます。 

パスワードファイルを作成する場合はにに]ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックし 
て < ださい。 

[ OK ] ボタンをク U ックすると、[名前を付けて保存]画面び表示されます。 

パスワードファイルを作成ずる 

バスワードファイルのイ呆存先は、フロッピーディスクなどの外部記憶メディ 
アを巧奨します。あらかじめ用意しておいてください。 

① メディアをセットする 

② [保存する場所]で保存先を選択する 

③ [ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [な存]ボタンをクリックする 


必要に応じて、[パスワードのま釈]を入力ずる 

[バスワードのま釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録でをます。 
登録ずると、バソコンの電源を入れてパスワードの入力び必要なとさに、登 
録した文字列び表示されます。 

設定でさる文字数は已11文字し U 内、使用でさる文字列はユーヴパスワード 
と同様です。 

バスワード文字列そのものを登録しないでください。 

[OK] ボタンをクリックずる 



パスワードファイルを保存した外部記憶メディアは、安全な場所に保管してく 
ださい。 


M BIOS セットアップでの登録 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパーを 「 PASSWORD 」 の 「Not Registered 」 に合ね 
せ、 〔 Space) または 〔 Backspace ) キーを巧す 

パスワードび入力できる状態になりまず。 

3 パスワードを入力する 

1 (スワードは已〇文字じ(内で入力しまず。ノ v ° スワードに使用できる文字は、 
「東芝パスワードユーティ U ティ」の場合と同様です。 

4 〔 Enter) キーを巧す 

パスワードが確認され 、 「New Password 」 が [Verify PasswordJ に変 
わって表示されます。 

5 ちラ 1 度パスワードを入力する 

お認のため、手順3と同じパスワードををラ1度入力してください。 

6 作 nter ■伴 一を巧す 

パスワードび登録され、 rVer げ y Password 」 び 「 Registered 」 に変わっ 
て表示されます。2回目のバスワードび1回目のパスワードと異なる場合 
は、エラーメッセージび表示されます。手順3からやり直してください。 

【 BIOS セットアップの終了方法】 

巨 IOS セットアップの終了ち法は、次のとおりです。 

1 @+0 キーを 押ず 

本製品では、@+(3が d 日をキーの機能を持ちます。 

「Are you sure ? ( Y / N ) The chan 旨 es you made will cause the 
system to reboot 」 と表示されます。 

2 ® キーを 巧す 

設定内容び有効になり、 BIOS セツトアップび終了します。 
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2 ユーザパスワードの削除 


まちパスワードユーテイ U テイでの削除 


1 [ スタート ] 一 [ すべてのプ □ グラム ] 一 [TOSHIBA ] -[ユー 
ティリティ ] 一 [ パスワードユーティリティ]をクリックする 

[東ちパスワードユーティ I 」ティ]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

^認証について「本項4ユーヴパスワードの入力」 

2 [ 削除]ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの削除]画面び表示されます。 

3 [ 削除]ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの削除認証]画面び表示されます。バスワードで認証を 
行ってください。 

^認証について「本項4ユーヴノ（スワードの入力」 

認証は、「ま芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーヴ権 
限で行ってください。 

4 表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K ] ボタンをクリックする 

パスワードび削除されます。 


BIOS セツトアップでの削除 


1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパーを 「 PASSWORDJ の 「 Re 呂 isteredj に合わせ、 
〔 Space) または 〔 BackSpaci ) キーを巧す 

「 Re 呂 istered 」 が [ PasswordJ に変わって表示されます。 

3 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*び表示されます。 

4 〔 Enter) キーを 巧ず 

「 Password 」 が 「New PasswordJ に変わって表示されます。 

5 〔 Enter) キーを 巧す 

ここでは何を入力しません。 

「New Password 」 が [Verify Password J に変わって表示されまず。 
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6 〔En お f) キーを巧す 

ここでは何も入力しません。 

パスワードび削除され 、 rVeilfy Password 」 び rNot Registered 」 にを 
わって表示されます。 

手順3で入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、ビー 
プ音び鳴りエラーメッセージび表示されます。手順3からやり直してくだ 
さい。 

購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、し U 後パスワードの項目にカー 
ソルび移動でさなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラ 
1度設定を行ってください。 

BIOS セットアップの終了ち法は、「本項 1- BIOS セットアップの終了ち法」を確 
認してください。 

3 ユーザ パ スワードのを更 

まち パ スワードユーテイ U テイでの巧更 _ 

1 [ スタート ] 一 [ すべてのプ □ グラム ] 一 [TOSHIBA ] -[ユー 
ティリティ ] 一 [ パスワードユーティリティ]をクリックする 

[東ちパスワードユーティ1」ティ]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

^認証について「本項4ユーヴバスワードの入力」 

2 [ 変更]ボタンをクリックする 

[ユーヴバスワードの変更]画面び表示されます。 

3 [ 入力]に新しいパスワードを入力する 

4 [ 確認入力 ] に手順 3 で入力したパスワードをもう 1 度入力する 

5 [ 変更]ボタンをクリックする 

[ユーヴバスワードの変更認証]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されておりませんので、今回手順3、4で 
入力したをのではなく、登録済みのパスワードを使用してください。 

^認証について「本項4ユーヴバスワードの入力」 

認証は、 r ま芝パスワードユーティ U ティを起動したとさと同じユーヴ権限 
で行ってください。 
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6 パスワードファイルを作成する場合は [0K ] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックし 
て < ださい。 

パスワードファイルの作成ち活ま、「本項 1- まちパスワードユーティリ 
ティでの登録」の手順7を確認してください。 

BIOS セットアップでのを更 _ 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパ ’ 一を rPasswordJ の 「 RegisteredJ に合わせ、 
〔 Space) または 〔 BackSpa 品) キーを巧す 

「 Registered 」 び 「 Password 」 に変わって表示されます。 

3 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*び表示されます。 

4 〔 Enter) キーを 巧ず 

「 Passw □「山び 「New Password J に変わって表示されます。 

5 新しし、パスワードを入力し、 をな品) キーを巧す 

「New Password 」 び [Verify Password J に変わって表示されます。 

6 手順己で入力したパスワードをもう 1 度入力し、 恒而品] キーを巧す 

パスワードび変更され 、 「Verify Password 」 び 「 Re 目 istere 山に変わっ 
て表示されます。 

手順已と手順已で入力 した) (スワードび一致しない場合は、エラーメッ 
セージび表示されます。手順己からやり直してください。 

BIOS セットアップの終了ち法は、「本項 1- BIOS セットアップの終了ち 
法」をお認してください。 



4 ユーザパスワードの入力 

i 電源を入れたとき/化止げ態から復帰するとを _ 

ユーヴパスワードを登録している場合、電源を入れる、または休止状態から復帰する 
と rPassword = J と表示されます。 

なの方法でパソコン本体を起動でさます。 

1登録したとおりに/ (スワードを入力し、 をな品) キーを巧す 

Arrow Mode 因! _ ED、Numeric Mode 國 1_ ED は、パスワードを設定し 
たとさと同じ状態にしてください。 

購入時の設定では、パスワードの入力'スを3回繰り返した場合は、自動 
的に電源び切れます。 

電源を入れ直してください。 

■ まちパスワードユーテイリテイを起動したとを _ 

ユーヴパスワードを登録している場合、 r まちパスワードユーテイ U テイ」を起動す 
ると、認証をホめる画面び表示されます。次のち法で認証を行います。 

1認証を求める画面び表示された5、パスワードを入力する 

2 [確認]ボタンをクリックする 

ユーサパスワードををれてしまつた場合 

ユーヴ/スーパーノ（イヴノくスワードを忘れてしまった場合は、次のち法で確認して 
ください。 

• バスワードファイルを確認する 

電源を入れるとをにパスワードび必要になった場合は、本機し U 外の機器で確認し 
て < ださい。 

上記のち法でパスワードの確認できなかった場合は、お近くの保守サービスにごネ目 
談ください。 

パスワードの解除を保守サービスに依頼ずる場合は、有償です。またそのとさ、身 
分証明書（お客様自身を確認でさるちの）の提示び必要となります。 
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「まちパスワードユーティ U ティ」で、 Windows 上からスーバーバイヴパスワード 
の登録や登録内容の変更びでをます。なお、 BIOS セットアップでは設定でさません。 

メモ - 

• 先にユーヴパスワードび登録されている場合は、スーパーバイヴパスワード 
の登録はでさません。スーパーバイヴパスワードとユーヴパスワードを両方 
登録する場合は、1度ユーヴパスワードを削除し、スーパーバイヴバスワー 
ドを登録してからをラ1度ユーヴパスワードを登録してください。 

• スーバーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違うパスワードを使用 
して < ださい。 

• スーパーバイヴパスワードを設定している状態で、キーを押しなびら 
電源を入れて起動ドライブを選択したい場合は、「東芝パスワードユーティリ 
ティ」の[スーパーバイヴパスワー円タブで、[ユーヴポ U シーの設定]画 
面の [HW セットアップ/ BIOS セットアップの使用を許可ずる]のチェッ 
クをはずさないでください。 

チェックをはずしていると、 （ EH ) キーを巧しなびら電源を入れてを、起動 
ドライブの選択びでさません。 

^ ( EH ) キーで起動ドライブを変更するち法 

に章 1-3 起動するドライブを変更する場合」 


起動方法 

1[スタート]一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

2に : ¥Program Files ¥ Toshiba¥Windows Utilities¥SvpwTool 
VTOSPU . EXEJ と入力する 

3 [ OK ] ボタンをクリックする 

[まちパスワードユーテイ I 」テイ]画面び表示されます。 

パスワードを登録している場合はパスワードで認証を行ってください。 

4 [スーパーバイザパスワード]タブをクリックする 











操作方法 _ 

【登録、削除、変更】 

スーパーバイヴパスワードの登録、削除、変更などの設定ち法は、「まちバスワード 
ユーティ1」ティ」でのユーヴパスワードの設定方法と同様です。 

ユーヴパスワードの設定を確認してください。 

国^ユーヴパスワード「本節〇ユーヴパスワード」 

なお、スーパーノくイヴノ（スワードを削除すると、ユーヴノくスワードも同時に削除さ 
れまず。 

【一般ユーザの操作を制限する】 

スーパーノ（イヴノくスワードを登録すると、スーパーノくイヴノ f スワードを知らない 
ユーヴは r ま芝 HW セットアップ」の設定を変更できないようにする、などいくつ 
かの制限を加そることびでさまず。 

スーパーバイヴパスワードを登録した状態で、なの手順を実行し、操作してくださ 
い。 

1スーパーバイザパスワード設定用の r 東芝パスワードユーティリ 
ティ J を起動する 

[東芝パスワードユーティ1」ティ]画面び表示されまず。 

パスワードで認証を行ってください。 

^認証について「本節 0-4 ユーヴパスワードの入力」 

2 [スーパーバイザパスワード]タブで[ユーザポリシー]の[変更] 
ボタンをクリックする 

[ユー ヴポ U シーの 設定]画面び表示されます。 

3操作を許可する項目をチェックする 
4 [設定]ボタンをクリックする 

5表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 ロボタンをクリックする 

[ユーヴポ U シーの設定認証]画面び表示されまず。 

スーパーノ くイヴノ（スワードで認証を行ってください。 

国^「本節 0-4 ユーヴノ（スワードの入力」 

6表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 
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3) HDD パスワード 




HDD； ロワードは、八ードディスクを保護するセキユリティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


1ま意事頃 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、ま全な場所に保管しておくこ 
とを強<おすすめします。 


万一、登録したパスワードを忘れた場合、修理•保守対応ではパスワードを解 
除でさません。この場合、八ードディスクドライブは永久に使用できなくなり、 
八ードディスクドライブの交換対応となります。この場合、有償での交換とな 
0ます。 

八ードディスクドライブび使用でをなくなったことによる、お客様またはその 
他の個人や組織に巧して生じた、いかなる損失に巧してを、当社は一切責任を 
負いません。 

HD □バスワードの設定については、この点を十分にごを意いただいた上でご 
使用 < ださい。 


2 HDD パスワードの種類^^^^^^^^^ 

HDD； でスヮードは、ユーヴ HDD ノ くスワードとマスタ HDD ノ くスワードの2つを設 
定することび可能です。 

【ユーザ HDD パスワード】 

各パソコンの使用ち自身び設定ずることを想をしたパスワードです。 

マスタ HDD ノ f スワードを削除ずると、同時にユーヴ HDD ノ（スワードを削除されまず。 

【マスタ HDD パスワード】 

管理者などびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想を 
したパスワードです。 

マスタ HDD； くスワードはユーヴ HD □ノ（スワードの代わりに使えます。ユーヴ 
HDD； くスワードを忘れた場合でを、マスタ HDD ノ（スワードを入力して八ードディ 
スクドライブにアクセスでさます。マスタ HDD パスワードを使用してユーヴ HDD 
パスワードを変更することわでさます。 

なお、マスタ HDD パスワードのみを登録することはできません。 
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組織などでマスタ HDD パスワードを用いた運用を検討した場合、各パソコンの 
ユーヴに対してパソコン本体を配布する前に、あらかじめ管理者び BIOS セット 
アップでマスタ HDD バスワードと仮のユーヴ HDD パスワードを設定しておく必要 
びありまず。 

ユーヴ HDD ノ（スワードとマスタ HDD ノ くスワードの設定方法は同じです。じ(降は、 
ユーヴ HD □ノ ロワードの設定を例に説明しています。 

3 HDD パスワードの登録 

マスタ HDD パスワード (Master Password ) の項目は 、 「HDD Password Mode 」 
び fMaster + UserJ の場合のみ表示されまず。 

マスタ HDD バスワードを設をし、続けてユーヴ HDD バスワードの設定を行います。 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパ’一を 「User PasswordJ の 「Not Registered ! に合 
わせ、 ( Space ) または 〔 Backspace ) キーを巧す 

パスワードび入力できる状態になります。 

3 パスワードを入力する 

ノ（スワードは巳0文字じ(内で入力しまず。ノ（スワードに使用でをる文字は、 
ユーヴノ（スワードの場合と同様でず。 

国^ユーヴパスワードに使用できる文字 

「本節-パスワードとして使用でをる文字」 

パスワードは1文字ごとに*び表示されまずので、画面で確認でさません。 
よく確認してから入力してください。 

4 ( Enter ) キーを 巧ず 

パスワードが確認され 、 「New User Password 」 が [Verify User 
PasswordJ に変わって表示されまず。 

5 パスワードを入力する 

確認のため、手順3と同じパスワードををラ1度入力してください。 

6 〔 Enter ) キーを 巧す 

パスワードび登録され 、 「Verify User Password 」 び 「 Re 目 istere 山に変 
わって表示されます。2回目のパスワードび]回目のバスワードと異なる場 
合は、エラーメッセージび表示されます。手順3からやり直してください。 

BIOS セットアップの終了ち法は、「本節 0-1- BIOS セットアップの終了 
方法」を確認してください。 
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] 己已 


4 HDD パスワードの削除 

1 BIOS セットアップを起動する 

2力ーソルパ’一を 「User Password! の 「RegisteredJ に合わせ、 
〔SpaceJ または [Backspace) キーを f 甲ず 

バスワードび入力でさる状態になります。 

3登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*び表示されます。 

4 〔 Enter) キーを 巧す 

「User Passwor 山び 「New User Password J に変わって表示されます。 

5 〔Enter 林 一を巧ず 

ここでは何を入力しません。 

「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 （こ変わって表示 
されます。 

6 〔 Enter) キーを 巧す 

ここでは何を入力しません。 

パスワードび削除されます 

手順3で入力したバスワードび登録したパスワードと異なる場合は、ビー 
プ音び鳴りエラーメッセージび表示されます。手順3からやり直してくだ 
さい。 

「HDD Password Mode 」 で 「 Master + User 」 を逞択した場合は、マスタ HDD 
J てスワードの削除を行ラと、同時にユーヴ HDD ； f スワードも削除されます。 

ユーヴ HDD ； f スワードのみを削除することはでさません。 

BIOS セットアップの終了ち法は、「本節 0-1- BIOS セットアップの終了ち法」を 
お認してください。 

5 HDD パスワードのをま 

1 BIOS セットアップを起動する 

2力ーソルパ’一を 「User Password! の 「RegisteredJ に合わせ、 
〔 Space) または 〔 Backspace) キーを巧す 

パスワードび入力でさる状態になります。 

3登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*び表示されます。 


1巳白 



4 作 nter ) キーを巧す 

[User Password 」 び 「New User PasswordJ にをわって表示されます。 
手順3で入力したパスワードび正しくない場合は、エラーメッセージび表 
示されまず。手順3からやり直してください。 

5新しいパスワードを入力し、〔1を查)キーを f 甲す 

「New User Password 」 び [Verify User Password J に変わって表示 
されまず。 

6手順己で入力したパスワードをもう1度入力し、 后巧 i ?) キーを巧す 

パスワードび変更されまず。 

手順已と手順巨で入力したパスワードび一致しない場合は、エラーメッ 
セージび表示されまず。手順已からやり直してください。 

「HDD Password Mode 」 び fMaster+UserJ の場合は、手順3でユーヴ HDD 
パスワードを入力してください。またはユーヴ HDD バスワードの代わりに、マス 
夕 HDD バスワードを入力ずることもできまず。この場合、マスタ HDD バスワード 
を使ってユーヴ HDD パスワードを変更ずることびできまず。 

巨 IOS セットアップの終了ち法は、「本節 0-1- BIOS セットアップの終了ち法」を 
確認してください。 

6 HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れる、または休止状態から復帰ず 
ると 「HDD Password =」と表示されます。 

この場合は、次のようにするとパソコン本体び起動します。 

1設定したとおりに HDD パスワードを入力し、 尼而品) キーを巧す 

Arrow Mode 回! _ ED、Numeric Mode 圆 1_ ED は、パスワードを設定し 
たとさと同じ状態にしてくださし、。 

購入時の設定では 、 HDD ノくスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、 

八ードディスクドライブしツ外のドライブび起動します。 A - ドディスクドラ 
イブじ(がのドライブにシステムび入っているメディアびセットされていない 
場合は、自動的に電源び切れます。電源を入れ直してください。 

HDD ノ f スワードとユーヴノくスワードの両ちを設定している場合は 、 「HDD 
Password :」 ではなく、 「 Passwo 「 d =」 と表示されます。ユーヴパス 
ワードを入力し、キーを押して < ださい。ユーヴパスワードと HDD 
パスワードび別の文字列の場合は、続けて 「HDD Passwo 「 d =」 と表示さ 
れます。 

1已7 
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5 TPM を使 5 


* TPM 搭載モデルのみ 

本製品には、モデルによっては TPM (Trusted Platform Module ) が用意されて 
います。 

TPM は 、 TCG (Trusted Conputin 旨 Group ) が策定した仕様に準拠しています。 


の TPM 


1 TPM とは 

TPM (Trusted Platform Module ) は 、 TCG 订 rusted Computin 呂 Group ) 

び策をした仕様に準拠したセキュ U ティコント□-ラチップです。 

一般的に、電子データのな護は日音号処理ち式（暗号アルゴリズム）によるちのなの 
で、八ードディスクやメモリなどに保存されている暗号鍵び、日音号解読の攻撃対象 
になる可能性びあります。 

TPM ではこれらの暗号績を、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップに保存 
するので、より安全にデータび保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュ U 
ティソ U ューシヨンを使用ずることにより、より強固な PC 環境を構築でをます。 

本製品では、 TPM の設赶ま、 BIOS セットアップと 「Infineon TPM Software 
Professional Package 」 です 5 し''ます 0 

詳しくは、 『 Trusted 円 atform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）とヘルプ 
を参照してください。 






操作にあたつて --- 

•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストールすると、 
Windows □ グオンノてスワードやユーヴノ くスワードとは別に TPM に対するパス 
ワードを設定する必要びあります。設定したパスワードは、忘れたとをのために 
必ず控えておいてください。また控えたパスワードは、安全な場所に保管してく 
ださい。パスワードびわからなくなった場合、どんな手段でも TPM で保護された 
データを復元することはでさません。 

• 本製品を修理-保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチッ 
プ ( TPM ) 内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製 
品を保守' 修理に出す際は、おず前をって外部記憶メディアに最新の緊急時復元 
用アーカイブファイルと緊急時復元用 I クンファイルをバックアップしておい 
てください。バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。 
データのバックアップに関しては、弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承 
<ださい。 

• 本製品を修理.保守に出した場合、搭載されている TPM に障害びなくても TPM 
び交換される場合びあります。その場合、バックアップしておいた緊急時復元用 
アーカイブファイルと緊急時復元用トークンを使用して、 TPM の設定を復元して 
<ださい。 

• TPM では、最新のセキュ U ティ機能を提供しますび、データや八ードウエアの完 
璧な保護を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障害、 
損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご了承ください。 


2 TPM を有効にする方ま 

TPM を使用するには、まず BIOS セットアップで TPM を有効に設定する必要びあ 
ります。 

TPM を有効にするちミ去は、「本章3-©-12 SECURITY CONTROLLER 」 を参只育し 
て < ださい。 

メモ - 

巨 IOS セットアップでの TPM に関する設定を、管理をの権限を持たないユー 
ヴび変更できないようにすることびできます。 TPM の設定を守るために、管 
理ちの権限を持たないユーヴに操作制限を加えることをおすすめします。 

国^管理者 L ソがのユーヴの制限について 

[Trusted Platform Module 取扱説明書 
6東芝パスワードユーティリテイ』 
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3「Infineon TPM Software Professional Package] のインストール方ま ■ 

TPM を有効にした穫 、 rinfineon TPM Software Professional Package 」 をイ 
ンス I -ールします。 

1[スタート]一[ずべてのプラグラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

3 [ドライバ’]タブをク U ックする 

4 画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] 
をクリックし 、 [「Infineon TPM Software Professional 
PackageJ のセットアップ]をクリックする 

5 画面の指示に従ってインス! — ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
1」ックしてください。 

TPM を使用するための設をや使用ち法は、 PDF マニュアルとヘルプを参照 
して < ださい。 


4 PDF マニュアルのインス!ル方 ミ 去 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインストールち法 
は、次のとおりです。 

1 [スタート]一[すべてのプラグラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 

2画面のメッセージに従ってインス!ルする 

[ドライバ]タブの [Infineon TPM Software Professional Package ] 
に用意されています。 






5 PDF マニュアルの起動方ミ去 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動ち法は、次の 
とおりでず。 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ Trusted 円 atform 
Module 取扱説明書]をクリックする 


6ヘルプの起動方ま 

1 通知領域の Insecurity Platform ] アイコン（み）をクリックし、 
表示されるメニューか日[ヘルプ]をクリックする 



7 章 

設定 やデータの 移行 


お使いのパソコンの Windows の設定や作成した 
ファイルを別の/(ソコンへ簡単に移行できる 「PC 
引越ナビ」について説明しています。 


1 PC 引越ナビを使ラ164 



1 PC 引越ナビを巧う 


「 PC 引越ナビ」は、現在、お使いのパソコンから Windows の設定や作成したファ 
イルを新しいパソコンへ引っ越し（移行）するアプリケーションです。 


【仕様概要について】 


動作環境 

バソコン 

引っ越し元パソコン 

引っ越し先パソコン 


諸ま意 

「 PC 引越ナビ」は、引っ越し 
元のパソコンから移行する設 
定やファイルをまとめる r 捆 
包プ□グラム」が別途準備さ 
れています。 

r 捆包プ□グラム」は、 

の動作環境で動作します。 
下記！;>(外の環境での動作は保 
障されておりません。 

「 PC 弓陋ナビ」は、似下の動 
作環境で動作します。 

下記政外の環境での動作は保 
障されておりません。 


八ードウエア 

東ち製バソコン 

「 PC 弓鹏ナビ」がインストー 
ルされているパソコン 


システム *1 

Windows 98 

Windows Me 

Windows 2000 

Windows XP Home Edition 
Windows XP Professional 

Windows XP Home Edition 
Windows XP Professional 

引っ越し可能 
なデ^*吕 

rinternetExprolerJ の設定マイド’キュ><ントフオルダに含まれるファイル 
routi 日 0 に xpress 」 の設定デスクトップ上のファイル 

任意のフオルダに含まれるファイル 

データ移行 
方法*3 

ネットワーク 

CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW 、 DVD + R 、 DVD + RW 、 DVD-RAM *4 
US 目フラッシュ方モ U (市販） 


* 1マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してください。 

また 「Internet Explorer」 のバージョンび「日 SP1」 政上であることを確認してください。 
それじ(下のバージョンの場合は「目 SP1」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows 目 8...Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system 日本語版 
Windows 巳「日 soft® Windows® Millennium Edition operatin 旨 system 日本言吾版 

Windows 2000- ■-Microsoft® Windows® 2 日日 0 Professional operating system 日本語版 
字 2 弓 I つ越し対象となる Windows の設定とファイルは、 「PC 引越ナビ」を起動した時に□グイン 
しているユーザの情報となります。 

キ3移行するファイルや設定に比べて、データを移行するためのメディアやドライブの容量びルさ 
いと、捆包ファイルを複数回にわけてメディア令ドライブにコピーする必要があります。 

移行用に使ラ^ディアやドライブは大容量のちのをおすすめします。 

フ □ッ ピーディスクはデータの移行に使用でさません。 

*4 搭載されているドライブにより、使用できる CD/DVD は異なります。 

詳しい説明については、 「 PC 引越ナビ」の[詳細説明]画面を参照してください。 
ネットワークで移行する場合、ネットワーク上で巧有でをるフォルダを設定してく 
ださい。巧ちフォルダの設定ち法は各システムのヘルプを参照してください。 
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激化あたって 


を意制限事項については「アプ U ケーシヨンの再インストール」の rrpc 引越ナビ」 
をインス!ルする前にお読みください（ミ主意制限事項)。」を参照してください。 

• ネットワーク ii (がのち法でデータを移行させる場合は、が部記憶装置やメディア 
び必要です。 

使用するメディアに対応している内蔵または外付けのドライブを使用してください。 
また、移行ずるファイルの容量によってはファイルび複数に分割されるので、分 
割されたファイルをすべて弓 I つ越し先ノ、°ソコンにコピーしてください。 

• 捆包プ□グラムび作成する捆包ファイルを分割ずる場合、分割する捆包ファイル 
の大ささは、最大 2 G 目となりまず。 

•「 PC 引越ナビ」び捆包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大已已,000 
ファイルです。 

• 「捆包プログラム」からお包ファイルを作成するには、捆包ファイルの保存先の記 
憶装置に移行されるファイルや設定の約2〜3倍の容量び必要です。 


m インストール方法 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!ルされていません。 

次の手順でインス I ''ールしてください。 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

3 [東芝ユーティリティ]タブをクリックする 

4 画面左側の [ PC 引越ナロをクリックし、 UPC 引越ナビ」のセッ 
トアップ]をクリックする 

5 画面の指示に従ってインス! — ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表おされた場合は、[実行]ボタンをク 
U ツクしてください。 


16巳 I 


I 設定やデ—夕の移行 









2 PC 引越ナビの起動方ま 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ PC 引越ナビ]をクリッ 
クずる 

デスクトップ上の [ PC 引越ナビ]アイコンをダブルク U ックしても起動し 
まず。 

初めて起動したとさは、 [ PC 引越ナビ使用許諾]画面び表示されます。契 
約内容を読み、[同意する]をチェックし、[なへ]ボタンをク1」ックしてく 
ださい。使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」は使用できません。 

「 PC 引越ナビ」の起動後は、画面の指示に従って作業を進めてください。 


日 


8 章 

困つたとをは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どラした 
日良いかを説明しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を 
読んで、解消方法を探してみてください。 


1トラブルを觸消ずるまで168 
吕 Q & A 集173 




1 トラブルを解消ずるまで 


パソコンび動かなくなった！今までとは違ラ動ををする！なんだかを！不安だ! 
そんなとさにはなの順番で解消へのアプ□ーチをたどってください。 


C \ 

本章の「2 Q & A 集 J で 
調べてください。 

パソコンについてよく問い合わ 
せのあるトラブルの解消ち法を、 
「電源を入れるとさ/切るとを」 

などの操作場面ごとに Q & A お式 
で説明しています。 

\ _ 


オンラインマニュアルで調べて 
<ださい。 

Windows び起動しているときに、 
取扱説明書（本書）をパソコン画面 
上で見ることびできます。 

「10章1オンラインマニュアル 
について」 

\ _ / 



•電源は入りますかっ- 
^画面は表示されますか？ 

•タッチパッド/マウス、キ—ボ I ドは操作できまずか？ 

パソ n ンのげ態を確認してください。 


V 


ノ 





パソコン本体のトラブル 



^ \ 
「 dynabook.comj の 
サポートで調べてくだ 
さい。 

インターネットに接続して 
ホームぺージ rdynabook . 
com 」 のサポート情報で 
調べてください。 

「よくあるご質問 （ FAQ )」 

やメールで質問する「ま芝 
PC オンライン」、デバイス 
ドライバや修正モジュール 
などのダウン□ー ド、 
Windows 関連情報を提供 
しています。 

国^詳細について 

r 本節〇 dynabook . 
com で調べる」 

V _ノ 



各周辺機器のヴポー 
卜窓□に巧い合わせ 
て < ださい。 

『周辺機器に付属の説 
明書』を確認してくだ 
さい。 


广 A 

各アプリケーシヨン 
のヴポート窓□に巧 
い合わせてください。 

「10章7問い合わせ先」 

をお認してください。 

— 


C -\ 

r 東芝 PC ダイヤル J 
に問い合わせてくだ 
さい。 

「付録已 - 0-1 トラブル 
チェツクシー ト」で必 
要事項を確認してから、 
電話で問い合わせてく 
ださい。 

' _ 





困つたとをは 


dynabook の故障や修理など、サポート情報については、同捆の『ま芝 PC サポー 
卜のご案内』を確認してください。 






dynabook.com で調べる 


r 




rdynabook . comj では、「よくあるご質問 （ FA 日)」や、デバイスドライバや修正 
モジュールなどのダウン□-ド、 Windows 関連情報を提供しています。 

また、インターネットでのお客様登録を行うことができます。 

ヴポート窓口や修理についてち裏内しています。 

URL : http://dynabook.com/assistpc/index_j.htm 

厂よくあるご質問 (FAQ) 

パソコンの操作に困ったとさに、解決方法を探す 
ことがでをます。 

国^「本項-パソコンの操作に困った5 
「よくあるご質問 （FAQ) 」」 

—ダウン □ —ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□一 
ドでをます。 


ウイルス-セキュリティ 情報 


技術的なご相談/修理のご相談 
お客様登録 

相談窓口や PC のリサイクル、お客様登録については、「1日章こんなときは」にも 
詳しく紹介されています。 

「東芝 PC 集中修理センタ」や「遠隔支援サービス」など、本書で紹介しているヴ 
ポートのアドレスちこのページからアクセスでさます。 



1[スタート]ボタンをクリックし、[インターネット]をクリックする 

Internet Explorer び起動します。 

購入時の状態では、起動して最初に本製品のサポート情報のページび表示さ 
れるように設定されています。 


【パソコンの操作に因った日「よくあるご質問 （ FAQ ) J 】 

「よくあるご質問 （ FAQ )」 では、日頃、よく寄せられる質問について、ヴポートス 
タツ つけ' 図や解説をまじえて解ミ夫ち法を掲載しています。 

キーワード検索では、条件の選択やキーワードや文章を入力して、検索でさます。 
サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

















































【メールで質問する r 東芝 PC オンライン J 】 

r よくあるご質問」を探しても問題び解ミモでをないとさは、専用フォームからお問い 
合わせください。24時間3己已曰いつでも受け付けており、サポート料は無料で 
ず。 

ご利用には「お客様登録」び必要でずので、事前に登録をしてください。 

^ rio 章已 -0 ま芝 ID ( TID ) お客様登録のおすすめ」 

1 「よくあるご質問 J で解消方法を探す 
2 「 A . 回答-対処方法 J の説明の後のアンケートに答える 

この巧巧はわを桂のわ役に立ちました占、？ 

广1;お法できた 广2;童きになった 

O ' 3:巧留こなったが解;夫できなかった 广 4:巧しくて好か6なかった r 曰：おりたい内容ではむかった I 

巧用フォームからの巧い合わせをごホまのホは、アンケート I こおさえください。 

rsj 、 い_|、 r 日 J を进巧された巧合け、 E - mai 再巧つォームのごま巧びを示されます。 を信 

おない含りせについては「まミ PC スンライン J でか J ます。 - 

「3」「4」「己」のいずれかの項目にチェックをつけてください。「1」「2」 

の項目を選択すると、メールでのお問い合わせはでさません。 

3 [送信]ボタンをクリックする 

PC オンラインへの U ンク画面び表示されまず。 

4 r 東芝 PC オンライン J をクリックする 

画面の指示に従って専用フォームからご質問ください。 

メールにてご回答させていただをます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことびござい 
まず。ご了承ください。 

この他、 OS / アプ1」ケーシヨンの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載して 
いる場合びあります。 OS / アプ U ケーシヨンについて知りたいことびあるときは、 
ホームページを確認するのも良いでしよラ。 

ホームページアドレスについて 

n 日章 7- oos の問い合わせ先」 

ri 日章 7-© アプ U ケーシヨンの問い合わせ先」 
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困つたとをは 


トラブル解消に役立つ操作 


r 




トラブルを解消するために、バソコンの設定を変更する必要びある場合びあります。 
ここでは、バソコンの設定を変更するときによく使う操作を説明します。 


1コントロールパネルを開く 

コントロールパネルとは、パソコンのいろいろな設定をまとめたフォルダです。パ 
ソコンの設定を変更したいときには、まずコント□-ルバネルを開き、その中から 
目的の設をを行5オプション画面を選ぶことびよくありまず。 

コント□ールパネルの開をかたを説明します。 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックする 

[コント□ールパネル]画面び表示されます。 

必要な設定を行ってください。 




2 Q&A 集 


電源を入れるとさ/切るとさ . 177 

Q 電源スイッチを巧しても反応しない . 177 

Q 1度電源が入りかけるがすぐに切れる 

電源が入6ない . 177 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない . 178 

Q 自動的に電源が入ってしまラ . 178 

Q [シャットダウン]や[終了オプション]か5電源が切れない ..... 179 

Q 使用中に突然電源が切れてしまった . 180 

Q しば6く操作しないとき、電源が切れる . 180 

Q 間違って電源を切ってしまった . 180 

Q Windows の起動と同時にプ□グラムが実行される . 181 

Q バソコンが休止状態にな5ない . 182 

Q 休止状態を設定でさない . 182 

Q キーを巧しなが6電源を入れてち、起動ドライプを変更でをない….182 

画面/表お . 183 

Q 画面に何も表示されない . 183 

Q 電源は入っているが、画面に何も表おされない . 183 

Q 画面が見にくい . 183 

Q 画面が暗い . 184 

Q 画面の表おや色がはっさりしない . 18已 

Q CRT ディスプレイで画面の色がにじんだように表おされる . 18已 

Q 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイを、拡張表示 
または Clone 表示（ク□—ン表示）に設定しているとき、 

が部ディスプレイにノイズが表おされる . 18已 

Q 画面の表おが遅い . 18已 

Q テレビ表示/本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示に設定でさない...18色 
Q WinDVD で DVD - Video を再生すると、 

画像が上下に細かく揺れる、または正常に表おされない . 18色 

Q 同時表おにしているとき、 DVD - Video の画像が表おされない ..... 18色 


因つたとさは 
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Windows .187 

Q 内蔵時計が合っていない . 187 

Q パソコンの処理速度が遅くなった . 187 

バッテリ駆動で使用ずるとさ . 189 

Q 巨 atteryLED が点滅した . 189 

Q 充電したはずのバッテリパックを使用してち 

Battery LED がオレンジ色に点ミ威ずる . 189 

Q バッテリ駆動でしば S く操作しないとき、電源が切れる . 189 

キー71、ード . 190 

Q キーを押してもで字が表示されない . 190 

Q キーボードか S で字を入力しているとさにカーソルがとんでしまう...190 

Q 「\」（バックスラッシュ）が入力できない . 191 

Q ひ S がなや漢字の入力がでさない . 191 

Q キーボードで入カモードを切り替えたい . 191 

Q キーに印刷された文字と違ラで字が入力されてしまラ . 191 

Q どのキーを押しても反応しない 

設定はあっているが、希望の文字が入力できない . 192 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 192 

タッチパッド/マウス . 193 

Q タッチパッドやマウスを動かしても画面のポインタが動かない 

(反応しない） . 193 

Q ダブルクリックがラまくできない . 193 

Q ポインタの動きが遅い/速い . 193 

Q US 目マウスが使えない . 194 

CD/DVD . 194 

Q CD / DVD にアクセスでさない . 194 

Q ディスクトレイ LED が消えない . 19已 

Q CD / DVD をセットしてち自動的に起動しない . 19已 

Q CD / DVD が取り出せない ... 19已 

Q パソコン本体の電源が入6ないため、 CD / DVD が取り出せない.…196 
Q DVD - Video をドライプにセットしたとさ、 

再生するアプリケーシヨンや操作を選択する画面が表示されない...196 
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サウンド機能 . 196 

Q スピーカか S 音が聞こえない . 196 

Q サウンド再生時に音飛びが発生する . 197 

インターネット . 197 

Q ホームページが表示できない . 197 

通信機能 . 198 

Q 無線 LAN 機能が使えない . 198 

周辺機器 . 198 

Q 周辺機器を取り付けているとさの電源を入れる順番は？ . 198 

Q 周辺機器を取り付けたが正し<動かない . 198 

Q 増設メモリが認識されない ..199 

PC 力ード . 199 

Q PC 力ードが認識されない . 199 

Q PC カードの挿入は認識されるがデバイスとして認識されない.…199 

Q PC カードは認識されるが使用できない . 200 

US 巨対応機器 . 200 

Q USB 対応機器が使えない . 200 

Q 休止状態か S 復帰後、 USB 対応機器が正常に動作しない . 201 

アプリケーション . 201 

Q アプリケーションが使えない . 201 

Q アプリケーションが操作でさなくなった . 202 

Q 購入時に入っていたアプリケーションを誤って削除してしまった...202 

TPM . 202 

Q 誤って TPM を初期化してしまった . 202 

Q TPM を使用しているパソコンを、修理•保守に出したい . 202 


因つたとさは 
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メッセージ . 203 

Q 「 Password =」 と表おされた . 203 

Q 「バスワードを忘れてしまいましたか？」 

「バスワードが誤っています。」と表おされた . 204 

Q 画面が青くなり、 

次のよ5なメッセージが画面一面に表示された . 204 

Q「RTC battery is low or CMOS checksum is inconsistent 」 

「 Press [ F 1 ]Key to set Date / Time 」 と表おされた . 204 

Q 休止状態か 6 復帰したとさ、 

「休止モードを準備しています」と表おされた . 吕〇已 

Q r システムは休止状態か6の復帰に失敗しました」と表示された...20已 

Q じ¥>_のよラに表おされた . 吕〇已 

Q 「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできる 
アクティブコンテンツは表示されないよラ、 

Internet Explorer で制限されていまず..」というような 
メッセージが書いてある、[情報パ'-]画面が表おされた ........ 206 

Q その他のメッセージが表おされた . 206 

その他 . 206 

Q 「 PC 診断ツール」で診断した5、 

A - ドディスクに「問題あり」と表示された . 206 

Q セーフモードで起動した . 206 

Q バソコン本体か6力 U カリと変な音がする . 207 

Q 甲高い音がする . 207 

Q テレビやラジオの音が聞こえてくる . 207 

Q バソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい . 208 

Q バソコンげ応答しない . 208 

Q コンピュータウイルスに感染した可能性がある . 209 

Q フ□ッピーディスクのフォーマットがでさない . 209 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 209 

Q 操作でさない原因がどラしてちわか5ない . 210 

Q バソコンを廃棄したい . 210 

Q ミ毎外でバソコンを使いたいとさは？ . 210 
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[ 電源を入れるとを/切るとを】 


電源スイッチを巧してち反応しない 


A 電源スイッチを押す時間が短いと電源が入 S ないことがあります。 

Power 6に D び緑色に点灯ずるまで押し続けてください。 


觀 1度電源が乂〇かけるがすぐに切れる 
11電源が乂 5ない _ 


(Battery €□ LED がオレンジ色に点滅している場合） 

A バッテリの充電量が少ない可能性があります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのパ' ッテ U パックを取り付ける 

^バッテ U の充電について r 已章1-©バッテ U を充電する」 

(DC IN ， LED がオレンジ色に点滅している場合） 

A 電源の接続の接触が悪い可能性があります。 

バッテ U パックや AC アダプタを接続し直してください。 

^バッテ U バックの取り付け/取りはずし 

「已章1 -© バッテ U パックの取り付け/取りはずし」 

^ AC アダプタの接続 

「1章 1-0 電源コードと AC アダプタを接続する」 


A バソコン内部の温度が一定 L ソ上に達すると保護機能が働き、システムが自動的に 
停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコ 
ンの内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風 
孔のまわりには物を置かないでください。 

それでも電源び切れる場合は、保守サービスに連絡してください。 




電源を入れたび、システムび起動しない 


A ドライブやフ□ッピーディスクドライブが起動ドライブとして設定されている場 
合は、システムの入っていないメディアがセットされている可能性がありまず。 

巳 D / DVD やフ□ッピーディスクを取り出すか、システムび入ってるをのと取 
り換えてから、何かキーを押してください。 

A システムの入ってないドライブが、起動ドライブとして設定されている可能性が 
あります。 

ドライブやフ□ッピーディスクドライフから CD / DVD やフ□ッピーディスク 
を取り出し、何かキーを押してください。それでを正常に起動しない場合は、強 
制終了してください。 

強制終了のち法は「本節電源を入れるとを/切るとさ- Q. [シャットダウン]や 
[終了オプション]から電源び切れない」をご覧ください。 

強制終了した後、 〔HD キーを巧しなびら電源スイッチを巧してください。 
表示されたアイコンの中からシステムの入っているドライブ（通常は八ードディ 
スクドライブ）を©けキーで選択し、キーを押すと、システムび起動 
します。 

^起動ドライブについて「2章 1-3 起動するドライブを変更する場合」 

A @キーを巧しなが5電源スイッチを巧すと、正常な状態で起動しなおすことが 
でさます。 

@キーを押しなびら電源スイッチを押すと、画面に Windows 化張オプション 
メニューび表示されます。目的にあわせて[セーフモード]または[前回正常起 
動時の構成]を選択し、 (Enter) キーを押してください。 

^詳細について『ヘルプとサポートセンター』 


自動的に電源び入ってしま5 


A Windows のタスクスケジューラで設定されている可能性がありまず。 

タスクスケジューラで[タスクの実行時にスリープを解除する]に設定されてい 
ると、スタンバイ中や休止状態のときは自動的に電源び入り、設定したタスクを 
実行します。 

次の手順で設をを変更できます。 

① [スタート]一[すべてのプ□グラム]-[アクセサ U] 一 [システムツー 
J レ]-[タスク]をク IJ ックする 

② 設定されているタスクをダブルクI」ックする 
電源び入った時間などを参考に選がしてください。 

③ [設定]タブの[電源の管理]で[タスクの実行時にスリープを解除する]の 
チェックをはずす 

④ [0K] ボタンをク U ックずる 










A ) (ネルスイッチ機能が設定されている可能性があります。 

パネルスイッチ機能とは、ディスプレイを閉じると電源を切り、開けると電源ス 
イッチを押さなくてを自動的に電源を入れる機能です。 

次の手順で、ノ（ネルスイッチ機能の設定を解除でをます。 

① [コントロールバネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [まち省電力]をク U ックする 

② [アクション設定]タブの[コンピュータを閉じたとさ]で[何もしない]を 
選択する 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 


[シャットダウジ]や[按了オプション]か5 
電源び切れない 


A を边)+を攻+り远キーを巧して、電源を切ってください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 

• Windows XP Pro モデルでドメイン参加している場合 

① 厄肝 1 + 化巧+の司)キーを押す 

[Windows のセキュ U テイ]画面び表示されます。 

② [シャットダウン]ボタンをク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できなし鳴合は、(^+⑤キーを押してください。 

③ [シャットダウン]を選択し、 [0 ロボタンをクリックずる 

タッチパッドやマウスで操作でをない場合は、©キーや®キーで [シャッ 
トダウン]を逞択し、尼 nte りキーを押してくださし、。 

プログラムを強制終了し、電源び切れます。 

• Windows XP Home モデル、または Windows XP Pro モデルでドメイン参 
加していない場合 

① 巧而1+化巧 +( pil ) キーを押す 

[Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

② メニューバーの[シャットダウン]をク U ックする 

タッチバッドやマウスで操作できない場合は、(^+旧)キーを押してください。 

③ [コンピュータの電源を切る]をク U ックずる 

タッチパッドやマウスで操作でさない場合は、〔团キーを押してください。 
プログラムを強制終了し、電源び切れます。 

A で而 )+ 闽巧+の却キーを巧しても反応がない場合は、電源スイッチを已砂し U 
上巧してください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 
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巧用中に巧お電源び切れてしまつた 


A パソコン内部の温度が一定しソ上に達すると保護機能が働き、システムが自動的に 
停止しまず。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、バソコ 
ンの内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなりまず。通風 
孔のまわりには物を置かないでください。 

それでを電源び切れる場合は、保守サービスに連絡してください。 


しば5く操作しないとを、電源び切れる 


A Power む LED が緑色に点口してし巧場合、表示自動停止機能が働いた可能性 
がありまず。 

画面には何を表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチ 
を押さないで < ださい。 

盾 hi 巧キーやで巧)キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰し 
ます。 CRT ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに10秒前 
後かかることびあります。 

A Power む LED がオレンジ色に点滅しているか、消口の場合、自動的にスタン 
J (イまたは休止状態になった可能性がありまず。 

—定時間パソコンを使用しないときに、自動的にスタンバイまたは休止状態にす 
るよラに設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 

また、次の手順で設定を解除でさまず。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [ま芝省電力]をクリックする 

② [プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選択する 

③ [基本設定]タブで[システムスタンバイ]および[システム休止状態]の 
チェックをはずず 

④ [0 K ] ボタンをク U ックする 


間違って電源を切ってしまった 


A パソコンが処 I 里をしている最中 （Disk 〇 LED が点な中）に電源が切れてしま 
ラと、八ードディスクが故障する場合がありますので、正しい終了手順を巧って 
<ださい。 

正しい終了手順に従わずに強制終了した後、 J くソコンの動作に少しでも異常び起 
こった場合はエラーチェック（八ードディスクの検査）を行ってください。異常び 
あった場合は、画面の指示に従って操作を行ってください。 

^エラーチェックについて「本節その他- Q . セーフモードで起動した」 




Windows の起動と同時にプ□グラムび実巧をれる 


A [スタートアップ]にプ□グラムが設定されている可能性があります。 

[スタートアップ]は、設定されているプログラムを Windows 起動時に自動的 
に実行します。 

アプ U ケーシヨンをインス!ルすると、自動的に[スタートアップ]に登録さ 
れる場合びありまず。 

次の手順でプ□グラムを削除でさます。 

① [スタート]ボタンをもク U ックし、表示されたメニューから[開く]をク 
U ックする 

② [プログラム]アイコンをダブルク U ックずる 

③ [スタートアップ]アイコンをダブルク U ックする 
[スタートアップ]画面び表示されます。 

④ 削除したいプ□グラムのアイコンをク U ックし、[ファイルとフォルダのタス 
ク]の[このファイルを削除する]をク U ックずる 

[ファイルの削除の ffi 認]画面び表示されます。 

⑥[はい]ボタンをク U ックする 

⑧[スタートアップ]画面の[閉じる]ボタンをク U ックする 


A Windows のタスクスケジューラで設定されている可能性があります。 

タスクスケジューラで[実行する]に設定されていると、設定したスケジュール 
に従ってタスクを実行します。 

アプ U ケーシヨンをインス I ''ールすると、自動的にタスクび登録される場合びあ 
ります。 

次の手順で設定を変更できます。 

① [スタート]一[すべてのプログラム]-[アクセサ U ] 一 [システムツー 
ル]- [タスク]をク1」ックずる 

② 設定されているタスクをダブルク U ックする 

プ□グラムび実行された時間などを参考に選択してください。 

③ [タスク]タブで[実行する]のチェックをはずす 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 
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パソコンび化止げ態にな s ない 


A 休止状態に対応していない周辺機器 （PC 力ードなど）を取り付けていると休止 
状態になりません。 

休止状態に対応していなし個辺機器を取りはずしてから、休止状態を実行してく 
ださい。 

A [スタートアップ]に休止状態の巧げになるアプ U ケーションが設定されている 
可能性があります。 

[スタートアップ]からそのアプ U ケーションを削除し、 Windows を再起動し 
て < ださい。 

^スタートアップに登録されているアプリケーションの削除ち法 
「本節電源を入れるとさ/切るとを 
- Q . Windows の起動と同時にプログラムび実行される」 


化止巧態を設定でをない 


A 休止状態の設定になっていない可能性があります。 

次の手順で設定を変更してください。 

① [コントロールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリツ 
ク-[電源オプション]をク U ックする 

[電源オプションのプロパティ]画面び表示されます。 

② [休止状態]タブで[休止状態を有効にする]をチェックする 

③ [0 ロボタンをク U ックする 

^休止状態についてに章3-©休止状態」 



( F 12] キーを巧しなが S 電源を入れても、 
ライブを変更でをない 


A r ま芝バスワードユーティ U ティ」の「スーバーバイザバスワード」タブで設定 
されている可能性があります。 

「ま芝パスワードユーティリティ」の「スーパーバイヴパスワード」タブの 
[ユーヴポ U シーの設を]画面で [ HW セットアップ/ BIOS セットアップの使 
用を許可する]のチェックびはずれていると、 （ EH ) キーを押しなびら電源を入 
れてを、起動ドライブの選択びできません。 [ HW セットアップ/ BIOS セット 
アップの使用を許可する]をチェックしてください。 

^スーパーバイヴバスワード「日章4-©スーパーバイヴパスワード」 


吕 






【画面/表巧】 


画面に何を表示をれない 


( Power &に D び消打、またはオレンジ色に点滅している場合) 

A 電源が入っていない、またはスタンバイ状態になっています。 

電源スイッチを押してくださし、。 


電源は入っているび、画面に何も表示をれない 


(Power 6 LED び緑色に点巧している場合） 

A 表示自動停止機能が働いた可能性があります。 

画面には何を表示されませんび実際には電源び入っていまずので、電源スイッチ 
を押さないでくださし、。 

をが@キーやを@キーを押す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰し 
ます。夕+部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]〇砂前後 
かかることびあ0ます。 


A インスタントセキュリティ機能が働いた可能性があります。 

次の操作を行って < ださい。 

① ( P 行巧)キーや@巧キーを押す、またはタッチパッドを操作する 
ユーヴ名選択画面び表示されます。 

③□グオンするユーヴ名をク U ックする 

③ Windows のログオンノ f スワードを設定している場合は、パスワードの入 
力画面に Windows の□グオンパスワードを入力し、 （ Enter ) キーを押ず 

^インスタントセキュ U テイ機能について 

「3章2-©-@キーを使った特殊機能キー」 

A 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

@キーを3砂し U 上押し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプ 
レイに切り替わります。 

^詳細について「4章4テレビを接続する」 


亂画面び見にくい 


A ディスプレイを見やすし倩度に調整してください。 










画面び臥、 


A ろキーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくしてく 

ださい。 * 1 

迎こ、キーを押ずと、本体液晶ディスプレイの輝度は日音くなります。 
@キーで本体液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切つ 
たり再起動したりすると、設定はもとに戻ります。 

A 本体液晶ディスプレイ烟風の輝度が■(まく設定されている可能性がありまず。 

「まち省電力」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約ず 
る機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなり 
ます。詳細は、「まち省電力」のヘルプを参照してください。 *1 
購入時の設定では、 AC アダプタ接続時の明るさレベルは「レベル8」（最高） 

に、バッテリ駆動時の明るさレベルはバッテリの残容量に応じて r レベル4」か 
ら「レベル2」にを化するよラに設定されています。 

次の手順で設定を変更して<ださい。 *1 

① [コントロールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [ま芝省電力]をクリックする 

② [プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選択する 

③ [基本設定]タブで[画面の明るさ]を設をする 

[設定]ボタンをクリックすると、バッテリの残容量ごとに画面の明るさを設 
定でさます。 

瞄除]ボタンをク U ックすると、バッテリの残容量ごとの設定は無効になり 
ます。 

④ [0 ロボタンをク U ックする 

本体お晶ディスプレイのバックライト用堂光管は使用を続けるにつれて発光量び 
徐々に減少し、表示画面び暗くなります。設定を変更してを明るくならない場合 
は、使用している機種を確認後、購入店、またはな守サービスに相談してくださ 
し、。本体液晶ディスプレイはち寿命部品（ち償修理）となります。 *2 

* 1この設定は、が部ディスプレイには反映されません。 

*2 ち寿命部品については「10量4アフターケアについて」をご覽ください。 





画面の表示やちびはつを日しない 


A 本体液晶ディスプレイの解像度を既定のサイズよりもルさく設定している場合、 
画面の表示がはっきりしません。また、色数を少ない設定にしている場合、画面 
の色がはっさりしません。 

次の手順で設定を変更してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[デスクトップの表示とテーマ]をクリック 
- [画面]をク U ックする 

② [設定]タブで設定を変更する 
• 表示びはっきりしない場合 

[画面の解像度]をディスプレイの解像度に合わせて変更してください。 

• 色びはっさりしない場合 

[画面の色]を[最高 （32 ビット)]に設定してください。 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 

^ディスプレイの解像度について「3章4ディスプレイ」 


CRT デイスプレイで画面のちびにじんだよ5に表示をれる 


A テレビ、オーディオ機器のスピーカなど強力な磁気を発生する電気製品の近くに 
設置している場合は、表示がにじむ場合があります。 

パソコンと電気製品との距離を離してください。 


^本な液晶ディスプレイとか部ディスプレイを、化張表示または、 
■ Clone 表示（ク□-ン表示）に設定しているとを、 

■ か部ディスプレイにノイズび表示をれる_ A 


A が部ディスプレイの解像度、色数、 U フレッシュレートを下げてください。 

設定ち法については、『が部ディスプレイに付属の説明書』を確認してください。 


画面の表示び遅い 


A 画面の解像度または色数を高く設定していると、アプ U ケーシヨンによっては表 
おが遅くなります。 

[画面のプ□パティ]で[画面の解像度]や[画面の色]を変更してください。 



テレビ表示/本付:巧晶デイスプレイとテレビの同時表示に 
設定でをない 


A テレビ表おや本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示中に、巧のよ5な状態に 
なることがありまず。 

•スタンバイまたは休止状態になったとさ、@+司キーを押して本体液晶 
ディスプレイへ表示装置を変更ずると、その後 ( FH 1+[ f 巧キーを押してテレビ 
表おまたは本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示に設定でさない 

このよラなとさは、尼面)+のでキーを押して表示される画面で表示装置 
を切り替えてください。 

^設定について「4章 4-2 テレビに表示する」 


WinDVD で DVD - Video を再生すると、 

画像び上下に細かく揺れる、または正常に表示されない 


* DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD-ROM & CD-R/RW ドライブモ 
デルのみ 

A 次のよ5に設定すると、正常に表おされる場合があります。 

① 「 WinDVD 」 を起動し、[コントロールパネル]画面ち側にある[サブパネル] 
ボタンを ク U ック^ [ディスプレイ]を逞おする 

② [サブパネル]画面ち側にある[セットアップ]ボタンをク U ックする 

③ [セットアップ]画面の[ビデオ]タブで、[ビデオ八ードウェア構風の 
[八ードウェアデコードアクセラレーシヨン使用]のチェックをはずす 
ずぐ下の[八ードウェアカラーアクセラレーシヨン使用]も、チェックびは 
ずれるので確認してください。 

④ [0 K ] ボタンをク U ックする 

通常、 DVD - Video を再生する場合は、購入時の設定を推奨しまず。 


同時表示にしているとを、 
DVD - Video の画像び表示されない 


* DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD-ROM & CD-R/RW ドライブモ 
デルのみ 

A いったん DVD 再生を終了し、巧のいずれかを実行してか S 再び DVD 再生を 
行ってください。 

• 表示解像度や CRT のリフレッシュレートを下げる 
• 本体液晶ディスプレイまたは外部ディスプレイのみに表示するよラ設をを 
変更する 




[Windows] 


内蔵時計び合っていない 


A 次の手順で[日付と時刻]を修正してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[日付、時刻、 i 也域と言語のオプション]を 
ク U ック^ [日付と時刻を変更する]をク U ックする 

② [時刻]に表示されている、デジタル時計の数字の部分をク U ックする 

r 時：分：砂」で項目び分かれているので、変更したい部分をク1」ックしてく 
ださい。 

③ デジタル時計のち端にある ▲ ▼ ボタンで、時刻の修正を行ラ 

④ [OK] ボタンをク U ックする 

A 長い間ノ（ソコンを使用しないと時計用バッテ U の充電が不十分になります。 

パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を入れて時計用バッテ1」を充電して 
<ださい。 

A 充電してもしば S くすると内蔵時計が合わなくなる場合は、時計用バッテリの充 
電機能が低下している可能性があります。 

保守サービスに連絡してください。 


パソコンの処巧速度び遅くなつた 


A 「まち省電力」の設定で、 CPU の処理速度が切り替わった可能性があります。 

また、ご購入時の状態のプ□ファイルは、 AC アダプタを接続しているときは 
[フルパワー]、バッテ U 駆動で使用するとさは[ノーマル]に設定されています 
ので、 AC アダプタ接続時に比べてバッテ U 駆動時のパソコンの処理速度は遅く 
なります。 

CPU の処理速度は次の手順で変更でさまず。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
クー [まち省電力]をク U ックする 

② [プ□ファイル]で利用ずるプ□ファイルを選択する 

Pentium モデルの場合、この後[基本設定]タブのに PU の制御方法]で 
[自動]または[固定]をチェックしてください。 

(IKCPU の処理速度]をスライダーバーで設定する 
数字び大さいほど、高まで処理します。 

④ [OK] ボタンをク U ックする 

^省電カモードについて「已章2省電力の設定をする」 
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A パソコンの CPU が高温になり、自動的に処理速度が遅くなった可能性があり 
ます。 

しばらく作業を中止すると、 CPU の温度び下びり処理速度び元に戻ります。 
CPU び高温になった場合の対処ち法については r ま芝省電力」で設定でさます。 

① [コント日ールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [東芝省電力]をクI」ックする 

② [プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選がする 

③ [基本設定]タブの [CPU の熱制御ち法]をスライダーバーで設定ずる 

④ [0 ロボタンをク U ックする 

「ま芝省電力」で設定していてを、パソコン使用中の CPU の過熱びおさまらな 
いときは、危険防止のため自動的に電源び切れます（危険防止機能)。この場合 
は、涼しい場所でしばらくパソコン本体を放置してから使用してください。 
それでも電源び切れる場合は、保守サービスに連絡してください。危険防止機 
能び働いて電源び切れたときは、保存していないデータは失われる場合びあり 
ます。 

定期的にデータの J (ックアップを取るよラにしてください。 

A 八ードディスクの空さ容量が少なくなり、処I里速度が遅くなった可能性があり 
ます。 

不要なファイルなどを削除して、八ードディスクの空さ容量を増やしてください。 
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【バッテリ駆動で®用ずるとを】 



LED び点滅した 


A バッテリの充電量が残り少ない状態です。 

ただちに次のいずれかの対処を行ってください。 

• パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を供給する 
• 電源を切ってから、フル充電のバッテ U パックと取り換える 
対処しないと、休止状態び有効に設定されている場合、パソコン本体は自動的に 
休止が態になり、電源を切ります。 

休止が態び無効に設定されている場合、ノ（ソコン本体は何ちしないで電源び切れ 
ますので、保存されていないデータは消失します。休止状態を有効にしておくこ 
とを推奨しまず。購入時は有効に設定されています。 

また、データはこまめに保存しておいてください。 

^バッテ U の充電ち法 r 巳章1-©バッテ U を充電する」 


H 巧電したはずのパッテリパックをほ用しても 
■ Battery LED びオレンジをに点滅する 


A バッテリバックは使わずにいても充電量が少しずつ減っていきます。 

もう1度充電してください。 

充電しても状態びをわらない場合は、バッテ U を再充電してみてください。 

^再充電について r 已章 1-0-2 バッテ U を長持ちさせるには」 

バッテ U を再充電しても状態びをわらない場合は、バッテ U パックの充電機能び 
低下している可能性びあります。別売りのバッテ U パックと交換してください。 
それでち状態び変わらない場合は、パソコン本体び故障していると考えられま 
ず。保守サービスに連絡してください。 

^バッテ U の充電量について「已章 1-0 バッテ U 充電量を確認する」 


パッテリ駆動でしば S く操作しないとを、電源び切れる 


A 自動的にスタンバイまたは休止状態になった可能性があります。 

一定時間ノ（ソコンを使用しないときに、自動的にスタンバイまたは休止状態にす 
るよラに設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 



また、次の手順で設定を解除でさます。 

①[コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [ま芝省電力]をクリックする 
③[プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選がする 

③ [基本設定]タブで[システムスタンバイ]および[システム休止状態]の 
チェックをはずす 

④ [0 ロボタンをク U ックする 

【キーボード】 


キーを巧してち义字び表示をれない 


A システムが処理中の可能性がありまず。 

ポインタび砂時計のお（浸）をしている間は、システムび処理をしている状態 
のため、キーボードやタッチバッドなどの操作を受け付けないとをびあります。 
システムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 


キーボードか5义字を入力しているとをにカーソルび 
とんでしま5 


A 文字を入力しているとさに誤ってタッチバッドに軸れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまラことがありまず。 

次のいずれかの操作を行ってください。 

• キー入力時にタッピング機能が効かないよ5に設定する 

① [コントロールパネル]を開き、[プリンタとその他の八ードウ エア] をク 
リック-[マウス]をクI」ックする 

② [お張]タブの[化張機能の設定]ボタンをクリックする 

③ [タッチパッド]タブの[ポインタ速度とタッピングの設定]で[設定] 
ボタンをク1」ックする 

[タッチバッドの詳細設定]画面び表示されます。 

④ [タッピング]で[タッピングを有効にする]のチェックをはずす 

⑤ [0K] ボタンをクリックする 

♦タッチパッドを無効に設定ずる 

キーを巧して、タッチパッドを無効に切り替えてください。 

^詳細について「3章 3-0 タッチパッドを無効/ち効にするには」 


r\j (パックスラッシュ）び入力できない 


A 日本語フォントでは「\」は入力できません。 

E3 を押すと¥び表示されますび、「\」と同じ機能を持ちまず。 


ひ5びなや漢字の入力びでまない 


A 日本語入カシステムがの入カモードが対応していない状態になっています。 
を/谊キーを押し、入カモードを切り替えててください。 


ボードで入カモードを切り替えたい 


A 次のショートカツトキーを利用して入カモードを変更でをます。 


巧 hift)+ に apsLock 英数)キー 

大文字□ック状態 

の巧 +( カタカナ/ひらびな)キー 

n —マ字入力/カナ入力の切り替え 

@ + fFl 印キー 

アロー状態 

阮 +〔F1 1片一 

数字□ック状態 


キーに印刷をれた义字と違5义字び入力をれてしまう 


A キーボードドライ>/(の設定が正しくない可能性があります。 

次の手順でドライノ（を再設定してください。 

① [コントロールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリツ 
クずる 

② [システム]をク U ツクずる 

[システムのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [八ードウ エア] タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク U ツクする 
[デバイスマネージャ]画面び表示されまず。 

④ [キーボード]をダブルク U ツクする 

⑤ 表示されたキーボードドライバ名をダブルク1」ツクずる 
キーボードのプロパティ画面び表示されます。 

⑥ [ドライバ]タブで[ドライバの更新]ボタンをク U ツクする 
[八ードウエアの更新ウィヴード]画面び表示されます。 

⑦ [一覧または特定の場所からインストールずる]を逞択し、[次へ]ボタンを 
ク IJ ツクする 

⑨[検索しないで、インス!''ールするドライバを選択する]を選択し、[次へ] 
ボタンをク1」ックする 
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⑨ [互換性のある八ードウェアを表示]のチェックをはずず 
[製造元]と[モデル]の一覧び表示されます。 

⑩ [製造元]から[(標準キーボード)]、[モデル]から[日本語 PS/2 キー 
ボード （106/109 キ ーCtrl +英数)]を還択して、炊へ]ボタンをク U ッ 
クする 

[ドライバの更新警告]画面び表示されます。 

⑩[はい]ボタンをク U ックする 

ドライバびインストールされ、[八ードウェアの更新ウイヴードの完了]画面 
び表示されます。 

⑩[完了]ボタンをク U ックする 

⑩キーボードのプ□バテイ画面で[閉じる]ボタンをク U ックずる 

[システム設定の変更]画面び表示され、「今コンピュータを再起動します 
か？」といラメッセージび表示されます。 

⑩[はい]ボタンをクリックする 
パソコンび再起動します。 


どのキーを巧してち反応しない 

設定はあつているび、巧望の义字び入力でをない 


A [スタート]メニューか 5 再起動してください。 

この場合、な存されていない作成中のデータは消失します。 

A [スタート]メニューか 5 再起動でさない場合は、で面] +( Ait ) + (5 印キーを押し 
て、再起動してください。 

この場合、な存されていない作成中のデータは消失します。 

A を面0+ ( pi +巧前キーを巧して再起動できない場合は、電源スイッチを已巧 
じ Lb 巧してください。 

電源び切れまず。この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 
しばらくしてから電源を入れ直してください。 

強制終了した後バソコンの動作に少しでを異常び起こった場合は、エラーチェッ 
ク（八ードディスクの検査）を行ってください。異常びあった場合は、画面の指 
おに従って操作を行ってください。 

エラーチェックについて「本節その他- Q. セーフモードで起動した」 


ボードに巧み物をこぼしてしまつた 


A 飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消失 
などのおそれがあります。もし、液体がバソコン内部に入ったときは、ただちに 
電源を切り、 AC アダプタとバッテリバックを取りはずして、購入店、または保 
ずサービスにホ目談してください。 


192 



【タッチパッド/ 7 ウス】 

* マウスは別売りです。 


タッチパッドやマウスを動かしてち画面のポインタび 
動かない（反応しない） 


A システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび砂時計のあ（憂）をしている間は、システムび処理中のため、タッ 
チパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 

A タッチバッドのみ操作を受け付けない場合、タッチバッドが無効に設定されてい 
る可能性があります。 

キーを押して、タッチパッドを有効に切り替えてください。 

^詳細について「3章 3-0 タッチパッドを無効/有効にずるには」 


ダブルクリックび5ま < でまない 


A 次の手順で、ダブルク IJ ックの速度を調節してください。 

① [コントロールバネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウ エア] をク 
U ック-[マウス]をク IJ ックする 

② [ボタン]タブで[ダブルク1」ックの速度]のスライダーバーを左ちにドラッ 
グずる 

③ [OK] ボタンをク U ックする 


ポインタの動をび遅い/速い 


A 次の手順でポインタの速度を変更してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[プ U ンタとその化の八ードウエア]をク 
U ック-[マウス]をク IJ ックする 

② [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

③ [OK] ボタンをクリックする 


A ボール式マウスを使用している場合、マウス内部がミちれていないか確認してくだ 
さい。 

マウス内部び巧れていると動をび鈍くなります。マウス内部の掃除を行ってくだ 
さい。 

マウスの手入れについては『マウスに付属の説明書』をお認してください。 
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A 平 5 な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴ5などびある場合は 
取り除いて < ださい。 

また、マウスの動きを滑らかにするには、マウスパッドの使用を巧奨します。 


USB マウスびほえない 


A マウスとパソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はできませ 
ん。マウスのプラグを正しく接続してください。 

マウスの接続については、『マウスに付属の説明書』を確認してください。 


A 新しく接続した八ードウエアとして認識されていない可能性があります。 
次の手順で[新しい八 ー ドウエアの追加ウィ ヴー ド]を実行してください。 

① [コントロールパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
IJ ックする 

② [関連項目]の[八ードウエアの追加]をク U ックする 
[八ードウエアの追加ウィヴード]び起動しまず。 

③ [次へ]ボタンをクリックする 
画面の指示に従って操作してください。 


[CD/DVD] 

* ドライブ内蔵モデルのみ 


CD / DVD にアクセスでをない 


A ディスクトレイがさちんとしまっていない場合は、カチッと音がするまで押し込 
んで < ださい。 

^■巳 D/DVD のセット「3章已-包-] CD/DVD のセット」 

A CD / DVD がさちんとセットされていない場合は、ラベルの面を上にして、水 
平にセットしてください。 

A ディスクトレイ内に異物がある場合は、取り除いてください。 

何かはさまっていると、故障の原因になります。 




A CD / DVD がちれている場合は、乾燥した清潔な巧でふいてください。 

それでをちれび落ちなければ、水または中性洗剤で湿らせた巧でふき取ってくだ 
さい。 

CD/DVD の手入れ「10章3-已 CD/DVD」 

A CD / DVD を認識していない可能性がありまず。 

ディスクトレイ LED び点滅している間は、まだ認識されていません。 

消灯するまで待って、をラ1度アクセスしてください。 


イスクトレイ LED び消えない 


A 大量のデータを処理しているときは、時間がかかります。 

LED び消えるまで待ってください。 

どラしても消えないときは作業を中断し、再起動してください。この場合、保存 
されていない作成中のデータは消失しまず。 

^再起動のち法「本節キーボード- Q. どのキーを押してを反応しない 
設定はあっているび、希望の文字び入力でさない」 
再起動できない場合は、電源スイッチを已砂し U 上押し、電源を切ってから、も 
ラ1度電源を入れて<ださい。この場合、保存されていない作成中のデータは 
消失します。 

再起動後、同じ操作を行ってわ、 LED び消えない場合は、電源を切り、保守 
サービスに 連絡してください。 


CD / DVD をセツトしてち自動的に起動しない 


A 自動起動に対応している CD/DVD でも、自動的に起動しない場合があります。 
起動している全てのアプ U ケーシヨンを終了し、 CD / DVD をセットし直して 
ください。 

それでを起動しない場合は次の手順で起動できます。 

① [スタート]一[マイコンピュータ]をク U ックする 

② ドライブのアイコンをダブルク U ックずる 


CD / DVD び取日出せない 


A バソコン本体の電源が入っていないと、イジェクトボタンを押してもディスクト 
レイは出てさません。 

電源を入れてから、イジェクトボタンを押して<ださい。 

CD/DVD の取り出し巧章巨-包-2 CD/DVD の取り出し」 
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A パソコン本体の電源が入っている場合は、 CD/DVD を使用しているアプ U 
ケーシヨンをずベて終了してください。 

終了後、イジエクトボタンを押してください。 

A CD/DVD を使用しているアプ U ケーシヨンをすべて終了していてを、 CD/ 
DVD が取り出せない場合は、バソコンを再起動してください。 


パソコン本体の電源び乂 S ないため、 
CD / DVD び取り出せない 


A ドライブのイジエクトホールを先の細い丈夫なちので巧してください。 

イジエクトホールは、巧れにくいちの（例えばクリップを伸ばしたをのなど）で 
押して < ださい。 

折れた破片びパソコン内部に入ると、故障の原因になります。電源び入らないと 
さじ(列■はこの処置をしないでください。特に、パソコンの動作中は絶対にしない 
で < ださい。 

イジエクトホール「3章日-包-2 CD/DVD の取り出し」 


DVD - Video をドライブにセツトしたとを、再生する 
アプリケーシヨンや操作を選がする画面び表示されない 


A 巧の手順で設定を変更してください。 

① [マイコンピュータ]で DVD をセットしているドライブのアイコンをちク 
U ックし、[プ□パティ]をク U ックする 

② [自動再生]タブで 「DVD ムービー」を選がし、風作]で[動作を毎回選択 
する]をチェックする 

③ [0 ロボタンをク U ックする 

【ヴウンド機能】 


スピーカか5音び聞こえない 


A へッドホン出力端モか S へッドホンを取りはずしてください。 


A J くソコン本体のボ U ュームダイヤルで音量を調節してください。 

A スピーカの設定がミュート（消音）になっている可能性があります。 

(FH1+ 作品!キーを押してミュートを解除してください。 
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A 標準の[優先するデバイス]が変更されている可能性があります。 

次の手順で設定を変更してください。 

① [コントロールパネル]を開き、[サウンド、音声、およびオーディオデバイ 
ス]をク U ックする 

② [サウンドとオーディオデバイス]をク U ックする 

[サウンドとオーディオデバイスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [オーディオ]タブで[音の再生]の[既定のデバイス]を正しく設定する 

④ [OK] ボタンをクリックする 


A 上記の操作を行っても音量が変わ6なければ、標準のサウンドドライバが壊れて 
いるか、誤って消去された可能性があります。 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 
をク U ックし、表示された画面に従ってサウンドドライバを再インストールして 
<ださい。 


サウンド再生時に音淸びび発生する 


A PC 力ード接続の A - ドディスクドライブまたはドライプの動作中にサウンドの 
再生を行ラと、音飛びが発生する場合があります。 

【インターネット】 


ホームぺージが表巧でをない 


A ホームぺージが使用しているプロトコルがバソコンの設定と一致していない可能 
性があります。 

ご購入時は、 HTTP 1 .0 プロトコルを使用しているホームページには接続できな 
し馈定になってし)ます。 

次の手順で設定を変更してください。 

① [コントロールパネル]を開き、[ネットワークとインターネット接続]をク 
U ックする 

② [インターネットオプション]をク U ックずる 
[インターネットのプ□バティ]画面び表示されます。 

③ [詳細設定]タブで口□キシ接続で HTTP1.1 を使用する]のチェックをは 
ずず 

④ [OK] ボタンをク U ックする 

ただし、[プ□キシ接続で HTTP1.1 を使用する]チェックをはずすと、 

「Norton AntiVirusJ の LiveUpdate ができなくなる場合がありますので、 
LiveUpdate を行うときはチェックを付けておくことをおすすめします。 
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随信機能】 

* 無線 LAN モデルのみ 


誦 LAN 機能び巧えない 


A 無線 LAN 機能が Off になっている可能性がありまず。 

次のいずれかの操作を行ってください。 

• ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチび Off の場合は On にしてください。 
• Confi 呂 Free でデバイスを有効に切り替えてください。 

次の操作を行って < ださい。 

① 通知領域の [Confi 呂 Free] アイコンをクリックする 

「デバイス」の下に表示されている項目び、使用でさるデバイスです。 

② ち効にしたいデバイスにポインタをあわせ、表おされたメニューから[ち 
効]をクリックする 

调巧機器】 

周辺機器については 「4 章周辺機器の接続」、『周辺機器に付属の説明書』ちあわせ 
て確認してください。 


周辺機器を取り付けているとをの電源を入れる順番は 


A 周辺機器の電源を入れてか6バソコン本体の電源を入れて<ださい。 

USB 対応機器など、周辺機器によっては、パソコン本体び起動した後に電源を 
入れてち使ラことびでさるをのびあります。 


周辺傑巧を取り付けたび正し < 動かない 


A パソコン本体が周辺機器を、「新しい八ードウてア」として認識していない可能 
性があります。 

次の手順で[八ードウエアの追加ウィヴード]を実行してください。 

①[コント□-ルパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
U ックする 

③[関連項目]で[八ードウエアの追加]をク U ックする 
[八ードウエアの追加ウィヴード]び起動しまず。 

③[次へ]ボタンをクリックする 

画面の指示に従って操作してください。 


A 接続ケーブルが正しく接続されていない可能性があります。 

接続ケーブルを正しく接続し直してください。 

^周辺機器の接続について「4章1周辺機器について」 


A システム （ OS ) に対応していない可能性があります。 

周辺機器によっては、使用でをるシステム （0S) び限られているものびありま 
す。使用しているシステム （0S) に対応しているか確認してください。 


増設メモリび認識をれない 


A メモ U を増設しても「システム情報」などでメモ U 容量の数値が変わ S なかった 
場合、バソコンが増設メモ U を認識していない可能性があります。 

「4章7 メモ U を増設する」を参照して、増設メモリを取りはずしてから、ちラ 
1度取り付けてください。 


【 PC 力ード】 


PC 力ードび認識をれない 


PC 力ードが奥までしっかり差し込んであるか確認してください。 
^ PC 力ードの接続について「4章2-© PC 力ードを使う」 


PC カードの挿入は認識をれるびデ八イスとして認識されない 


A PC 力ードによっては、使用でさるシステム （0 S ) が限6れているものがあり 
ます。 

使用しているシステム (0S) に対応しているか、 『PC 力ードに付属の説明書』 
を確認してください。 

A 本製品は Windows 専用モデルです。コマンドプ□ンプト上での PC 力ードの使 
用はヴポートしていません。 
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因つたとさは 



PC 力ードは認識をれるびほ用でをない 


A 旧 Q が不足している可能性があります。 

次の手順で使用しないデバイスを[デバイスマネージャ]で使用不可にしてくだ 
さい。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
クー[システム]をク IJ ックする 

② [八ードウエア]タブで[デバイスマネージャ]ボタンをクリックする 
[デバイスマネージャ]画面び表示されます。 

③ 使用しない装置の種類をダブルク U ックする 

④ 表示される項目から使用しないデバイスをもク U ックし、撫効]をクリック 
する 

⑤ メッセージび表示されたら[はい]ボタンをクリックする 

⑥ [デバイスマネージャ]を閉じる 

⑦ [システムのプ□パテイ]画面で [0 ロボタンをク U ックする 

【 USB 巧応機器】 


USB 対応機器びほえない 


A ケープルが正しく接続されていない可能性がありまず。 

ケーブルを正しく接続し直してください。 

^接続について「4章3 US 目対応機器を接続する」 

A 電源を入れる必要のある機器の場合、 USB 対応機器の電源が入っているかどラ 
か確認してください。 

A 何5かの原因で、システム （0 S ) が正しく USB 対応機器を認識していない巧 
能性があります。 

Windows を再起動してください。 


A ドライバが正しくインス I ルされていない可能性があります。 

次の手順でインス I ''ールしてください。 

① [コントロールバネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
U ックずる 

② [関連項目]で[八ードウエアの追加]をク1」ックずる 
[八ードウエアの追加ウィヴード]び起動します。 

③ [次へ]ボタンをク U ックする 
画面の指示に従って操作してください。 


化止が態か5復帰を、 USB 巧応機巧び正常に動作しない 


A 休止状態に対応していない USB 対応機器を接続している可能性があります。 

US 目対応機器を US 目コネクタから取りはずし、もラ1度接続してください。 
それでも USB 対応機器び正常に動作しない場合は、パソコンを再起動してくだ 
さし、。 


【アプ U ケーシヨン】 


アプリケーシヨンびほえない 


A 正しくインス I -― ルしていない可能性があります。 

『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』を読んで、正しくインストールしてください。 


A システム （ OS ) に対応していない可能性があります。 

アプ U ケーシヨンによっては使用できるシステム (0 S ) び限られているものび 
友 D ます。 

詳しくは、『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』をお認してください。 


A メモ U 容量が足りない可能性があります。 

アプ U ケーシヨンを起動するために必要なメモ U 容量びない場合は、そのアプ U 
ケーシヨンを使用ずることはできません。必要なメモ1」容量は、『アプ1」ケー 
シヨンに付属の説明書』をお認してください。 

また、本製品は、必要に応じてメモリを増設することびでをます。 

^ メモ U の増設について「4章7 メモ U を増設する」 


A アプ U ケーシヨンによっては、システム構成の変更が必要です。 

『アプリケーションに付属の説明書』を読んで、システム構成を変更してください。 
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アプリケーシヨンび操作でをな<なつた 


A アプ U ケーション使用中に操作できなくなった場合は、次の手順でアプリケー 
ションを強制終了してください。 

終了後、ちう]度アプリケーションを起動してください。この場合、アプリ 
ケーションで編集していたデータは保存でをません。 

①巧を n + 化厅1+巧前キーを押ず 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

[ Windows のセキュ U ティ]画面び表おされた場合は、[タスクマネージャ] 
ボタンをク I 」ックして<ださい。 

◎[アプリケーション]タブで[応答なし]と表示されているアプ U ケーション 
をク IJ ックずる 

③[タスクの終了]ボタンをク U ックずる 
アプ U ケーションび終了します。 


■ 購入時に入っていたアプリケーションを 
II 誤って削除してしまった_ 


A 本製品にあ5かじめインス!ルされている（プレインス I -- ルされている）ア 
プ1」ケーシヨンやドライバは再インス I ルできます。 

[スタート]-[すべてのプログラム]-[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 
をクリックし、表おされた画面に従ってアプリケーションを再インス!-ールして 
<ださい。 


【 TPM 】 

*TPM 搭載モデルのみ 


誤って TPM を初期化してしまった 


A 緊急時復元用アーカイブファイルと緊急時復元用 I クンファイルを使用して、 
TPM の設定を復元してください。 

^復元ち法 『Trusted Platform Module 取扱説明書8障害からの復帰』 




TPM を使用しているパソコンを、修理 • 巧守に出したい 


A TPM を使用している場合、修理•保ずに出す前に、巧の項目を実行または確認 
してください。 

-八ードディスクドライブの必要なデータをバックアップにとる 
- PSD の内容を、別途が部記憶メディアにバックアップをとる 

-八ードディスクドライブに緊急時復元用アーカイブファイルを作っている場 
合は、が部記憶メディアにバックアップをとる 

- Security Platform 初期化ウィヴード設定時に作成した緊急時復元用卜ーク 
ンファイルびあるか確認する 

•控えておいた「所有者パスワード」、「緊急時復元用!-ークン」用のパスワー 
ドを確認する 

なお、修理.保守に出ずと、 TPM に故障びなくても、 TPM び交換される場合 
びあります。 

交換されたり、 TPM び初期化された場合、 Windows にログオンした後（八一 
ドディスクドライブには障害や問題びなく Windows へログオンでをる場合)、 

通巧領域の旧 ecurity 円 atform ] アイコンに TPM び初期化されていない内容 
のメッセージび表示されまず。その場合は、緊急時復元用アーカイブファイル、 
緊急時復元用 I -ークンファイルを使って、 TPM の設定を復元してください。 

^復元ち法 『Trusted Platform Module 取扱説明書8障害からの復帰』 
保守サービスについては、「10章4アフターケアについて」と『ま芝 PC サ 
ポートのご案内』を確認してください。 

【メッセージ】 


rPassword = J と表示された 


A 「ま忌バスワードユーティリティ」または BIOS セットアップで設定したバス 
つー ドを入力し、 〔巨 rrt 品) キーを巧してください。 

ノ（スワードを忘れた場合は、ノくスワードファイルを使用してください。 

パスワードファイルびない場合は、使用している機種を確認後、保守サービスに 
連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 HD □パスワードをちれ 
てしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用できなくなり、交換巧 
応となります。この場合を有償です。また、どちらの場合も、身分証明書（お客 
様自身をお認できる物）の提ホび必要となります。 

^パスワードについて「己章4パスワードセキュ U ティ」 



因つたとさは 






I r パスワードをちれてしまいましたか ？ j 
r パスワードび誤っています。 j と表示された 


A 入カモードの状態により大文字/ル文字を誤って入力した可能性があります。 

Caps Lock LED を確認してください。必要に応じて 巧而巧 + に apsLock 英数) 
キーを押して入力の状態を切り替え、をラ1度入力してください。 


画面び青くなり、巧のよ5なメッセージび 
画面一面に表示をれた 


• FA problem has been detected and windows has been shut down to 
prevent dama 呂 e to your computer 」 

A 八ードウエアの接続に不具合が起きた、または何 S かの原因で電源を切る前の状 
態を再現できなくなったとい5 メッセージでず。 

休止状態のまま増設メモリの取り付け/取りはずしをしたとをなど I こ表示されま 
す。電源を切る前の状態は再現でをません。 

次の操作を行って < ださい。 

① 電源スイッチを已秒じ(上押し、バソコンを強制終了する 

② 再び電源スイッチを巧して、パソコンを再起動する 

「システムを前の場所から再起動できませんでした。」というメッセージび表 
示されます。 

③ r 復元データを削除してシステムブートメニューにすすみます」び反転表示し 
ていることをお認し、 fEnte ろキーを押す 

Windows び起動します。 


■ 


FRTC battery is low or CMOS checksum is 
inconsistentj rPress [ Fl]Key to set Date / Time.J 
と表示をれた 


A 時計用バッテ U が不足しています。 

時計用バッテ U は、 A 巳アダプタを接続し、電源を入れているとさに充電されます。 

^時計用バッテ U について「已章バッテ U 駆動」 

AC アダプタを接続後、次の手順で、 BIOS セットアップの日付と時刻を設定し 
て < ださい。 

① fTl キーを 押す 

BIOS セットアップ画面び表示されます。 

② 团 0 S セットアップのに ate ] と [ Time ] で日付と時刻を設定する 

^曰付と時刻の設定ち法について 

「己章3-©-2 SYSTEM DATE / TIME 」 
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③ を^ + Q キーを押す 

お認のメッセージび表示されます。 

④ ® キーを 押す 

BIOS セットアップび標準設定の状態になり、終了しまず。 
パソコンび再起動します。 


■ 化止が態か S 復帰したとを、 

r 化止モードを準備しています J と表示された 


A [コント□—ルバネル]の[ユーヴアカウント]一[ユーザーの□グオンや□グ 
オフの方法を変更する]の[ようこそ画面を使用する]がチェックされている 
と、休止状態か S 復帰したときにメッセージが表おされる場合があります。 

ログオンしたいユーヴ名をク U ックしてください。正常に□グオンでさます。 


r システムは体止が態か S の復帰にホおしました J と表示をれた 


A 休止状態が無効になったというメッセージです。 

電源を切る前の状態は再現できません。 

[復元データを削除してシステムブートメニューにすすみます]を選択し、 
を巧品) キ-を押してください。 

Windows が起動します。 


:¥ >_のように表示をれた 


A コマンドプ□ンプトが全画面表示されています。 

次のいずれかの操作を行って<ださい。 

参コマンドプ□ンプト画面をウィンドウ表示に切り曾える 

のの+ 尼瓦品) キーを押して < ださい。 

参コマンドプ□ンプト画面を終了ずる 
①眞を)①①と キーを 押ず 
③ ( Enter ) キーを 押す 








r セキュ u ティな護のため、コンピュータにアクセスでまるアクティブ 
コンテンツは表示されないよう、 Internet Explorer で制旧されていまず… J 
とい5よ5なメッセージが書いてある、[情甜 A-] 画面び表示された ^ 


A Internet Explorer を使用するアプ U ケーションを起動しているとき、セキュリ 
ティ保護のためブ□ックされていると、[情報パ'—]画面が表示され、画面が正 
常に表示されない場合がありまず。 

この場合、アプ U ケーションで使用しているコンテンツびセキュ U ティ保護のた 
めブロックされています。次の手順で r 危険性の説明」をご覧ください。 

①[情報バ ー] 画面の「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスでき 
るアクティブコンテンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限さ 
れています。オプションを表示するには、ここをクリックしてください'''」 
をク IJ ックする 

③[危険性の説明]をク U ックする 

コンテンツの危険性に関する説明び表示されます。必ず内容をご確認ください。 


その他のメツセージび表示をれた 


A 使用しているシステムやアプ U ケーシヨンの説明書を確認してください。 


【その他】 


rpc 診断ツール J で診断した5、 

八ードディスクにけぷ題あり J と表示をれた 


A 「 PC 診断ツール」で「八ードディスク」の診断をずると、フォーマットされて 
いない装置は「問題あり」と表示されまず。 

必要に応じて、フォーマットしてください。 


-フモードで起動した 


A 周辺機器のドライバやアプ U ケーシヨンが原因で不具合を起こしている可能性が 
あります。 

次の手順で八ードディスクをチェックしてください。 

①[スタート]一[マイコンピュータ]をク U ックする 
③（巳：）ドライブをクリックする 

③ メニューパ'-から[ファイル]一[プ□バティ]をク U ックずる 

④ [ツール]タブの[エラーチェック]で[チェックずる]ボタンをク U ックする 


⑤ [チェックディスクのオプション]画面で[不良セクタをスキャンし、回復 
する]をチェックする 

⑥ [開始]ボタンをク U ックする 

チェ ックを J (ソコンを再起動し、通常起動するか確認してください。 

上記の操作を行っても正常に起動しない場合は、まち PC ダイヤルに連絡してく 
ださい。 

セーフモードについて『ヘルプとサポートセンター』 


パソコン本な:か S カリカリとをな音びする 


A 八ードディスクが自動保存を行っていまず。 

パソコン操作中は、自動的にデータの保存などの内部作業び行われています。 
A - ドディスクび動作ずる音び聞こえますび、問題はありません。 

極端に異常な音び聞こえるなど、おかしいと思われる状態び発生したとさは、購 
入した販売店またはな守ヴービスまで連絡してください。 


甲高い音びする 


A ハウ U ングを起こしています。 

八ウ U ングとは、スピーカから出た音びマイクに入り再びスピーカに返されるこ 
とで、音び増幅し発生する高く大きな音のことでず。 

使用するアプ U ケーシヨンによっては、マイクとスピーカとで八ウ U ングを起こ 
すことびあ0ます。 

次のち法で調整して < ださい。 

•パソコン本体のボ U ュームダイヤ j レで音量を調整する 
• 外部マイクをパソコン本体から遠ざける 
• 使用しているソフトウエアの設定を変える 
• ボ U ュームコント□ールの設定で音量を調整する 

^ボ U ュームダイヤル、ボ U ュームコント□-ルについて 
「3章已-〇スピーカの音量を調整する」 


テレビやラジオの音び聞こえて < る 


A モジュラーケーブルがテレビ•ラジオの音を拾っている可能性があります。 

モジュラーケーブルを延長して、パソコン本体と電話回線を接続してし)る場合 
は、標準のモジュラーケーブルのみを使用して確認してください。 

また、モジュラーケーブルにノイズ除去用部品を取り付けてください。 

それでを解ミ夫できない場合は、電話回線自体びノイズを拾っている可能性びあり 
ます。契約している電話会社に相談してください。 
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パソコンの巧< にあるテレビやラジオの調子びおかしい 


A 次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナのち向を変える 

• テレビ、ラジオに対するパソコン本体のち向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

• テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使ラ 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフイルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使ラ 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 



A 応答しないアプ1」ケーシヨンを強制終了してください。 

この場合、アプ1」ケーシヨンで編集していたデータは保存でさません。 

アプ U ケーンヨンを終了しても調テびおかしし嗎合は、し U 降の操作を行ってください。 


A Windows を強制終了し、再起動してください。 

強制終了のち法は、次のとおりです。 

システムび操作不能になったとさ!;(がは行わないでください。強制終了を行ラ 
と、スタンバイ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは 
消失します。 

• Windows XP Pro モデルでドメイン参加している場合 

① 巧而1+化の+巧前キーを押す 

[ Windows のセキュ U ティ]画面び表示されます。 

② [シャットダウン]ボタンをク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、(^+這)キーを押してください。 

③ [シャットダウン]を逞択し、 [0 ロボタンをクリックする 

タッチパッドやマウスで操作でをない場合は、任)キーや 〔 i ) キーで[シャッ 
トダウン]を逞択し、 （ inter ) キーを押してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ パソコン本体の電源を入れる 

• Windows XP Home モデル、または Windows XP Pro モデルでドメイン参 
加していない場合 

① 巧巧1+な巧+を司)キーを押ず 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されまず。 

② メニューパーの[シャットダウン]をク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、 fAlt )+@ キーを押してください。 
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③ [コンピュータの電源を切る]をク U ックずる 

タッチパッドやマウスで操作でさない場合は、担)キーを押してください。 
プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ パソコン本体の電源を入れる 


コンピュータウイルスに感染した可能性びある 


A ウイルスチェックソフトでウイルスチェックを行い、ウイルスが発見された場合 
は駆除してください。 

ウイルスチェックソフトの操作ち法びわからない場合や、ウイルス駆除びでさな 
かった場合は、ウイルスチェックソフトのメーカへお問い合わせください。 


フ□ツピーディスクのフォーマツトびでをない 


* フ□ッピーディスクドライプは別売りでず。 

A rNorton Antivirus 」 の [ Auto - Protect ] を有効にしているとき、未フォー 
マットのフ□ッピーディスクをフォーマットでさない場合があります。 

次の手順で [ Auto - Protect ] を無効にしてフォーマットしてください。 

① 通知領域の [Norton AntiVirus ] アイコン ( @1 ) をダブルク U ックずる 

② [Norton Antivirus ] 画面で[オプション]をク U ックする 

③ [ Auto - Protect を有効にずる]のチェックをはずす 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 

フォーマット後は手順③で [ Auto - Protect をち効にする]をチェックし、 
[ Auto - Pr が ec 口を有効にしておくことをおずすめします。 


異常な臭いや過熱に気ヴいた！ 


A バソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか5巧 
しにください。を全を確認してパ'ッテリバックをバソコン本体か S 取りはずして 
か S 購入店、または保ずサービスに相談してください。 

なお、連絡の際にはなのことを伝えてください。 

• 使用している機器の名称 
• 購入年月 曰 

• 現なの状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

^修理の問い合わせについて『ま芝 PC サポートのご案内』 



操作でをない原因びど 5 してもわか 5 ない 


A パソコン本体のトラプルの場合は、「付録巨-〇-1トラブルチェツクシート」で、 
必要事項を確認のラえ、まさ PC ダイヤルに連絡してください。 


A os / アプ U ケーションのトラブルの場合は、各 0S / アプ U ケーションのサ 
ポート窓□に問い合わせてください。 

^アプリケーションの問い合わせ先 rio 章7問い合わせ先」 

A 周辺機器のトラプルの場合は、各周辺機器のサポート窓□に問い合わせて<だ 
さい。 

^周辺機器の問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 


パソコンを廃棄したい 


A 本製品を廃棄ずるときは、家庭で使用している場合と企業で使用している場合で 
は、廃棄方法が異なります。 

また、八ードディスクのデータを消去する必要があります。 

詳しくは「10章日廃棄-譲渡について」を確認してください。 



巧かでパソコンをほいたいとまは 


A 次の点に気をつけてください。 


1電圧や電源プラグのお：！犬を確認する 


♦電圧 

本製品の AC アダプタは、100〜24 0 V の電圧に対応しているので、この 
範囲内の電圧の国/地域で使用でをます。 

電源コード（電源プラグから AC アダプタまでのケーブル）は、曰本の法 
ち•ま全規格 （ AC 100 V 、125 V ) に適合しています。ご使用のモデルに 
よって電圧び違います。100 V の製品と ^2已 V の製品びあるので、本書や 
カタ □ グで仕様をお認してください。 

その化の国/地域で使用する場合は、使用電圧やプラグ形状び異なりますの 
で、お使いになる国/地域の法令.安全規格に適合する電源コード（市販 
品）をご用意< ださい。 

^ AC アダプタ、 AC ケーブル、電源プラグについて 
ri 章1 -0 電源コードと AC アダプタを接続ずる」 
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2 通信関保の確認をする 
参内 蔵モデム、無線 LAN 

国/化域によっては、モデムや無線 LAN 装置の使用に認可び必要です。本 
製品は出荷時に認可を受けていますび、すべての国 / i 也域の認可は受けてい 
ません。 r 付録3技術基準適合について」、「付録4無線 LAN について」や 
カタ□グ、または巧応ずる国/地域を記載したシートで、使用でさる国/地 
ぼを確認してください。 

それし U 外の国/地域で本製品を使用ずる場合は、その国/化域に対応した機 
器（別売り）を使用するか、内蔵モデムや無線 LAN 機能の使用はお控えく 
ださい。まち製オプションはありません。各国/化域に適合した機器をご購 
入ください。 

参モジュラージャックの形状 

モジュラージャックは、国/地域によって形状び異なりまず。本製品は北米 
と曰本の形状に対応していますび、その他の国/化域ではプラグをその i 也に 
あラ形状に変換するためのアダプタ（別売り）び必要です。ま芝製オプショ 
ンはありません。を国/地域で安全規格に適合したコードや変換プラグをご 
購入ください。 

参モデム設定 ユー ティ U ティ 

本製品に内蔵されているモデムは、多数の国/地域で利用巧能です。「内蔵モ 
デム用地域還択ユーティ U ティ」で、使用する国/地域を設定してください。 

^設定ち法「3章 8-0 海がでインターネットに接続ずる」 

3必要なちのを準備する 

• 取扱説明書 

• U カバ U CD-ROM (同袖されているモデルの場合） 

• [ Microsoft ® Office Personal Edition 2 日03」一式 
( Office 搭載モデルの場合） 

•「 Microsoft ® Office OneNote ® 20日3」一式 
( Office 搭載モデルの場合） 

• 保証書 

再セットアップする必要が生じたときのために、 U カバ U CD - ROM 個個 
されているモデルの場合）、 「 Microsoft ⑥ Office Personal Edition 2日日3」 
( Office 搭載モデルの場含）と 「 Micros 日 ft ® 日 ffice OneNote ® 2日03」 
( Office 搭載モデルの場含）パッケージー式をお持ちください。 

本製品は八ードディスクまたは U カバ U CD - R 日 M から再セットアップでき 
ますが、 「 Microsoft ® Office Personal Edition 2 日03」（日 ffice 搭載モデ 
ルの場合）と 「 Microsoft ® 日 ffice 日 neNote ® 20日3」 （ Office 搭載モデル 
の場合）は同おの CD - R 日 M から再インス I -一 J レする必要があります。 

再セットアップについて r 目章]再セットアップとは」 


困つたとさは 
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故障したとさのために、保証書と購入時のレシート’1をお持ちください。 

ILW (International Limited Warranty ) は'海：外の所定の地域でで ILW の 
制限事項-確認事項の範囲内で、修理サービスびご利用いただける、まちの 
制限付-海外保証制度です。な証書び ILW の保証書をまねています。 

ILW についての詳細は、なのホームページを参照してください。 
http :// dynabook . com / assistpc / ilw / index _ j.htm 

* 1保証書に購入店の擦印と購入曰び巧記されていれば、必要ありません。 

* 2 ILW 巧象地域の一部化ぼでは、法律により輸出入び規制されている部品-おおびあ D ま 
す。規制に該当する場合は、サービス対象外となりますのであらかじめご了承ください。 

4プ□バイダを選定する 

加入しているプロバイダのアクセスポイントびその地域になければ、メール 
を送受信するたびに、普段よりを料金びを計にかかります。加入しているプ 
□バイダのアクセスポイントび渡航巧にあるか、または、アクセスポイント 
を持つ他のプ□バイダと提携接続サービス（□一 S ングサービス）を行って 
いれば、 a 常 a りにメール送受信び可能です。 

旅立つ前に、加入しているプ□バイダのホームページで、アクセスポイント 
や□一5ングサービスのち無、設定ち法などを確認しておくことをお奨めし 
ます。 

<お要な書類など> 

ミ毎外に持ち出す物によっては、「輸出貿易管理令および外国為替令に基づ<規制 
貨物の非該当証明」といラ書類び必要な場合びありますび、現在販売されている 
またのパソコンを、旅行や短期出張で自己使用する目的で持ち出し、持ち帰る場 
合には、基本的に必要ありません。ただ、バソコンを他人に使わせたり譲ミ度する 
場合は、輸出許可び必要となる場合びあります。 

また、米国政府の定める輸出規制国（キューバ、リビア、朝鮮民主主義人民な和 
国、イラン、スーダン、シリア）に持ち出す場合は、ホ国政府の輸出許可び必要 
となる場合びあります。 

輸出法令の規制内容や手続さの詳細は、経済産業省安全保障貿易管理のホーム 
ページなどを参照してください。 

ミ毎外で使用する場合については、次のホームページを参照して<ださい。 
http :// dynabook . eom / assistpc / faq / pcdata /800008 .htnn 
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9 章 


巧セツトアップ 


これまでに説明してきたトラブル解消方法では解み 
できないとき、最後に行うのびパソコンの再セット 
アップでず。再セットアップすることで、システム 
やアプリケーションを購入時の状態に復元できます。 
よく読んでか日行つてください。 


1再セットアップとは214 
2システム復元ツールのバックアップをとる217 
3システムの復元220 
4アプ U ケーシヨンを再インス!ルずる235 



1 巧セットアップとは 


システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に U カバ I 」（復元）することを再セツ 
トアップといいまず。 




再セットアップび化要なとを 


次のよラなとさには、「8章1トラブルを解消'するまで」で解消'へのアプ□-チを 
お認してください。いろいろな解消ち法を紹介しています。 

それでも、解消でさないとさに再セットアップしてください。 


再セッ ト アップが必要な場合 

再セッ ト アップ方法 

八ードディスクをフオー マッ トして 
しまった 

システムを復元する 

八ードディスクにあるシステムファイル 
を削除してしまった 


電源を入れてち、システム ( Windows ) 

が起動しない 


プレインス1-ールされていたアプ U ケー 
シヨンを削除したが、ちラ]度インス 
卜ールしたい 

アプリケーションやドライバごとに再イ 
ンス1-ールする 


再七ットアップ方ミ去 


再セットアップには、次のち法びあります。目的にあった再セットアップち法を還 
んで < ださい。 

【システムを復元する】 

システムを購入時の状態に戻します。プレインス I ルされているアプ U ケーシヨ 
ンの一部を復元します。 

^詳細について「本章3システムの復元」 

【アプリケーシヨンやドライバごとに再インス!ルする】 

プレインス I ''ールされているアプ1」ケーシヨンのなかから、必要なアプリケーシヨ 
ンやドライバを指定して再インストールでをます。 

^詳細について「本章4アプ U ケーシヨンを再インス!ルする」 
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©】 


再セットアップする前 I 


1トラブルお消方法を探す 

パソコンの調テびおかしいと思ったとさは、「8章1トラブルを解消ずるまで」で 
解消へのアプローチを確認してください。いろいろな角军消ち法を紹介しています。 
それでも、解消できないとをに再セットアップしてください。 

2データのバックアップをとる 

システムの復元をすると、八ードディスク内に保をされていたデータは、すべて消 
えてしまいます。購入後に作成したファイルなど、必要なデータは、あ5かじめが 
部記憶メディアにバックアップをとって保をしてください。 

また、インターネットや八ードウエアなどの設定は、すべて購入時のが態に戻ります。 
システムの復元後ち現なと同じ設定でノくソコンを使いたい場合は、現在の設定を控 
えておいて < ださい。 

バックアップは、普段から定期的に行っておくことを推奨しまず。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたりシステムファイルを削除した場合や 
電源を入れてもシステムび起動しない場合は、データを保存することびでをません。 
標準システムの復元を行ってを、八ードディスクに保存されていたデータは復元で 
をません。 

3パソコンの八ードウエア構成を購入時のが態に房す^^ 

フ□ッピーディスクドライブやマウス、増設した八ードウエアドライブやメモ U な 
ど、周辺機器を取りはずしてください。 


4音量を調節する 


再セットアップ後、 Windows セットアップび終了するまで音量調節はできません。 
あらかじめボ U ュームダイヤルなどで音量を調節してください。 

さ g キーを使って、内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミュート（消音）に 
している場合は、もラー度巧キーを押して元に戻しておいてください。 
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再セットアップ 






本製品にはモデルによって I 」カバ u ディスクび同捆されています。 

U カバ1」ディスクは再セットアップするとをに使用します。同捆されていたリカバ 
1」ディスクは、絶対になくさないよラにしてください。紛失した場合、再発行する 
ことはでさません。 

モデルによっては、 U カバ U ディスクを作成することびでさます。 

^詳細について「本章2システム復元ツールのバックアップをとる」 
また I 」カバ U ディスクは本製品専用です。他のバソコンで再セットアップを実行し 
ないで < ださい。 

詳細について「本章3-©システムを復元する」 



2 システム復元ツー JKD パックアップをとる 


本製品には、モデルによって、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元 
ずるためのシステム復元 （ U カバ U ) ツールび内蔵されていまず 。 「Recovery 
Disc Great 加」を使って、 U カバ U ディスクを作成し、あらかじめ、システム復元 
ツールのバックアップをとっておくことをおずすめします。 

なんらかのトラブルで八ードディスクからシステムを復元でをない場合でち、 U 力 
バ U ディスクからシステムを復元することびでをます。 

また、 U カバ U ディスクには八ードディスクのシステム復元ツールび起動できるよ 
ぅ に設定しなおす機能びあります。 

U カバ U ディスクびない状態で、システム復元ツールび起動せず、システムの復元 
び行えない場合は、修理び必要になる可能性びあります。 

* CD - ROM ドライブモデル、またドライブが内蔵されていないモデルでは、本機能を使用でをません。 


- * IJ カバ IJ ディスクを作成ずるには、下記む列■にもお願い事項があります。 

I 「3章巨ドライブ」のお願いを確認してください。 

I •「Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM 、 DVD-R DL 、 DVD+R DL 
I を使用でさません。 

I •「Recovery Disc Creator 」 を使って U カバ U ディスクなどを作成ずるとき 
； は、他のアプ U ケーシヨンソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

■ •「 RecordNow !」 をアンインストールした場合は、「陥 covery Disc Creator 」 

I び使用できません。必ず、 「 RecordNowU をインス! -- ルした状態で 

■ 行ってください。 

■ ご購入時の；!犬態では、 「 RecordNowU はインス!-―ルされていません。 

I 初めて使用するとさには、インス!ルび必要です。 

I fRecordNowlJ について 

； 「3章己-〇使用でをるメディアと対応するアプ U ケーシヨン」 

； • CD - ROM ドライブモデル、 U カバ U CD - ROM び同袖されているモデル、ま 

■ たドライブび内蔵されていないモデルの場合 、 「Recovery Disc Creator 」 

I のインストールはでさますび、使用することはでをません。 
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再セットアップ 








メモ - 

• システム復元0」カバ1」）ツールは、メディアにバックアップをとることび 
できまず。お買い上げのモデルによっては、メディアに使用できるものとで 
をないをのび友0ます。 

^使用できるメディアについて「3章日ドライブ」 

•「Recovery Disc Creator ] で作成するディスクの種類は、 U カバリ CD の 
みです。 

DVD 書さ込み機能のあるモデルの場合でち、 U カバ U DVD を作成すること 
はでをません。 

• CD メディアは、目已日 M 巨！; Lh の容量のものをご使用ください。 

作成するメディアが複数枚ある場合は、同じ規格の X ディアで統一してくだ 
さい。 


システム復元ツールのリカバ U ディスクを作成するには、似降の説明を参照してく 
ださい。 

1インストール方ま 

初めて 「Recovery Disc Creator 」 を使用するときには、インストールが必要で 
す。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 

2画面のメッセージに従ってインス!ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
1」ックしてください。 

2起動方法 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[リカバリメディア作成ツー 
ル] をク U ックする 

「Recovery Disc Creator 」 が起動します。 









「Recovery Disc creator 」 で作成ずるディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアび必要でず。1」カバ U ディスクを作成するとさは、あらかじ 
め U カバ U デイスク用のメディアを準備してください。 


3 リカバリディスクを作成する 

1[名前]で作成するディスクをチェックする（囚） 

チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する 
必要のないディスクは、チェックをはずしてください。 

2バックアップをとるメディアをセットする 

3 [書込み]ボタンをクリックする 

書き込みび開始され、[進披状況]に「ディスクに書込み中...」と表示され、 
画面下に残りの時間び表示されまず。 

書き込みを途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

4 メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

書き込みび終了ずると、ドライブのディスクトレイび自動的に開きまず。 
作成するディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ 
替えてください。作成したディスクの種類 （ U カノのディスクなど）とま号 
びわかるよラに、ディスク作成後は、忘れずに「1」カバリディスク XX 」と 
レーベルをつけてください。システムを復元するとさ、この番号通りにディ 
スクを使用しないと、システムは正しく復元されません。必ずディスクま号 
びねかるよラにレーベルをつけてください。 

5 [閉じる]ボタン （ 因） をクリックずる 

[Recovery Disc Creator ] 画面が閉じ、ディスクの作成を終了します。 
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再セットアップ 

















3 システムの復元 


本製品にプレインス I ルされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元する方 
法について説明します。 

本製品のシステムの復元は、ユーヴ権限に関わらず、誰でを実行できます。誤って 
他の人にシステムの復元を実行されないよラ、ユーヴパスワードを設定しておくこ 
とをおすすめします。 

^ユーヴパスワード「6章4パスワードセキュリティ」 

1」カバ U CD - ROM び同捆されていないモデルの場合、通常は八ードディスクから 
システムを復元してください。八ードディスクのシステム復元（リカバリ）ツール 
(システムを復元ずるためのをの）を消してしまったり、八ードディスクからシステ 
ムび復元できなかった場合などは、 U カバ U ディスクからシステムを復元すること 
をおすすめします。 

Office 搭載モテ V レの場合 、 Office Personal 2003 、 Office OneNote 2003は、 
システムの復元後、さらに同捆の巳 D - R 0 M で再インス I ルする必要びあります。 
詳細について 

「本章 4-0 Office Personal 2003 、 Office OneNote 2003を 
巧インストールする」 




市販のソフトウエアを使用してパーテイシヨンの構成を変更ずると、再セット 
アップびでをな < なることび友0まず。 


はじめる前 I 


システムの復元を行ラ前に、次の準備を行ってください。 




システムを復元すると、購入後に作成したデータ、設定、インス!-ールしたア 
プ U ケーシヨンなどは消去されます。システムを復元する前に本項の説明を読 
んで、データのノ（ックアップなどを行ってください。 

八ードディスクや外部記憶メディアに保存した内容の損害については、当社は 
一切その責任を負いません。 














【ぶ、要なちの】 

• 『取扱説明書』（本書） 

• U カバ U CD-ROM (同捆されているモデルの場合のみ） 

• U カバ U ディスク（作成した U カバ U ディスクからシステムを復元する場合) 


【準備】 


• 必要なデータを保存する 

システムを復元すると、八ードディスクの内容はすべて削除されます。必要な 
データは、あらかじめバックアップをとって保存してください。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたりシステムファイルを削除した場合 
や電源を入れてもシステムび起動しない場合は、データを保存することびできま 
せん。システムの復元を行ってち、八ードディスクに保存されていたデータは復 
元でさません。 

• パソコンの八ードウエア構成を購入時の状態に戻す 
フロッピーディスクドライブやマウス、増設した八ードディスクドライブやメモ U 
などを取りはずして < ださい。 

^機器の取りはずし「4章周辺機器の接続」 


システムを復元する 


システムを復元する方法を説明しまず。手順をよく確認してから行ってください。 
システムを復元する手順は、ご購入のモデルや復元方法によって異なります。 

• 1」カバ U CD - ROM が同巧されていないモデル 

八ードディスクからシステムを復元します。 

《システム復元ツールのバックアップディスクを作成した場合は、そのバックアッ 
プディスク （ U カバ U ディスク）からシステムを復元することをでをます。 

• リカパ 'U CD - ROM が同巧されているモデル 
リカバリ CD - ROM からシステムを復元しまず。 

1操作手順ーリカパリ CD - ROM び同おされていないモデル 

システムを復元するには、八ードディスクから行ラち法とあらかじめ作成したリカ 
パ ' U ディスク* 1 から行ラち法の2つびありまず。 

^ U カバ U ディスクの作成 

「本章2システム復元ツールのバックアップをとる」 
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通常は、八ードディスクからシステムを復元してください。八ードディスクの1」力 
バ1」ツール（システムを復元するためのをの）を消してしまったり、八ードディス 
クからシステムび復元でをなかった場合などは、リカバ1」ディスクからシステムを 
復元ずることをおすすめします。 

* 11」カバ1」ディスクは、 DVD スーバーマルチドライブモデルまたは DVD - ROM & CD - R / RW ド 
ライブモデルのみ作成でさます。 

【ハードディスクからシステムを復元する】 

1パソコンの電源を切る 
2 AC アダプタと電源コードを接続する 

3キーボードの@ (ゼロ）キーを巧しなが日、パソコンの電源を入れる 

パスワードを設をしている場合は、パスワード入力画面び表示されます。パ 
スワードを入力し、 〔巨而品) キーを押してください。 

^パスワードについて「日章4バスワードセキュ U ティ」 

[初期インス I ''ールソフトウエアの復元]画面び表示されます。 

4実行したい項目の番号のキーを巧す 



メモ - 

• 脚期インストールソフトウエアの復元]画面での〜@を還択した場合 、 C 
ドライブにはシステム復元ツールから購入時と同じシステムび復元されまず。 
C ドライブにあたる領域は、作成したデータ、設定した項目、インス!ル 
したアプ U ケーションなどびすべて消去された状態になります。 

• システムを復元する場合、通常は@を選択してください。事前に分割した、 
C ドライブしツ外のパーティションにデータびある場合、手順4で@を選択 
すると、他のパーティションのデータを残して、 C ドライブのシステムだけ 
を復元でをます。ただし、 BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの霞響で 
データび壊れている場合、 C ドライブ L ソ外のパーティションにあるデータち 
使えないことびあります。 


吕2吕 














それぞれの項目の意昧と動作は、なのよラになりまず。 


還択項目 

説明 

遇択した後の動作 

©を選択 
した場合 

パソコンを購入したとさの状態 
り （ー ティシヨンび1個の状態） 
に戻します。作成したデータや 
設定した項目、インス!''ールし 
たアプ U ケーシヨンなどは、す 
ベて消失します。 

r 八ードディスクの内容は、すべ 
て削除されます！」といラメッ 
セージび表示されます。 

手順已に進んでください。 

©を選択 
した場合 

前回 r @ パーティシヨンサイズ 
を指定して復元」を逞択して再 
セットアップをしている場合に 
使用します。 

複数に分割 した )くーティシヨン 
の、 C ドライブを購入時の状態 
にします。その他のノ（ーティシヨ 
ンでは、購入掛こ入力したデータ 
や設定をそのまま保持します。 

r 先頭ノ （ー ティシヨンのデータ 
は、ずべて削除されます！」と 
いうメッセージび表示されます。 
手順已に進んでください。 

@を選択 
した場合 

[マイコンピュータ]の C ドラ 
イブ（八ードディスク）のバー 
ティシヨンのサイズを変更して、 
C ドライブを購入時の状態にし 
ます。作成したデータや設定し 
た項目、インス!ルしたアプ 

U ケーシヨンなどは、すべて消 
失します。再セットアップ終了 
後は、 C ドライブだけ表示され 
ます。管理ツールで設をすると、 
C し：■(がのノ （ー ティシヨンもドラ 
イブとして表示できまず。 

管理ツー J レでの設定ち法の詳細 
は「本項4パーティシヨンを設 
定する」を参照してください。 

r 八ードディスクの内容は、ずべ 
て削除されまず！」といラメッ 
セージび表示されます。 

⑦ ® キーを押す 

[ノ くーティシヨンサイズの指进 
画面び表示されます。 

② の CD ©© キーを使って 

パーティシヨン （ C ドライブ） 
のサイズを指定する 

③ 〔Ente り キーを押す 

r 復元を開始しまず！」という 
メッセージび表示されます。 
手順 6 に進んでください。 




@) を逞択この項目は、パソコンを廃棄ま 
した場合たは譲;度する場合など、個人情 
報漏洩を防ぐために、八ードデ 
ィスクのデータを完全に消ます 
るためのをのです。通常は実行 
しないでください。実行すると、 
八ードディスク上にある、最セ 
ットアップ用のデータ領域け外 
のすベてのデータび削除されま 
す。詳細は「10章巨-©-已八一 
ドディスクの内容をすべて消去 
する」を参照してください。 


r 八ードディスクの内容は、ず 
ベて削除されます！」といラ 
メッセージび表示されます。詳 
細は「10章日-©-已八ードデイ 
スクの内容をすべて消去する」 
を参照して < ださい。 


5 ® キーを f 甲す 

処理を中止する場合は、担)キーを押してください。 

「復元を開始しまず！」とい5メッセージび表示されます。 

メモ - 

再セツトアップ用のデータ領域び確なされているため、八ードディスクの100 
%を使用することはでさません。 


6 ® キーを f 甲す 

処理を中止する場合は、 ® キーを押してください。 

復元び実行されます。 

復元び実行される前に再起動ずる場合びありまず。 

また、[準備中です。しばらくお待ちください'' •] 画面び表示されると 
さびあります 



長い時間表おされる場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちくださ 
し、 
















復元中は、次の画面び表示されまず。 

復元の進行状況を示すグラフ表 
示び100%まで伸びた後、をラ 
1度0%から始まります。グラ 
フび2度目に100%に達すると 
完了です。 


復元び完了すると、終了画面び表示されます。 



7 何か キーを 巧す 

システムび再起動します。 

8 Windows のセットアップを行う 

詳細について ri 章2 Windows のセットアップ」 

メモ - 

一部のアプ U ケーシヨンは、システムの復元をに[スタート]一[すべてのプ 
□グラム]-[アプ U ケーシヨンの再インストール]から再インス!-―ルする 
必要びありまず。必要に応じて再インス I -ールを行ってください。 

^詳細について「本章4アプ U ケーシヨンを再インストールずる」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ掛こ、わう1度設 
定をやり直してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケー 
シヨンのインストールも、 Windows のセットアップ後に行つてください。 

^周辺機器の接続「4章周辺機器の接続」 



























[ 作成したリカバリディスクか日システムを復元する場合】 

1 AC アダプタと電源コードを接続する 

2リカバリディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットし、 L ソ降 
画面のメッセージに従って入れ替えてください。 

3 キーボードの f 下 g キーを巧しなび5、パソコンの電源を入れる 

パスワードを設定している場合は、バスワード入力画面び表示されます。パ 
スワードを入力し、 〔巨而品] キーを巧してください。 

パスワードについて「日章4パスワードセキュ U ティ」 

4 0 または 0 キーで CD のアイコン（@)に力ーソルを合わせ、 
ち nte りキーを巧す 

[初期インス I ''ールソフトウエアの復元]画面び表示されます。 


5 


実行したい項目の番号のキーを巧す 


巧-明インストールソフトウェアのほ元: 


ほたする«巧夕这巧してください 

_ Ll ハ-ドディスクを巧ぞ賴化する 
、> ドライブのみな巧化する 

互]リカパリ’ンールのみ巧期化する 


を号を涅巧してください 


(表示例) 


メモ - 

[初期インス I ルソフトウエアの復元]画面で①または@を選択した場合、 
C ドライブには購入時と同じシステムび復元されまず。 C ドライブにあたる領 
域は、作成したデータ、設定した項目、インス I -ールしたアプ U ケーシヨンな 
どびすべて消'去された状態になります。 

















6 ® キーを f 甲す 

処理を中止ずる場合は、⑩キーを押してください。 

復元び実行されます。 

復元び実行される前に再起動する場合びあります。 

また、[準備中です。しばらくお待ちください ••‘] 画面び表示されると 
さびあります 



長い時間表おされる場合びありまずび、画面び切り替わるまでお待ちくださ 
し、。 


©を選択パソコンを購入したときの状態 r 八ードディスクの内容は、すべ 
した場合に戻します。作成したデータやて削除されまず！」といラメッ 
設定した項目、インス!''ールしセージび表示されます。 

たアプ U ケーシヨンなどは、ず 
ベて消失します。 

@を選択 C ドライブだけをパソコン購入 r 八ードディスクの内容は、すべ 
した場合時の状態に戻します。複鄭こ て削除されます！」というメッ 

ノくーティシヨンを分割しているセージび表示されます。 

場合は、その他のパーティシヨ 
ンでは、購入後に入力したデー 
夕や設定をそのまま保持しまず。 

@を選択 U カバ U ツールだけをパソコン「よろしいですか？」というメッ 
した場合購入時の状態に戻します。 セージび表示されます。 


選択した後の動作 


選択項目 


それぞれの項目の意味と動作は、次のよラになりまず。 


再セットアップ 
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復元中は、次の画面び表おされます（手順已で@を選択した場合は、この 
画面は表示されません)。 



復元の進行状況を示すグラフ表 
示び100%まで伸びた後、ちラ 
1度0%から始まります。グラ 
フび2度目に100%に達すると 
完了です。 


復元び完了すると、終了画面び表示されます。 


7 リカバリディスクを取り出し、何かキーを巧す 

システムび再起動します。 

8 Windows のセットアップを巧う 

詳細について「1章2 Windows のセットアップ」 

メモ - 

一部のアプ1」ケーシヨンは、システムの復元後にアプ U ケーシヨンのインス 
トールをずる必要びあります。 

^詳細について「本章4アプ U ケーシヨンを再インス!ルする」 


購入をに変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、をラ]度設 
定をやり直してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプリケー 
シヨンのインストールち、 Windows のセットアップをに行ってください。 

^周辺機器の接続「4章周辺機器の接続」 
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2 操作手順-リカバリ CD-ROM び同堀されているモデル 

1 AC アダプタと電源コードを接続する 

2 「リカバリ CD-ROM DisklJ をセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ1」 CD - ROM は、じ(降画面のメッセージに従って入れ替えてください。 

3 キーボードの f 下を]キーを巧しなび5、パソコンの電源を入れる 

パスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されまず。パ 
スワードを入力し、 作品品) キーを押してくださし、。 

^パスワードについて「已章4パスワードセキュ U テイ」 

4 巨)または巨)キーで CD のアイコン（@)に力ーソルを合わせ、 
(§ nter ) キーを f 甲ず 

[初期インス I ''ールソフトウエアの復元]画面び表示されます。 

5 実行したい項目の番号のキーを巧す 



メモ - 

• [巧期インストールソフトウエアの復元]画面で①〜⑤を逞択した場合 、 C 
ドライブにはシステム復元ツールから購入時と同じシステムび復元されます。 
C ドライブにあたる領域は、作成したデータ、設定した項目、インス!-ール 
したアプ U ケーシヨンなどびすべて消まされたが態になります。 

• システムを復元する場合、通常は@を選択してくださしん事前に分割した、 
C ドライブけがのパーテイシヨンにデータびある場合、手順巳で@を選択 
すると、他のパーテイシヨンのデータを残して、 C ドライブのシステムだけ 
を復元でさます。ただし、巨 IOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響で 
データび壊れている場合、 C ドライブし U 外のパーテイシヨンにあるデータも 
使えないことびあります。 


















それぞれの項目の意味と動作は、次のよラになります。 


選が項目 

説明 

還択した後の動作 

©を選択 
した場を 

バソコンを購入したとをの状態 
に戻します。作成したデータや 
設定した項目、インス!-ールし 
たアプ U ケーシヨンなどは、す 
ベて消失します。 

「八ードディスクの内容は、すべ 
て削除されます！」といラメッ 
セージび表示されます。 

手順日に進んでください。 

©を選択 
した場を 

前回「@パーティシヨンサイズ 
を指定して復元」を選択して再 
セットアップをしている場合に 
使用しまず。 

複数に分割 した )くーティシヨン 
の、 C ドライブを購入時の状態 
にします。その他の yl ティシヨ 
ンでは、購入をに入力したデータ 
や設定をそのまま保持します。 

「先頭/1 ティシヨンのデータ 
は、すべて削除されます！」と 
し)うメッセージび表示されまず。 
手順6に進んでください。 

@を選択 
した場を 

[マイコンピユータ]の C ドラ 
イブ（八ードディスク）のパー 
ティシヨンのサイズを変更して、 
C ドライブを購入時の状態にし 
ます。作成したデータや設定し 
た項目、インストールしたアプ 
U ケーシヨンなどは、すべて消 
失します。再セットアップ終了 
後は、 C ドライブだけ表示され 
ます。管理ツールで設定すると、 
C じ(外の J ティシヨンをドラ 
イブとして表示でをます。 

管理ツー j レでの設定ち法の詳細 
は r 本項4パーティシヨンを設 
定する」を参照してください。 

「八ードディスクの内容は、すべ 
て削除されます！」といラメッ 
セージび表示されます。 

① ® キーを押す 

[パーティシヨンサイズの指茵 
画面び表示されます。 

② ©( D 00 キーを使って 
パーテイシヨン （ C ドライブ） 
のサイズを指定する 

(3) ( Enter ) キーを巧す 

r 復元を開始します！」といラ 
メッセージび表示されまず。 
手順7に進んでください。 




6 ® キーを 巧す 

処理を中止ずる場合は、 ® キーを押してください。 

「復元を開始します！」といラメッセージび表示されます。 

7 ® キーを 巧す 

処理を中止ずる場合は、⑩キーを押してください。 

復元び実行されます。 

復元び実行される前に再起動する場合びありまず。 

また、[準備中です。しばらくお待ちください ■•'] 画面び表示されると 
さびあります 



長い時間表おされる場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちくださ 
し、。 


@を逞択この項目は、パソコンを廃棄ま「八ードディスクの内容は、 

した場合たは譲渡する場合など、個人情ずべて削除されます！」といラ 
報漏洩を防ぐために、八ードデメッセージび表示されます。詳 
ィスクのデータを完全に消去す細は「10章己-©-已八ードディ 
るためのをのでず。通常は実行スクの内容をすべてミ肖去する」 
しないでください。実行ずると、を参照してください。 

八ードディスク上のすべてのデ 
一夕び削除されます。詳細は 
「10章己-©-已八ードディスク 
の内容をすべて消去する」を参 
照してください。 


再セットアップ 
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復元中は、次の画面び表示されます。 



復元の進行状況を示すグラフ表 
示び100%まで伸びた後、をラ 
1度0%から始まります。グラ 
フび2度目に] 00%に達すると 
完了です。 


8表示されるメッセージに従って復元を行う 

復元中に次のメッセージび表おされた場合、巳 D を入れ替え、 作な品) キーを 
押してください。処理び続をます。 



画面には、現在何枚目の C □の復元び終了し、なに何枚目の巳 D をセットす 
る必要びあるかなどは、表示されません。 

CD び何枚目であるかはラベルに書いてありますので、巳 D を取り出す際に 
番号を覚えておくよラにしてください。 

復元び完了すると、次の画面び表示されます。 



9 CD を取り出し、何かキーを f 甲す 

システムび再起動します。 

10 Windows のセットアップを行う 

詳細について「1章2 Windows のセツトアップ」 
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メモ 


一部のアプ u ケーシヨンは、システムの復元をに[スタート]一[ずべてのプ 
□グラム]-[アプ U ケーシヨンの再インストール]から再インス!ルする 
お要びありまず。必要に応じて再インス I ''ールを行ってください。 

^詳細について「本章4アプ U ケーシヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ掛こ、をう1度設 
定をやり直してください。また、周辺機器の接続、購入をに追加したアプ U ケー 
シヨンのインストールも、 Windows のセットアップ後に行ってください。 

^周辺機器の接続「4章周辺機器の接続」 

3 Office Personal 2003 、 Office 加 eNote 2003を再インストールする ■ 

* Office 搭載モデルのみ 

Office Personal 2003および Office OneNote 2003は、 L ソ上の手順では復元 
されません。同捆の CD - ROM で再インス! -- ルしてください。 

詳細について「本章4-© Office Personal 2003 、 Office OneNote 
2003を再インストールする」 

ここまでで、購入時の状態の復元は完了です。パーティシヨンの設定を変更してシ 
ステムを復元した場合のみ、な項 [4] の操作を行ってください。 


4パーテイシヨンを設定する^^^^^^^^^^^^ 

パーティションの設定を変更してシステムを復元した場合は、復元後すみやかに次 
の設定を行ってください。 




U カバ U CD - ROM び同捆されていないモデルでは、 Windows の「ディスク 
の管理」を使用すると、 「 HDDREC 0 VERY 」 というボ U ュームのパーティシヨ 
ンび表示されます。このパーティシヨンには再セットアップ(システムの復元） 
ずるためのデータびイ呆存されていますので、削除しないでください。削除した 
場合、再セットアップはできなくなりまず。 



再セットアップ 















1 コンピュータの管理ちになっているユーザアカウントで□グオンする 

2 [コント□-ルパネル]を開き、パフォーマンスとメンテナン 
ス]をク U ックする 

3 [ホ J 管理ツール]をクリックする 

4 [ g コンピュータの管理]をダブルクリックする 

5左画面の[ディスクの管理]をクリックする 

設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 

6 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 

7表示されるメニューか日惭しいパーティション]をクリックする 

惭しし V ティションウィヴード]び起動します。 

8 [次へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定します。 

- パーティションの 種類 
-パーティション サイズ 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-フォーマット 
-ファイルシステム 

9設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

[ ヘルプの起動】 

1メニューパ’一か5 [ヘルプ]一[トピックの検索]をクリックずる 
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4 アプリケーションを再インストールする 


アプ U ケーションを一度削除してしまっても、必要なアプリケーションやドライバ 
を指定して再インス I -ールずることげできます。 

日 ffice 搭載モデルの場含 、 Office Personal 2 日日 3 および日 ffice OneNote 2003 
を、 システムの復元後に同捆の CD - R 日 M で再インストールする必要があります。「本 
節© Office Personal 2 日日吕、 Office OneNote 2 日日 3 を 再インス トールす る」 

を確認してください。 


アプリケーションを再インス I ^ールする 


巧セットアップ後にアプ U ケーシヨンを再インス!ルする方法を説明します。 


【必要なちの】 

• 『取扱説明書』（本書） 

アプ U ケーシヨンによっては、再インス!ル時に I □ま号などび必要です。あらか 
じめ確認してから、再インストールすることを巧奨します。 

ずでにインス!ルされているアプ U ケーシヨンを再インストールするとさは、コ 
ントロールパネルの「プログラムの追加と削除」またはさアプ U ケーシヨンのアン 
インストールプログラムを実行して、アンインス I ルを行ってください。 

アンインストールを行わずに再インストールを実行すると、正常にインストールで 
さない場合びあります。ただし、上記のどちらのち法でをアンインストールび実行 
でさないアプ U ケーシヨンは、上書をでインストールしても問題ありません。 

1 操作手順 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストー•/レ]をクリックする 

2表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

[ファイルのダウンロード]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
U ックしてくださし、。 


再 Office Personal 2003、 Office OneNote 2003 を吉インスト-ルずる | 


* Office 搭載モデルのみ 


文書作成ソフトの 「 Word 」 や表計算ソフト Excel 」 を使いたい場合は日 ffice 
Personal 2日日3をインス I -- ルする必要があります。 

ここでは、日 ffice Personal 2003および日 ffice OneNote 2003を再インストー 
ルするち法を説明します。 
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【必要ならの】 

同捆の 「 Microsoft ® Office Personal Edition 2 日03」または 「 Microsoft ⑧ 

日 ffice 日 neNote ® 2日日3」と書いてあるパッケージに、必要なをのが一式入って 
います。 


[ Microsoft ® Office Personal Edition 2 日日3」一式 

• Microsoft ® Office Personal Edition 2003 CD-ROM 

• Microsoft ® Office Home Style + CD-ROM 

• Microsoft ® Office Personal Edition 2003 スタートガイド 


[ Microsoft ® Office 日 neNote ® 2 日〇吕」一式 
• Microsoft ® Office 日 neNote ® 2003 CD-ROM 


• Microsoft ® Office 日 neNote ® 2003 お使いになる前に 


再インス I -ールした場合、ライセンス認証が必要になります。 

再インストール方まとセットアップちまの詳細は、 『 Microsofl :® Office Personal 
Edition 2003 スタートガイド』、 『 Microsoft ⑥日 ffice 日 neNote ® 2003お使い 
になる前に』を確認してください。 

【 Service Packl について】 

添付の CD から 日 ffice Personal 2 日 03および 日 ffice 日 neNote 20 日 3 を 再イン 
ストールした場を 、 Service Packl は組み化まれません。[スタート]一[すべて 
のプ□グラム]一[アプ U ケーションの再インス!-ール]から再インス!-ールして 
<ださい。 

アプリケーションの再インストール 

「本節〇アプリケーションを再インス I -ールする」 

【「手書き入カパッド」を使用ずるとき】 

Office Personal 2 日日 3を再インストールした場合 、 Microsoft 日 ffice Word や 
Microsoft Office Excel などのアプ U ケーションを使用するときに、 IME ツール 
バーの[手書さ]ボタン-[手書き入カパッド]をクリック（または[手書さ入力 
パッド]ボタンをクリック）すると、 r 言語の入カシステムが正常にインストールさ 
れていることを確認してください」といラ警告><ッセージが表おされる場合があり 
ます。 

言語の入カシステム ( MS - IME ) は正常にインス!-ールされており、動作上の問題 
はありませんので、「今後、この><ッセージを表示しない」のチェックボックスを 
チェックして、 [ OK ] ボタンをクリックしてください。 
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10 章 

こんなとをは 


オンラインマニュアルの紹介や日常の取り扱いやお 
手入れ、アプリケーシヨンの問い合わせ巧、保守や 
修理などアフターケアを行う保守ヴービスを利用す 
るとさについて。 

また、バッテリパックの廃棄やパソコン本体の廃 
案-譲渡を行ラ場合について知っておいて欲しいこ 
となどを説明しています。 


1オンラインマニュアルについて238 
吕パソコンを持ち運ぶときは239 
3日常の取り扱いとお手入れ240 
4ア フター ケアについて244 
已お客様登録をずる246 
色廃棄-譲渡について吕已吕 
7問い合わせ先吕已9 



1 オンラインマニュアルについて 

Windows び起動しているとさに、取扱説明書（本書）をパソコン画面上で見るこ 
とびでをます。 

なのように操作すると 、 「Adobe Reader 」 び起動し、「オンラインマニュアル」び 
表示されまず。 

巧めて 「Adobe Reader 」 を起動したときは、[使用許諾契約書]画面び表示されま 
す。契約内容をお読みのラえ、[同意する]ボタンをク U ックしてください。[同意 
する]ボタンをク U ックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用になれません。ま 
た、「オンラインマニュアル」を見ることはできません。 

起動方法 _ 

1[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[オンラインマニュアル] 
をク IJ ックずる 

デスクトップ上にある[オンラインマこユアル]アイコンをダブルク U ックしてち 
起動でをます。 
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2 パソコンを持ち運ぶときは 


パソコンを持ち運ぶときは、誤動作や故障を起こさないために、なのことを必ず 
守ってください。 

* 電源を必ず切り、 AC アダプタを取りはずしてください。電源を入れた状態、また 
はスタンバイ状態で持ち運ばないでください。 

電源を切って AC アダプタを取りはずした後に、すべての LED び消灯しているこ 
とを確認してください。 

• 急激な温度を化（寒い屋外から暖かい屋内への持ち込みなど）を与えないで<だ 
さい。結露び発生し、故障の原因となる可能性びありまず。やむなく急な温度を 
化を与えてしまった場合は、数時間たってから電源を入れるようにしてください。 
* 外付けの装置やケーブルは取りはずしてください。また、 CD / DVD びセットさ 
れている場合は取り出してください。 

• パソコンを持ち運ぶとさは、不安定な持ちかたをしないでください。 

• パソコンを持ち運ぶときは、突起部分を持って運ばないでください。 

【例】 

ディスクトレイ 大容量バッテ U バック（取り付け時） 



• さス□ットに、メディアや力ードなどびセットされている場合は取り出してくだ 
さい。セットしたまま持ち歩くと、カードび壁や床とぶつかり、故障するおそれ 
びあります。 

• 落としたり、強いショックを与えないでください。 

• ディスプレイを閉じて < ださい。 

• パソコンをカバンなどに入れて持ち產ぶとをは、パソコン上面び AC アダプタや 
マウス、携帯電話、または、硬い本などの荷物で局所的に圧迫されるよラな入れ 
ちをしないで < ださい。 

液晶画面の一部にシ S 状のムラび発生するなど、破損■故障の原因となり、修理 
び必要となる場合びあります。 
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3 曰常の取 0 扱いとお手入れ 


八ま意 

•お手入れの前には、必ずバソコンやバソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダ 
プタの電源プラグをコンセントか5抜くこと 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電ずるおそれびあります。 




機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにを意してください。製品には精密部品 
を使用しておりますので、強い衝撃やが圧を加えると部品び故障ずるおそれび 
あります。 


日常の取り扱いでは、次のことを守ってください。 


1パソコン本体/ AC アダプタ/電源コード^^^ 

•『安むしてお使いいただくために』に、パソコン本体、 AC アダプタ、電源コード 
を使用するとをに守ってほしいことび記述されています。 

あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 

•機器のちれは、柔らかくきれいな乾いた巧などでふき取ってください。ちれびひ 
どいとさは、水に浸した巧を固くしぼってからふをます。 

中性洗剤、揮発性の有機溶剤（ベンジン、シンナーなど)、化学ぞラさんなどは使 
用しないで < ださい。 

• 薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。 

• 使用でをる環境は次のとおりです。 *1 
温度已〜3巳 ° C 、 湿度20〜80% 

* 1使用環境ま件は、本製品の動作を保証する温湿度条件であ D 、 性能を保証するをのではあり 
ません。 

•次のよラな場所で使用やな管をしないでください。 

直射曰光の当たる場所/非常に高温またはほ温になる場所/急激な温度変化のある 
場所（結露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコリ 
のをい場所/振動の激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に觸れる場所 
• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱<なることびあります。本体の動作状況 
により発熱しているだけで、故障ではありません。 

• 電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセントに接続したままにしてい 
ると、プラグにホコリびたまることびあります。定期的にホコ U をふき取ってく 
ださい。 









2 キー ボード 

柔らかい乾いた素巧のされいな巧でふいてください。 

ちれびひどいときは、水に浸した巧を固くしぼってふきます。 

キーのすきまにゴ5び入ったときは、エアーで吹き飛ばすタイプのク U - ナで取り 
除きます。ゴミび取れないときは、使用している機種名をお認してから、購入店、 
または保守サービスに相談してください。 

飲み物など液体をこぼしたとさは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッテ U 
バックを取りはずして、購入広または保守サービスに相談してください。 

3タッチパッド 

乾いた柔らかい素材のされいな巧でふいてください。 

巧れびひどいとさは、水かめるま湯に浸した巧を固くしぼってからふさます。 

4液晶ディスプレイ 

■ 画面の手入れ _ 

• 画面の表面には偏光フィルムび貼られています。このフィルムは傷つきやすいの 
で、むやみに触れないでください。 

表面びちれた場合は、柔らかくきれいな巧で軽くふき取ってください。水や中性 
洗剤、揮発性の有機溶剤、化学ぞラきんなどは使用しないでください。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理してを入してあります。強い 
力を加えると配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻らなくなる場合びあり 
まず。また、ガラス板を破損するおそれをあります。 

•水滴などび長時間付着すると、変色やシ5の原因になるので、すぐにふさ取って 
ください。ふを取る際は、力を入れないで軽く行ってください。 

巧像防止について _ 

長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示ををえたときに前の画面表 
示び残ることびあります。この現象を残像といいます。残像は、画面表示を変える 
ことで徐々に稱消されますび、あまり長時間同じ画面を表示すると画像び消えなく 
なりますので、同じ画面を長時間表示するような使いかたは避けてください。 

また、なの機能を利用すると、残像防止びできます。 

• スク U —ン セーバーを 設定する 

スク U —ンセーバーの設定『ヘルプとサポートセンター』 

• 「まち省電力」で「モニタの電源を切る」を設定する 
^まち省電力「5章 2-0 ま芝省電力」 


こんなとさは 
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表巧について _ 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作られております。非 
点灯、常時点ななどの画素（ドット）び存在することびあります（有効ドット数の 
割合は 99.99 %L ツ上です)。ち効ドット数の割合とは、「対応するディスプレイの表 
おしラる全ドット数のラち、表示巧能なドット数の割合」です。また、見る角度や 
温度変化によって色むらや明るさのむらび見える場合びあります。これらは、故障 
ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

5 CD/DVD 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわらずな障いたしかねます。製品を長持ちさ 
せ、データを保護するためにを、なのことを必ず守ってください。 

•傷、巧れをつけないよラ、取り扱いには十分にごま意ください。 

• CD / DVD を巧り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD/DVD 
を読み込むことびでさなくなります。 

• CD / DVD を直射日光び当たるところれ極端に暑かったり寒かったりずる場所 
に置かないでください。また、 CD / DVD の上に重いものを置かないでください。 

• CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

• CD / DVD を持つとさは、外側の端か、中央の穴のところを持つよ5にしてくだ 
さい。 

データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正おにデータび読み取れなくなることび 
あ D ます。 

• CD / DVD のデータ記憶面/レーベル面とをにラベルを貼らないでください。 

• CD / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• CD / DVD のレーベル面に文字などを書くときは、油性のフェルトペンなどを使 
用してください。ボールペンなどの硬いをのを使用しないでください。 

• CD / DVD び巧れたりホコ U をかぶったりしたとをは、乾燥した清潔な巧でふさ 
取ってください。ふさ取りは円盤に沿って環状にふくのではなく、円盤の中むか 
らが側に向かって直線状にふくようにしてください。乾燥した巧ではふき取れな 
い場合は、水か中性洗剤で湿らせた巧を使用してください。ベンジンやシンナー 
などの薬品は使用しないでください。 
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6 データのパックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にノくックアップをとって保存してください。 

J (ックアップとは八ードディスクやソフトウエアの故障などでファイルび使用でを 
なくなったときのために、あらかじめファイルをフ□ッピーディスクや巳□书、 
CD - RW などにコピーしておくことです。 

本製品は次のような場合、スタンバイまたは休止が態び無効になり、本体内の記憶 
内容び変化し、消失するおそれびあります。 

• 誤った使いかたをしたとき 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

•長期間使っていなかったために、バッテ U (バッテ U パック、時計用バッテ U ) 
の充電量びなくなったとさ 
•故障、修理、バッテ1」交換のとを 

•バッテ U 腿動で使用しているときにバッテ U パックを取りはずしたとき 
• 増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 

記憶内容の変化/消失については、八ードディスクやフ□ッピーディスクなどに保 
存した内容の損害については当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご 
承知ください。 


7デフラグ（ディスクの最適 f ヒ）について 

デフラグとは、八ードディスクにあるファイルを先頭から再配置して、ファイルの 
分割状態を解消し、連続した空さ容量を増やす作業のことです。 

このバソコンでは「ディスクデフラグツール」を使用して、八ードディスクにある 
断片化されたファイルやフォルダ、八ードディスクの空き容量を整理統合して、よ 
り効率的にファイルやフォルダにアクセスしたり、新しく作成ずるファイルやフォ 
ルダを断片化されないよラに保存することびでをます。 

■ 「ディスクデフラグツール J の起動方ま 


1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[システ 
ムツール]^ [ディスクデフラグ]をクリックする 

「ディスクデフラグツール」の使いかたについては、「ディスクデフラグツール」 
のヘルプを確認してください。 

ヘルプの起動方ま 


1[ディスクデフラグツール]画面で、メニューパ’一の[操作]をク 
リックし、表示されたメニューか日[ヘルプ]をクリックする 


4 アフターケアについて 


I 巧すヴービスについて _ 

保守ヴービスへの相談は、『まち PC サポートのご案内』を確認してください。 

保守-修理をはパソコン内のデータはすべて消去されます。 

保守-修理に出す前に、作成したデータの他に次のデータのバックアップをとって 
<ださい。 

* メール • メールの アドレス帳 

• インターネットのお気に入り • TPM 内部のデータなど 

I ち寿命部品について _ 

本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の交換時期の目まは、使用 
頻度や使用環境（温湿度など）等の条件により異なりますび、本製品を通常使用し 
た場合、1曰に約8時間、 ] 力月で2已曰のご使用で約已年です。上記目安はあく 
まで目安であって、故障しないことや無料修理をお約束するちのではありません。 
なお、24時間を超えるよラな長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期にある 
いは製品のな証期間内でち部品交換(有料)び必要となります。 

【対象品名】 

本体液晶ディスプレイ*1、八ードディスク ユニット、 CD/DVD ドライブが、フ □ッ 
ピーディスクドライブ*2、キーボード、タッチパッド、 マウス* 3、を却用フアン、 
ディスプレイ開閉部（ヒンジ）* 4 、 A 巳アダプタ 

キ1工場出荷時か b 画面の明るさが半減するまでの期間 

* 2それぞれ内蔵されているモデルび対象です 

* 3同捆されているモデルが対象です 

* 4液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です 
社団法人電子情報技術産業協舍 

r パソコンの有寿命部品の表記に関するガイドライン」について 
http;//it.jeita.or.Jp/perinfo/committee/pc/ 日已日 3pa け S/index.html 
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消耗品について 


【バッテリパック】 

バッテ U バックは消耗品でず。バッテ U パックの種類は、ご購入のモデルによって 
異なりまず。 


• バッテ U パック- 

• 大容量バッテ U バック 


ずべて充電式 U チウムイオン電池 


長時間の使用により消耗し、充電機能びお下します。 

充電機能びほ下した場合は、なのバッテ U パック刷売り）と交換してくださし、。 
•バッテ U パック PABAS 071 

• 大容量パ'ッテ U バック PABAS 072 


■ 属 nnU - _> し、 _ 

付属品については、株式会社 t サービス（本社： 044-已 40-2 已 74) まで問い合わ 
せて < ださい。 


巧す部品（補修用性能部品）の最低巧ち巧巧 _ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 
本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月から6年己力月です。 


5 お客様登録をする 


お客様登録とは、自分び製品の正規のユーヴ（使用者）であることを製品の製造元 
に登録することです。ユーヴ登録とちいいます。 


まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


ま芝では、お客様へのサービス-サポートのご巧供の充実をはかるために東ちの 
( TID ) のご登録をおすずめしております。 

ま芝の （ TID ) は、複数のデジタル商品、およびま芝オンラインショッピングサイ 
卜 「 Shop 104引で其通にご利用いただけるお客様専用 I □です 。 Room 1048き 
録巧象のま芝デジタル商品をご購入されたちび対象で、インターネット経由でご登 
録いただけます。 

「Shop 1048」でご購入のお手続きの中で、 TID をご登録いただいたお客様は、あ 
らためてご登録いただく必要はありません。また、 TID をご登録後は、はびきでの 
ご登録は不要です。 

【東芝 ID ( TID ) でご利用いただけるヴービス】 

•お客様専用個人ぺージ 「Room 1048 (ルームトウシバ)」をご利用いただけます。 
• PC オンラインによるメールでの技術相談をお受けいたします。 

• アンケートなどでご取得いただくポイントで、プレゼントの抽選にご応募いただ 
けます。 

•「 Shopl 048」 でのお買い物時には、便利でお得な TID 会員メニューをご利用い 
ただ < ことびでさます。 

詳しくは、次のアドレス「ま芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://room 1 048. jp / onetoone / info/about tid.htm 




。□登録には、メールアドレスび必要でず（携帯電話のメールアドレスはご 
遠慮ください)。 

上記のサービス項目のラち、個人ページおよびポイント制度については、個 
人のお客様のみ対象となります。 

ご登録住所は、日本国内のみに限らせていたださます。 

この記載内容は200巳年9月現在のをのです。内容については、予告なく 
変更する場合びありますので、あらかじめご了をください。 










1 [まちお客様登録]アイコンからのご登録方法^^ 

お客様の環境に応じて、 TID 登録を行ラ方法を逞択でさます。 

ここでは、インターネットアクセス環境をお持ちでない場合に、本製品に添付のア 
プ U ケーシヨン「いきなりインターネット」の無料体験機能を利用して、 TID 登録 
を行ラ方法を説明しまず。 

接続時間に応じた電話使用料金び電話会社より請ホされますので、あらかじめご了 
承ください。 

■ Sw 操作にあたつて - - 

TID 登録は、インターネットに接続して行います。あらかじめ、次のことを行つてく 
ださい。 

• コンピュータウイルスへの感染を防ぐために、ウイルスチェックソフトをインス 
I -ールし、有効が態に設定しておいてください。 

•電話回線のタイプ（パルス、または卜ーン）をお認しておいてください。 

• モジュラーケーブルを接続しておいてください。 

•複数のユーヴを登録している場合は、「コンピュータの管理ちアカウント」のユー 
ヴで操作してください。「いきなりインターネット」は r 制限付をアカウント」で 
は使用でをません。 


メモ - 

操作の途中で、 [ Windows セキュ U ティの重要な警告]画面び表示された場合 
は、[ブ□ックを解除する]をク U ックしてください。 



インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネッ 
卜接続をお認する画面びこの他にを表示される場合びあります。インターネッ 
卜接続を許可する項目を選択し、操作を進めて<ださい。 





















メモ 


巧めて [Internet Explorer ] を起動したときは、操作の途中で、「吕〇〇スティッ 
ク」の利用をお認ずる[まち dynabook をご利用の皆様へ]画面び表示されます。 
rgoo スティック」を利用する場合は、印 j 用規約を表示]をク U ックし、利用 
規約を確認したあと[便利な呂〇□スティックを利用ずる]をク U ックしてくだ 
さし、利用しない場合は、刚用しない]ボタンをク U ックし、あとで rgoo 
スティック」をアンインス!ルしてください。 


1デスクトップ上の[東ちお客様登録]アイコン （®) をダブルク 
リックする 

[ r お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

2内容を読んで[お客様登録へ進む]ボタンをクリックする 

3内容を読んで[インターネットアクセス環境をお持ちでない方はこ 
ちらをクリック]をク U ックする 

本製品に添付のアプリケーション「いさなりインターネット」の無料体験機 
能を利用して、インターネットプ□バイダ [ infoPepperJ に接続し、東芝 
ID ( TID ) のホームページにアクセスします。 















「いさなりインターネット」の無料体験機能を利用しない場合は、次のいず 
れかのち法を選択してください。 

• インターネットアクセス環境をお持ちのち 

[インターネットアクセス環境をお持ちのちはこちらをクリック]をク 
1」ックしてください。 

インターネットに接続して、ま芝 ID ( TID ) のホームぺージにアクセス 
します。 

アクセスをは、 TID 登録を行ってください。 

• インターネット経由での登録を希望しないち 

[終了] ( rciaii ) ボタンをク U ックし、画面を閉じてください。 

同捆されているお客様登録カードに必要事項をご記入のラえ、投函して 
<ださい。 

『お客様登録カード』で登録されたちへは「仮パスワード」を発行いたし 
ます。東芝デジタル商品共通のま芝 D ( TID ) は、「仮パスワード」を使 
し、インターネットから別途ご登録び必要でず。 

「本項3インターネットにずぐに接続されないお客様」をご覧ください。 

「いきなりインターネット」び起動しまず。 

画面に従って設定を行ってください。 


役立つ 
操作集 


インターネットへの接続を終了するには 

TID 登録を完了した後は、インターネットへの接続を終了してください。 

① 通知領域の[接続]アイコン（夕）を 
ちク U ックする 

② 表示されたメニューから[切断]をク 
U ックする 

接続び終了ずると通知領域の[接続] 

アイコン （,） び消えます。 (表示例) 

[スタート]—监続 ]— [infoPepper XX (接続先)]をク U ックし、 
[infoPepper XX (接続先）のが態]画面で脚断]ボタンをク U ックして、 
切断することをでさます。 


Windows ファイアウォ-ルの記ミかま $◎ 
Iネットワ-ウな括が月く <が 


卜 


) _ 

ム^8 


-③ 

-① 
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2 インターネットか5のご登録方法 

画面のご案内に従ってご登録ください。 
すぐに TID をご取得、ご利用いただけまず。 


1 rhttp://room 1048. jp /」 にアクセスする 

2 [東芝 ID ( TID ) 新規登録•商品追加登録]欄で今回お買い上げの 
商品 r パソコン J を選択する 

このあとに表示される画面のご案内に従ってください。 

• 初めて TID をご登録されるち 

[新規 TID 登録に進む]ボタンをクリックしてください。 

画面のご案内に従ってご登録いただきますと、 TID を発行いたします。 

• ずでに他商品で TID を取得されたち 

TID 、 パスワードを入力し、[商品追加登録に進む]ボタンをク U ックし 
て < ださい。 

商品の追加登録を行っていただくことびできます。 

3インターネットにすぐに接続されないお客様^^^^^^ 

同捆の『お客を登録カード』（はびき）にお要事項をご記入のラえ、ご送付ください。 
ま芝 TID 事務局より、「お客様登録番号」と TID 登録用の「仮パスワード」をはび 
きにて通知いたします。はびき通知を、インターネットから TID をご登録ください。 
TID はインターネットからのご登録受付になります。 

• ネ刀めて TID をご登録されるち 

インターネットに接続されたときに、 「 ht 1; p ://「 oom 1 048. jp /」 にアクセスし、 

[ r お客様ま号」をお持ちのお客様]ボタンをク U ックし、通知はびきに記載されて 
いる「お客様登録番号」と r 仮パスワード」を入力して TID 登録を行ってください。 

• ずでに他商品で TID を取得されたち 

インターネットに接続されたときに、 rhttp :// room 1 048. jp / J にアクセスし、 
「 Rooml 04 引に□グインした後、[登録情報変更]一[八ガキを受け取られた 
お客様]を還択してください。 


• TI □登録時点でお客様登録番号は無効となります。 TID でのサービス•サポー 
卜をご利用 < ださい。 

• TI □をご登録にならない場合は、お問い合わせなどの際にお客様登録ま号び 
必要になることびありまずので、はびさをお手元に f 呆菅してください。 







その他のユーザ登録 




1 Windows XP のユーザ登録 

登録すると、マイク□ソフト社よりマイクロソフト社製品に関ずる製品情報やイべ 
ント情報などを得ることびでさます。 

登録は、インターネットで行います。インターネットに接続してから、次の手順で 
行ってください。 

1[スタート]一[ヘルプとサポート]をクリックずる 

[ヘルプとサポートセンター]画面び表示されます。 

2 画面左の [Windows XP の新機制をクリックする 

3 画面左の[ライセンス認証、ライセンス、およびユーザー登録]を 
クリックする 

4 画面ちの[オンラインユーザー登録を使用する]をクリックする 

5 画面ちの説明文中の[ユーザー登録ウィザード]をクリックする 

[Microsoft Windows XP ユーヴー登録ウィヴード]が起動します。 

6表示される画面に従って登録を巧ラ 

ユーヴ ー ID を持っていない場合は、所有ち情報を入力する画面の[マイク 
□ソフトオフィシャルユーヴーロ欄に fWindowsXPJ と入力してください。 


2その他のアプ y ケーシヨンのユーザ登録I 

パソコンに用意されている他のアプ U ケーシヨンのユーヴ登録については、同袖の 
『ユーヴ登録用紙』またはさアプ1」ケーシヨ ンのへ) レプを確認してください。 

また、各アプ1」ケーシヨンの問い合わせ先については、「本章7問い合わせ先」を 
お認してください。 
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6 廃棄•譲渡について 


1 ) バッテリパックについて 


r 

L. 


貴重な資源を守るために、不要になつたバッテ U パックは廃棄しない 
で、充電式電ミ也I」サイクル協力店へ持ち込んで<ださい。 

その場合、シヨート防止のため電極にセ□ノ Vンテープなどの絶縁テー 
プを貼ってください。 


鎮 

Li-ion 


【バッテリパック（巧電式載也）の回収、リサイクルについてのお問い合わせ巧】 

有限責任中間法人 JBRC 
TEL: 03-巳403-已已73 
URL : http://www.jbrc.conn 


胃パソコン本はについて 




本製品を廃棄するとをは、家庭と企業では廃棄ち法び異なります。次の要領にて処 
理してください。 

(本製品は、 LCD 表示部に使用している堂光管に水銀び含まれています。） 


1を業でパソコンをほ用しているお客様へ^^^ 

本製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱われます。 

ま芝は、廃棄品の回収と適切な再使用' 再利用処理を有償で実施しております。 
下記へお問い合わせください。 

【巧い合わせ先】 

ま芝パソコンリサイクルセンター 
電言舌番号： 04巳-已 10-02 已已 

受付時間： 9 : 00〜17 : 00吐•日.祝日、当社指定の休日を除く） 

FAX : 04巳-已〇已 -7983 (24 時間受付） 


【東芝ホームぺージでご紹介】 

URL : http://dynabook.com/pc/eco/recycle.htm 





2 家庭でパソコンをほ用しているお客様へ 

本製品を廃棄するときは、まちの家庭系使用済みノ（ソコン回収受付窓口へお申し込 
み<ださい。廃棄品の回収と適切な再使用' 再利用処理を有償で実施いたします。 

【パソコン回収受付窓 □ 】 

まち dynabook U サイクルセンタ 

【回収申込方法】 

• 東芝ホームぺージよりお申し迅みの場合 

URL : https://dynabook.com/pc/eco/recycle.htm に4時間受付） 

• 電話にてお申し込みの場合 
東芝 dynabook リヴイクルセンタ 
TEL : 043-303-0200 

受付時間：10 : 0□〜17 : 00は•日 • 祝日、当社指定の休日を除く） 

FAX :日 43-303-02 日2に4時間受付） 

【回収.巧資源化対象機器】 

ノートパソコン、デスクトップパソコン（本体)、液晶ディスプレイ/液晶一体型パ 
ソコン、ブラウン管 （CRT) ディスプレイ/ブラウン管 (CRT) -体型パソコン 
* 出荷時に同捆されていた標準添付品（マウス、キーボード、スピーカ、ケーブル 
など）び同時に排出された場合は、パソコンの付属品として併せて回収します。 
ただし、周辺機器（プ U ンタ他)、マニュアル、 CD-ROM などの煤体は回収の巧 
をがでず。 

3パソコンの廃棄•譲渡時の A — ドディスク上のデータ消去に関するごを意 ■ 

最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになっ 
てさています。これらのパソコンに使われている八ードディスクといラ記憶装置に、 
お客様の重要なデータび記録されています。 

したびって、バソコンを譲ミ度あるいは廃棄するときには、これらの重要なデータ内 
容を消去ずるといラことび必要となりまず。 

ところび、この八ードディスクに書き込まれたデータを消去するといラのは、それ 
ほど簡単ではありません。 
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「データを消まする」といラ場合、一般に 

♦データを「ごみ箱」に捨てる 
♦ 悄 ij 除」操作を行5 

♦「ごみ箱を空にする」コマンドを使って消す 
♦ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
♦再セットアップ （U カバリ）を行い、購入時の状態に戻す 

などの作業しますび、これらの作業では、八ードディスク上に記録されたデータの 
ファイル管理情報び変更されるだけで、実際はデータは見えなくなっているだけの 
状態です。 

つまり、一見消去されたよラに見えますび、 Windows などの 0S のもとで、それら 
のデータを呼び出す処理びでをなくなっただけで、実際のデータは、まだ残ってい 
るのです。 

したびって、特殊なデータ回復のためのソフトウェアを利用すれば、これらのデー 
夕を読みとることび可能な場合びあります。このため、悪意のある人により、八一 
ドディスク内の重要なデータび読みとられ、予期しない用途に利用されるおそれび 
あります。 

お客様び、廃棄•譲ミ度などを行ラ際に、八ードディスク内の重要なデータび流出す 
るといラトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、 
お客様の責任において消去することび非常に重要となります。 消去するためには、 
標準添付している八ードディスクデータ削除機能や市販されている専用ソフトウェ 
ア、有償サービスの利用や、八ードディスク上のデータを金植や強磁気により物理 
的•磁気的に破壊して、読めなくすることをお勧めします。 

なお、八ードディスク上のソフトウェア （0S、 アプリケーシヨンソフトなど）を削 
除することなくバソコンを譲ミ度すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約にあ 
軸する場合びあるため、十分なお語を行ラ必要びあります。 

本製品では、パソコン上のデータをすべて消去することびでをます。 

^「本項已八ードディスクの内容をすべて消去する」 

この機能は Windows などの OS によるデータ消まや初期化とは違い、八ードディ 
スクの全領域にデータを上書さするため、データび復元されにくくなります。 

ただし、本機能を使用してデータを消去した場合でも、特殊な装置の使用により 
データを復元される可能性はゼ□ではありません。あらかじめご了をください。 

データ消去については、なのホームページも参照してください。 

URL : http://aynabook.com/pc/eco/haiki.htm 
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4 お客様登録の削除について 

お客様登録されている製品を廃棄する場合は、ホームページまたは電話で登録情報 
の削除の手続きをしてください。 

• ホームページか5削除する 

ま芝 ID ( TID ) をお持ちの場合はこちらからお願いいたします。 

① インターネットで http :// rooml 048 . jp / へ接続する 

② ぺージ左側の[ま芝 ID ( TID )] と[バスワード]に入力し、[□グイン] 
ボタンをク U ックずる 

お客様専用ページに□グインします。 

③ ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

④ 「退会」をク U ックし、登録を削除ずる 

※退会ではな<、商品の削除のみのお客様は「登録情報変更」メニューで、 
商品削除を行ってください。 

《 TID を退会されますと 、 「Shop 1048」での TID 会員メニュー、および 
ポイントサービスなどちご利用いただけな<なりますので、あらかじめ 
ご了承ください。 

• 電話で削除する 

「まち ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

東芝 ID 事務局（お客様情報変更） 

TEL : 〇已 70-09- 1048 

受付時間：10:00〜17:00 (±、曰、祝日、ま芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関する問い 
合わせ窓□でず。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『まち PC サポートのご案内』を確認し 
て < ださい。 

法人のお客様の場合は、□グインで表示される画面び異なりまず。登録情報の変更 
および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で巧っていただくことびでを 
ますび、商品の削除びできませんので、その場合は上記のまち I □事務局までお電話 
でご連絡くださいますようお願いいたします。 

-詳しくは、次のホームページをご参照ください。 

URL : https://room 1 048. jp / onetoone / info / business.htnn 
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5 八ードディスクの内容をすべて消去する^^^ 

パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では 
読み取れないよラになっていまずび、特殊なち法を実行すると削除したデータでを 
再現でをてしまいます。そのよラなことびでさないよラに、バソコンを廃棄または 
譲渡ずる場合など、他人に見られた<ないデータを読み取れないよラに、消まする 
ことびでさます。 

なお、八ードディスクに保存されている、これまでに作成したデータやプログラムな 
どはすべて消失しまず。これらを復元することはでをませんので、を意してください。 

八ードディスクの内容をすべて消去する手順は、ご購入のモデルによって異なります。 

メモ - 

八ードディスク消去機能は 「Recovery Disc Creator 」 で作成した U カバリ 
ディスクからは実行でをません。 


【リカバリ CD - ROM が同個されていないモデル】 

1パソコンの電源を切る 
2 AC アダプタと電源コードを接続する 

3 キーボードの画（ゼ □) キーを巧しながら、パソコンの載原を入れる 

パスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。バ 
スワードを入力し、 作瓦 i ?) キーを押してください。 

パスワードについて「日章4バスワードセキユ U ティ」 

[初期インス I ''ールソフトウエアの復元]画面び表示されます。 


巧巧インストールソフトウュアのほを 


ほ元ホ法を巧巧してくださ L、 

化掩入時のげ賴こ巧元 
处トティシヨンサイズをあませずにほ元 
过 J トティシヨンサイズを指定してほ元 
Ai HDD リカバリ巧巧 W かを;'貞ま 


4 @ キーを 巧ず 

「八ードディスクの内容は、すべて削除されます！」といラメッセージび表 
示されます。 

処理を中止する場合は、柄!キーを押してください。 


吕巳6 













5 ® キーを f 甲す 

データの消去方法を選択ずる画面び表示されます。 


巧巧インスト-ルソフトウェアの巧元 


巧 


HDDU カパリ巧巧 W 外を巧去します。 
满モ方まをさかしてくださ L 、。 

JLl 巧準データの肖11除 （20 GB での30が） 

2 } 喊巧データの刖隐 （20 GB で約8時間） 
(ホ国国阳热おちす ： DoD 5220,22 - M ) 


6目的にあわせて、①または@キーを f 甲す 

通常は、①キーを押してください。データを読み取れなくなります。 

より確実にデータを消去するためには、@キーを押してください。数時間か 
かりますび 、 HDD U カバ U 領域（再セットアップ用のデータ領域）を除 
さ、データは消去されます。 


【リカバリ CD-ROM が同個されているモデル】 

1 「リカバリ CD-ROM DisklJ をセットして、パソコンの電源を切る 
2 AC アダプタと電源コードを接続する 

3 キーボードの f 下 g キーを巧しなが日、パソコンの電源を入れる 

パスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されまず。パ 
スワードを入力し、 作而品 )キーを押してください。 

バスワードについて「己章4パスワードセキュ U テイ」 

4 0 または 0 キーで CD のアイコン （ G )) に力ーソルを合わせ、 
〔 Enter ) キーを巧ず 

[初期インストールソフトウエアの復元]画面び表示されます。 


巧巧インスト-ルリフトウェアのほ元 


巧元方をを这巧してください 



Jj ご目ま入巧のげ態にほ元 
ぶ J J 、•ーティションサイズを変更せずじほ元 
互 J J 、•ーティションサイズを;旨ミしてほ元 
_1]いードディスク上のをデータの;'肖モ 


5 @ キーを 巧す 

「八ードディスクの内容は、すべて削除されます！」といラメッセージび表 
示されます。 



6 ® キーを f 甲す 

データの消去ち法を還択する画面び表示されます。 
処理を中止する場合は、 ® キーを押してください。 



7目的にあわせて、①または@キーを f 甲す 

通常は、 © キーを押してください。データを読み取れなくなります。 

より確実にデータを消去するためには、@キーを押してください。数時間か 
かりますび、データは消去されます。 


「八ードディスクの内容は、すべて削除されます！」といラメッセージび表 
示されます。 

処理を中止する場合は、 ® キーを押してください。 

8 ® キーを f 甲ず 

メッセージび表示され、データの消去処理び開始されます。 


TPM の内容を消去する _ 

* TPM 搭載 モデルのみ 

TPM を使用している場合、八ードディスクドライブだけでなく、 TPM 内部のデー 
夕を削除する必要びあります。登録情報など、セキュリティに関する重要な情報び 
含まれているため、必ずデータを削除してください。 

TPM『Trusted Platform Module 取扱説明書』 



7 巧い合わせ巧 

* 吕〇〇已年日月現在の内容です。 

各社の事情で、受付時間などがを更になる場合があります。 

本製品に添付されているアプ1」ケーシヨンやプ□バイダの問い合わせ先は、次のと 
おりです。各アプ1」ケーシヨンのユーヴ登録については、それぞれの問い合わせ先 
まで問い合わせてください。 


JJ OS の問いをわせ巧 




Windows セキュ IJ テイセンターなど、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 


2 セキュ U ティ強化機能搭載の新規機能についてのヴポート肩報は、下記のホーム 
ページをご覧ください。 

http :// support . microsoft . com / 

Windows XP に関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC ダイヤルになります。 


胃アプリケーシヨンの巧い合わせ巧 { 


Adobe Reader / Confi 旨 F 「 ee / Fn - esse/lntemet Explorer/InterVideo WinDVD / 
Java ™ 2 Runtime Environment/Microsoft Office 日 neNote / 

Outlook Express / PadTouch / PC 弓陋ナビ / TOSHIBA Smooth View / TPM / 
Windows Media Player / 東芝 HW セットアップ/東芝 PC 診断ツール/東芝省電力/ 
東芝パスワードユーティ U ティ/内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ 
東芝（東芝 PC ダイヤル） 

全国共通電話番号：日120-日 7- 1048 (通話料•サポート料無料） 

受付時間 ： 9:00-19:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよう、ご確認の上おかけくださし、] 

海外か日の電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつながら 
ない場をがございます。その場合は Tel 043 -2 目 8-878 日（通話料お客様負担）にお 
問い合わせください0 

システムメンテナンスのため、ヴポートを休止させていただく場合がございます。 

日程ま、 dynabook . com 「ヴポート情報」一「東芝 PC ダイヤル」 
( http :// dynabook . c 曰 m / assistpc / te 巳 hsupp 曰 rt / dial . htm ) にてお知 b せし V こ 
します。 









Microsoft Office Excel/Micros 曰け Office Home Style +/ 

Microsoft Office Outlook/Microsoft Office Word 

マイク□ソフト無償サポート 
く TEL 〉 

TEL :東京： 03-5354-4500 
大阪： 06-6347-4400 
※次の情報をお手元に用意してご連絡ください。 

郵便番号、ご住所、お名前、電旨舌番号、お問いをわせ製品のプ□ダクト ID 
詳細は、製品添付の r パッケージ内容一覧」をご覧<ださい。 

〈受付時間*お問い合わせ回数> 

♦セットアップ、インス!-ールに関するお問いをわせ 
受付時間：日;30〜12:00、 13:00-19:00 (平日） 

10:00-17:00 (±曜日、日曜日） 

(マイク□ソフト株式爸社休業日、年末年始、祝祭日を除く。日曜日 
が祝祭曰の場合は営業いたします。その場を、振替休日は休業させて 
いたださます） 

回数 :指定はございません。 

♦基本操作に関するお問い合わせ 
受付時間：日:30〜12:00、 13:00-19:00 (平日） 

10:0日〜17:0日（±曜曰） 

(マイク□ソフト株式芸社休業日、年末年始、祝祭日を除く） 

回数 ： 4インシデント （4 件のご質問） 

無償 ヴポー トは4件までです。 

あらかじめインシデント制など詳細について 『Microsoft Office Personal Edition 
2 日 03 スタートガイド』の「お問い合わせについて」をご覧ください。 

〈ホームぺージ〉 

URL : http :// support . micr 日 S 曰 ft . com / 

※電話サポート（無償）ちしくは、製品サポートか5お問い合わせになる製品をお選び 
<ださし、。 

備考 ：マイク □ソフ トサポート Web 上から直接インターネットを通じてお問 

い合わせも可能です。 

答えて 

ねつと ： http :// www.k 曰 taete - net . net / 
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inf 曰 Pepper 


infoPepper インターネットサービス 

受付時間 

] 日:00〜12:0日、13:00〜17:日日（休業日を除く月曜〜金曜） 

TEL 

044-201-0450 

FAX 

044-246-1 131 

FAX •音声 

1青報サービス 

044-201 -0449 (24 時間受付） 

E-mail 

support @ staff . pep . ne.jp 

ホームページ 

http :// www . pep . ne . jp / 

Norton Antivirus 


•期限切れによる r 更新サービスの延長」申し込み 

シマンテックストア 


ホームページ 

受付時間 

TEL 

FAX 


http :// www . symantec.c 曰 m /「 e 旨 I 日 n / jp / techsupp /「 e 旨 ist / 曰 em / 
toshiba / 

1日:日日〜17;00 (± ■曰•祝曰-年末年始を除く） 

0己 70-00 己曰曰7 (ナビタ’イヤ J レ） 

0己 70-00 曰曰己8 (ナビタ’イヤ J レ） 


•ユーヴー登録およびご購入前の一般的なご質問に関するお問い含わせ 

シマンテックコンシューマカスタマーサービスセンター 

受付時間 ：1日:日日〜17:00 (± ■曰-祝曰-年末年始を除く） 

TEL : 0己 70-0 己411己（ナビタ‘イヤ J レ） 

FAX : 0己 70-0 己4116 (ナビタ'イヤ J レ） 

% FAX でのお問い含わせはご回答までにお時間びかかる場合びあります。 
お急ぎの場含は、お電話でのお問い合わせをお勧めいたします。 


•技術的なお問い含わせ 

シマンテックコンシューマテクニカルサポートセンター 

受付時間 ：1ひ日日〜18:00 (± ■曰-祝祭日を除く） 

本センターをご利用頂くためには、ユーヴー登録が必要です。まに、ご利用期間は登 
録曰から90日間となります。期間経過後のご利用は、有償サポートチケットをご購入 
頂くか、またはパッケージ製品へのアップグレードをご検討ください。 

※テクニカルサポートセンターの連絡先は、ご登録された電子メールアドレス宛に通知い 
たします。 

ユーヴー登録: http :// www . symantec . c 曰 m /「 e 旨 ion / jp / techsupp / re 旨 ist / 曰 em / 
サイト toshiba / 












DLA for TOSHI 目 A/RecordNow! 目 asic f 曰「 T 日 SH 旧 A/Recovery Disc Creator 

ソニック*ヴポー 

トセンター 

受付時間 ： 

10:00 〜] 2:00、13:00 〜] 7:00 

T E L : 

(± •曰-祝祭日-年末年始-特別行事曰を除く） 

03-已 232-6400 

お問いをわせは、ソニック-ソルーシヨンズのヴポートページのールサポートフォ 

ームより質問内容をお送りください。 

ホームページ： 

http://www.s 曰 nicjapan.cajp/supp 曰 「 t/index.html 

邑〇曰ステイツク 


goo 事務局 

受付時間 

1 日:日日〜 17:00吐•曰•祝日-年末年始を除く） 

T E L 

04已 -848-4] 90 

E-mail 

|11 ゎ @ 邑曰曰 . ne.jp 

ホームページ 

http://sti 巳 k. 呂〇曰 . ne.jp 
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付録 


本製品について、各インタフエースなどのハード 
ウェア仕様や、技術畐準適合について記しています。 


1本製品の仕様264 
2さインタフエースの仕様270 
3技術基準適合について275 
4無線 LAN について吕9已 
已 Norton Antivirus について309 
6ま泛 PC ダイヤルのご案内310 



1 本製品の仕様 


仕様についての詳細は、別紙の 『dynabook Satellite T 20 シ U - ズをお使いのか 
たへ』を参照してください。 

1サポートしているビデオモード 

ディスプレイコントローラによって制御される画面の解像度と表示可能な最大色数 
を定めた規格をビデオモードと呼びます。 

^表示可能色数の詳細について「3章 4 - 0-1 表示可能色数」 

本製品でサポートしている英語モード時のずべてのビデオモードをなに示しまず。 
モードナンバは一般に、プ□グラマびそれぞれのモードを識別するのに用いられま 
す。アプ U ケーシヨンソフトびモードナンパ'によってモードを指定してくる場合、 
そのナンノくび図のナンノくと一致していないことびありまず。この場合は解像度と 
フォントサイズと色の数ををとに選択し直してください。 


ビデオ 

モード 

形式 

解像度 

フォントサイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート ( Hz ) 

0.1 


4 日 X 2 已字 

8 x 8 



2,3 


SO X 2 已字 



び, r 

VGA 

4 日 X 2 已字 

8 x 14 

1 巨/ 2 己色 K 


こ)幸本 

テキスト 

80 x 2 曰字 


0+.1 + 


40 x 2 曰き 

8(9 )x 16 



礼 3+ 


80 x 2 曰字 



4, 已 

VGA 

320 x 200 ド'ット 

8 x 8 

4/2 己巨 K 

70 

6 

グラフ イツ クス 

曰 40 x 200 ド'ッ h 

2/2 已巨 K 

7 

VGA 

80 x 2 曰き 

8( 目 )X 14 

モノク〇 


7+ 

テキスト 

8(9 )x 16 


D 


320 x 200 ドット 

8 x 8 

16/256 K 


E 


目 4 日 X 2 日日ドット 


F 

VGA 

グラフ イツ クス 

目 4 日 X 3 己日ドット 

8 x 14 

モノク〇 


10 

16/256 K 


11 

曰 40 x 480 ドット 

8 x 16 

2/2 己巨 K 

60 

12 


] 色 /2 巳白 K 

13 


320 x 200 ド'ット 

8 x 8 

2 已巨/ 2 曰色 K 

70 


吕白4 










































ビデオ 

モード 

形式 

お像度 

フォントサイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート ( Hz ) 

- 

SVGA 

グラフイツクス 

色 40x480 ドッ 1- 

- 

2 已巨/ 2 已色 K 

巨 0/7 曰/ 8 已 
/I 日日 

- 

80 Ox 巨 00 ド’ツ 1- 

- 

- 

1024 X 7 日 8 ド’ッ h 

- 

- 

128 曰 X1024 ドット* 1 

- 

- 

1400 X10 己 0 ドット。 

- 

60 

- 

1 曰 0 Ox に 00 ドット*し 3 

- 

60/75/85/100 

- 

1920X1440 ドット*し 3 

- 

巨 0/7 曰/ 8 巳 

- 

2048XI 己 36 ドット*し 3 

- 

色 0/7 已 

- 

色 40x480 ドッ 1- 

- 

64K/64K 

白 0/7 曰/ 8 已 
/I 日 0 

- 

80 Ox 巨 00 ド’ッ 1- 

- 

- 

] 024x7 日 8 ドッ h 

- 

- 

128 曰 X1024 ドット* 1 

- 

- 

1400 X10 己 0 ドット。 

- 

60 

- 

1 班 Ox 1200 ド'ット*し 3 

- 

60/75/85/100 

- 

1920x1440 ドット*し 3 

- 

巨 0/7 曰/ 8 巳 

- 

2048XI 巳 36 ドット*し 3 

- 

色 0/7 已 

- 

色 40x480 ドッ 1- 

- 

16M/16M 

巨 0/7 曰/ 8 已 
/I 日 0 

- 

80 Ox 色 00 ドッ 1- 

- 

- 

] 024x7 巨 8 ドット 

- 

- 

1280 X 1024ドット* 1 

- 

- 

1400 X 10己0ドット。 

- 

60 

- 

1班 Ox 1200ドット*し3 

- 

60/75/85/100 

- 

1920 x 1440 ドット*し3 

- 

巨0/7曰/8已 

- 

2048 XI 巳36ドット*し3 

- 

色0/7已 


*] XGA モデルで LCD に表示する場をは、実隙の画面 (1024 X 768) 巧に、仮想スクリーン 
表术します。 

*2 SXGA+ モデルのみ表示でをまず。 

*3 SXGA+ モデルで LCD に表おする場却ま、実隙の画面 （1400 X 1050) 内に、仮想スク 
U —ン表示します。 

注）一部の画面モードは、マルチモニタでは使用できません。 
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2 八ードウエア y ソースについて 

メモリマップ、 I / O ポートマップ、旧 Q 使用リソース、 DMA 使用 U ソースはなのち 
法でお認でをます。 

使用している環境（八ードウェア/ソフトウェア）によって変更される場合びあり 
ます。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[システ 
ムツール]一[システム情報]をクリックする 

2画面左側のツリーか5 [ A - ドウェアリソース]をダブルクリック 
ずる 

3調べたい項目をクリックずる 


メモ U マップ 

[メモリ] 

I/O ポートマップ 

[ I / O ] 

旧 Q 使用リソース 

[ IRQ ] 

DMA 使用 U ソース 

[ DMA ] 
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3 内蔵モデムについて 

モデムボードを取り付けることによって、モデム機能を使用できまず。購入したモ 
デルによって、モデムび内蔵されています。モデム内蔵モデルでない場合は、モ 
ジュラーコネクタびカバーで覆われ、使用できません。あらかじめモデムボードび 
取り付けられているモデルの場合は、取り付け/取りはずしの作業は必要ありませ 
ん。また、モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しないでください。 


A 言 口 

• 本夕中で説明されている部分しソ外は絶対に分解しないこと 

内部には高電圧部分び数多くあり、万一軸ると、感電ややけどのおそれびありま 
す。 

• 取りはずしたネジは、か旧の手の届かないところに保管すること 

誤って飲み込むと窒息のおそれびあります。万一、飲み込んだ場合は、ただちに 
医師に相談してください。 


A \ ま 居、 

•モデムボードの取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラ 
グを抜さ、バッテ U バックを取りはずしてか5作業を行ラこと 
電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 
• 電源を切った直後には、モデムボードの取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後30分 L ソ 
上たってから、行ってください。 

• バソコン内部にネジや異物を残さないこと 
火災、発煙のおそれびあります。 




• モデムボードの取り付け/取りはずし、 PTT ラベルの確認 L ソがの目的でパソ 
コン本体のモデムカバーを開けないでください。 

• モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しないでください。故障の 
原因になります。 

•モデムボードを強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にノ くソコン本体を置 
いて作業を行ってください。 
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モデムボードの取り付け/取0はずし _ 

【取り付け】 

① データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② バソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ ディスプレイを閉じてバソコン本体を裏返し、バッテ U パックを取りはずす 

④ 増設メモ U カバーをはずす 

⑤ モデムカバーのネジ1本をゆるめる 

⑥ モデム カバーを はずす 

⑦ 接続コードをモデムボードに取り付ける 

⑨モデムボードを固定用の2本のネジでパソコン本体に取り付ける 

⑨ モデムカバーをはめ、手順⑥でゆるめたネジ1本でとめる 

⑩ 増設メモ U カバーを取り付ける 
⑩バッテリパックを取り付ける 

【取りはずし】 

① データをイ呆存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② バソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ ディスプレイを閉じてバソコン本体を裏返し、バッテ U パックを取りはずす 

④ 増設メモ U カバーをはずす 

⑤ モデムカバーのネジ]本をゆるめる 
モデムカバーをはずします。 

規格 （ PTT ラベル）をお認ずることびできます。 

⑥ モデムボードを固定しているネジ2本を取りはずす 
ネジはなくさないよラに大切に保管しておいてください。 

⑦ モデムボードをパソコン本体から取りはずす 
⑨接続コードをモデムボードから取りはずす 

⑨ モデムカバーをはめ、手順⑤でゅるめたネジ]本でとめる 

⑩ 増設メモ U カバーを取り付ける 
⑩バッテリパックを取り付ける 
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1 本製品の仕様^ 


4 回復 コンソール 

Windows XP に重大なエラーび発ちして起動でをないような場合、回復コンソール 
を使って起動環境の復元やファイ j レの救出などを行5ことびでをまず。 

回復コンソールは正常に機能しているときにインストールする必要びありまず。 

詳しい使用方法は『ヘルプとサポートセンター』で「回復コンソール」を検索し、 

確認してください。 

回復コンソールのインス I ル _ 

1[スタート]一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

2 |■ C :¥ windows ¥ i 386¥ winnt 32. exe/cmdconsj と入力する 

3 [ OK ] ボタンをクリックする 

[ Windows セットアッス画面び表示されます。画面の指示に従ってイン 
ス I ■''ールしてください。 

インターネットに接続できない場合は、更新された Windows セットアップ 
をダウン□ー ドすることびできませんび、回復コンソールのインストールは 
そのまま続行することびでをます。 

回復コンソールの操作方ま _ 

1電源スイッチを f 甲す 

パソコンを起動したとさにオペレーティングシステムー覽び表示されます。 

通常、システムを起動する場合は 、 「Microsoft Windows XP Professional 」 I 
または 「Microsoft Windows XP Home Edition 」 を選択してください。 I 

2 rMicrosoft Windows XP 回復コンソール J を選択し、 （ En おり キー S 

を巧ず 

画面のメッセージに従ってください。 

3コマンドを入力する 

「 C :¥ WINDOWS >_」 び表示されているときに 「 help 」 を入力すると、回 
復コンソールで入力でをるコマンドの一覧び表示されます。 

各コマンドの説明については、『ヘルプとサポートセンター』でご確認くだ 
さい。 

回復コンソールを終了したい場合は rex け」と入力してください。パソコン 
び再起動します。 
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2 各インタ フエー スの仕様 


1 S - Video 出カインタフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

仁信号 

色信号 

己 

2 

Y 信号 

輝度信号 

己 

3 

GND 

信号グランド 


4 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 

戀 


信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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2 RGB インタフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

0 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

0 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

0 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

信号グランド 


6 

GND 

信号グランド 


7 

GND 

信号グランド 


8 

GND 

信号グランド 


白 

+ 已 V 

電源 


10 

GND 

信号グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

13 

-CHSYN 巳 

水平同期信号 

0 

14 

-CVSYNC 

垂直同期信号 

0 

1 已 

SCL 

SCL データク□ック信号 

I/O 

コネクタ図 

11 1已 

/ 〇 〇 〇 〇 oN 

06-/-0 〇 〇 〇 0— V 10 O 
( 0 0 0 0 0 ) 

1 已 

高密度 D-SU 巨 3 列]己ピンメス 


信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向〔 I ) :パソコン本体への入力 
信号方向（日）：パソコン本体からの出力 


























3 USB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

VCC 

+已 V 


2 

-Data 

マイナスデータ 

I/O 

3 

+Data 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 


コネクタ 図 


y 1/ \1 V 

D 〔1 

1 1 1 1 1 1 1 1 

12 3 4 

A h A h 



信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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4 モデムイン タフ！ー ス 

* モデム内蔵モデルのみ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

- 

ノーコンタクト 


2 

- 

ノーコンタクト 


3 

TIP 

電話回線 

I/O 

4 

RING 

電話回線 

I/O 

已 

- 

ノーコンタクト 


色 

- 

ノーコンタクト 


コネクタ図 







II 

II 


654321 



信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向〔 I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
























5 LAN インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TX 

送信データ（十） 

0 

2 

国 TX 

送信データ（一） 

0 

3 

RX 

受信データ（十） 

1 

4 

Unus 色 d 

未使用 


5 

Unus 扫 d 

未使用 


6 

-RX 

受信データ（一） 

1 

7 

Unus 色 d 

未使用 


8 

Unus 扫 d 

未使用 


コネクタ図 


ド^ 

11111111 

87 巨已 43 吕 1 



信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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3 技術基準適合にごいて 


瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュー 
夕の瞬時電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラ 
インの基準を上回る瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自を規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づ< 
クラス B 情報技術装置でず。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし 
ていまずび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引を起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。_ 

国^「8章2 Q & A 集 

その他 - Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調テびおかしい」 
高調波対策について 

[本装置は、「高調波ガイドライン適合品」です。 


国際 エネルギースター プ□グラムに ついて 


当社は国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、 

本製品び国際エネルギースタープ□グラムの巧を製品に関する基 
準を満たしていると判断します。 



国^省電力設定について「已章2省電力の設定をずる」 






FCC information 

Product name : dynabook Satellite T20 series 
Model number : PSA5S 


FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures: 

U Reorient or relocate the receiving antenna. 

。 Increase the separation between the equipment and receiver. 

U Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

U Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached to 
this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is lifcely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must he 
used between the external devices and the computer's RGB connector, USB connector， 
i.LINK(IEEE1394)connector and Microphone jack. Changes or modifications made to this 
equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized tyy TOSHIBA could void 
the user's authority to operate the equipment. 


FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the 卜し C Rules. Operation is subject to the following two 
conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine，California 92618 -1697 
Telephone : (949) 583-3000 
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3 技術基準適合について 


TOSHIBA EU Declaration of Conformity 

こら 

TOSHIBA declares，that the product: PSA5S* conforms to the following Standards: 

Supplementary Information : "The product complies with the requirements of the Low Voltage 

Directive 73 に 3/EEC，the EMC Directive 89/336/EEC and the 
R&TTE Directive 1999/5/EEC." 

This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany. 
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* モデム内蔵モデルのみ 


モデム使用時のを 意 事項 

本製品の内蔵モデムをご使用になる場合は、次のミ主意事項を守つて<ださい。 

内蔵モデムは、財団法人電気通信端末機器審査協会により電 
気通信事業法第50条1項に基づさ、技術基準適合認定を受 
けたをのです。 E 


参対応地域 

内蔵モデムは、次の地域で使用でをます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、 

イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 

才ーストラリア、才ーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、 

クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、 

スリランカ、ス □ パ ' キア、ス □ ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、 

ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、八ンガ U -、 

バングラデシュ、フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、 

ベルギー、ポーランド、ポルトガル、香港、マルタ、マレーシア、南アフリカ、メキシコ、 

モ □ ッコ、ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ルクセンブルグ、レバノン、□シア 
\_ 

に 005 年 11 月現在 ) 


参自動再発信の制限 

内蔵モデムは2回を超える再発信（リダイヤル）は、発信を行わず旧 LA 巳 KUSTED 』 
を返しまず（『目 LA 巳 K USTED 』 の応答コードび問題になる場合は、再発信を2回 
下または再発信間隔を1分!;(上にしてください)。 

* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナ□グ電話端 
お「自動再発信機能は2回 li (内（但し、最初の発信から3分 1；( 内)」に従って 
います。 
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Conformity Statement 

The equipment has been approved to [Commission Decision "CTR2r'] for pan-European single 
terminal connection to the Public Switched Telephone Network (PSTN). 

However, due to differences between the individual PSTNs provided in different countries/regions 
the approval does not, of itself, give an unconditional assurance of successful operation on every 
PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 

Network Compatibility Statement 

This product is designed to work with, and is compatible with the following networks. It has 
been tested to and found to confirm with the additional requirements conditional in EG 201121. 


Germany 


Greece 

Portugal 

Spain 

Switzerland 


- ATAAB AN005 ， AN006 ， AN007 ， AN009 ， AN010 and 
DEO 3,04,05,08,09,12 ， 14，17 

- ATAAB AN005,AN006 and GROl ， 02,03,04 

- ATAAB ANOOl ， 005,006,007,011 and PO 3,04,08，10 

- ATAAB ANOO 5,007,012, and ESOl 

- ATAAB AN002 


All other countries/regions - ATAAB ANOO 3,004 


Specific switch settings or software setup are required for each network, please refer to the 
relevant sections of the user guide for more details. 

The hookflash (timed break register recall) function is subject to separate national type approvals. 
If has not been tested for conformity to national type regulations, and no guarantee of successful 
operation of that specific function on specific national networks can be given. 
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Pursuant to FCC CFR 47, Part 68: 

When you are ready to install or use the modem, call your local telephone company and 
give them the following information: 

- The telephone number of the line to which you will connect the modem 
- The registration number that is located on the device 

The FCC registration number of the modem will be found on either the device which is to 
be installed, or, if already installed, on the bottom of the computer outside of the main 
system label. 

- The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 


The modem connects to the telephone line by means of a standard jack called the USOC 
RJllC. 

Type of service 

Your modem is designed to be used on standard-device telephone lines. 

Connection to telephone company-provided coin service (central office implemented 
systems) is prohibited. Connection to party lines service is subject to state tariffs. If you 
have any questions about your telephone line, such as how many pieces of equipment you 
can connect to it, the telephone company will provide tnis information upon request. 

Telephone company procedures 

The goal of the telephone company is to provide you with the best service it can. 

In order to do this, it may occasionally be necessary for them to make changes in their 
equipment, operations, or procedures. If these changes might affect your service or the 
operation of your equipment, the telephone company will give you notice in writing to 
allow you to make any changes necessary to maintain uninterrupted service. 

If problems arise 

If any of your telephone equipment is not operating properly, you should immediately 
remove it from your telephone line, as it may cause harm to the telephone network. If the 
telephone company notes a problem, they may temporarily discontinue service. When 
practical, they will notify you in advance of this disconnection. If advance notice is not 
feasible, you will be notified as soon as possible. When you are notified, you will be given 
the opportunity to correct the proDlem and informed of your right to file a complaint with 
the FCC. 

In the event repairs are ever needed on your modem, they should be performed by TOSHIBA 
Corporation or an authorized representative of TOSHIBA Corporation. 
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Disconnection 

If you should ever decide to permanently disconnect your modem from its present line, 
please call the telephone company and let them know of this change. 

Fax branding 

The Telephone Consumer Protection Act of 1991 makes it unlawful for any person to use 
a computer or other electronic device to send any message via a telephone fax machine 
unless such message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted 
page or on the first page of the transmission, the date and time it is sent and an identification 
of the business, other entity or individual sending the message and the telephone number 
of the sending machine or such business，other entity or individual. 

In order to program this information into your fax modem, you should complete the setup 
of your fax software before sending messages. 


Instructions for 1C CS-03 certified equipment 

1 NOTICE : The Industry Canada label identifies certified equipment. This certification 
means that the equipment meets certain telecommunications network protective, 
operational and safety requirements as prescribed in the appropriate Terminal Equipment 
Technical Requirements document(s). The Department does not guarantee the equipment 
will operate to the user's satisfaction. 

Before installing this equipment, users should ensure that it is permissible to be connected 
to the facilities of the local telecommunications company. The equipment must also be 
installed using an acceptable method of connection. 

The customer should be aware that compliance with the above conditions may not 
prevent degradation of service in some situations. 

Repairs to certilied equipment should be coordinated by a representative designated by 
the supplier. Any repairs or alterations made by the user to this equipment, or equipment 
malfunctions, may give the telecommunications company cause to request the user to 
disconnect the equipment. 

Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of 
the power utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are 
connected together. This precaution may be particularly important in rural areas. 
Caution: Users should not attempt to make such connections themselves, but should 
contact the appropriate electric inspection authority, or electrician, as appropriate. 

2 The user manual of analog equipment must contain the equipment's Ringer Equivalence 
Number (REN) and an explanation notice similar to the following: 

The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 

NOTICE : The Ringer Equivalence Number (REN) assigned to each terminal device 
provides an indication of the maximum number of terminals allowed to be connected 
to a telephone interface. The termination on an interface may consist of any combination 
of devices subject only to the requirement that the sum of the Ringer Equivalence 
Numbers of all the devices does not exceed 5. 

3 The standard connecting arrangement (telephone jack type) for this equipment is jack 
type(s): USOC RJllC. 

CANADA: 4005 B-ATHENS 


282 


Notes for Users in Australia and New Zealand 

Modem warning notice for Australia 

Modems connected to the Australian telecoms network must have a valid Austel permit. 
This modem has been designed to specifically configure to ensure compliance with Austel 
standards when the region selection is set to Australia. 

The use of other region setting while the modem is attached to the Australian PSTN would 
result in you modem being operated in a non-compliant manner. 

To verify that the region is correctly set, enter the command ATI which displays the currently 
active setting. 

To set the region permanently to Australia, enter the following command sequence: 


AT%TE=1 

ATS133=1 

AT&F 

AT&W 

AT%TE=0 

ATZ 

Failure to set the modem to the Australia region setting as shown above will result in the 
modem being operated in a non-compliant manner. Consequently, there would be no permit 
in force for this equipment and the Telecoms Act 1991 prescribes a penalty of $12,000 for 
the connection of no 打 - permitted equipment. 

Notes for use of this device in New Zealand 

- The grant of a Telepermit for a device in no way indicates Telecom acceptance of 
responsibility for the correct operation of that device under all operating conditions. In 
particular the higher speeds at which this modem is capable of operating depend on a 
specific network implementation whicn is only one of many ways of delivering high 
quality voice telephony to customers. Failure to operate should not be reported as a fault 
to Telecom. 

-In addition to satisfactory line conditions a modem can only work properly if: 
a/ it is compatible with the modem at the other end of the call and 
b/ the application using the modem is compatible with the application at the other end 
of the call - e.g.，accessing the Internet requires suitable software in addition to a modem. 

- This equipment shall not be used in any manner whicn could constitute a nuisance to 
other Telecom customers. 


- Some parameters required for compliance with Telecom's PTC 
Specifications are dependent on the equipment (PC) associated with this modem. The 
associated equipment shall be set to operate within the following limits for compliance 
with Telecom Specifications: 

a/ There shall be no more than 10 call attempts to the same number within any 30 
minute period for any single manual call initiation, and 
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b/ The equipment shall go on-hook for a period of not less than 30 seconds between 
the end of one attempt and the beginning of the next. 

c/ Automatic calls to different numbers shall be not less than 5 seconds apart. 

- Immediately disconnect this equipment should it become physically damaged, and 
arrange for its disposal or repair. 

- The correct settings for use with this modem in New Zealand are as follows: 

ATBO (CCITT operation) 

AT&G2 (1800 Hz guard tone) 

AT&Pl (Decadic dialing make-break ratio =33%/67%) 

ATS0=0 (not auto answer) 

ATS 10=less than 150 (loss of carrier to hangup delay, factory default of 15 
recommended) 

ATS 11=90 (DTMF dialing on/off duration=90 ms) 

ATX2 (Dial tone detect, but not (U.S.A.) call progress detect) 

- When used in the Auto Answer mode, the SO register must be set with a value between 
3 or 4. This ensures: 

(a) a person calling your modem will hear a short burst of ringing before the modem 
answers. This confirms that the call has been successfully switched through the network. 

(b) caller identification information (which occurs between the first and second ring 
cadences) is not destroyed. 

- The preferred method of dialing is to use DTMF tones (ATDT...) as this is faster and 
more reliable than pulse (decadic) dialing. If for some reason you must use decadic 
dialing, your communications program must be set up to record numbers using the 
following translation table as this modem does not implement the New Zealand "Reverse 
Dialing" standard. 

Number to be dialed: 0123456789 

Number to program into computer: 0987654321 

Note that where DTMF dialing is used, the numbers should be entered normally. 

- The transmit level from this device is set at a fixed level and because of this there may 
be circumstances where the performance is less than optimal. 

Before reporting such occurrences as faults, please check the line with a standard 
Telepermitted telephone, and only report a fault if the phone performance is impaired. 

- It is recommended that this equipment be disconnected from the Telecom line during 
electrical storms. 

- When relocating the equipment, always disconnect the Telecom line connection before 
the power connection, and reconnect the power first. 

- This equipment may not be compatible with Telecom Distinctive Alert cadences and 
services such as Fax Ability. 


NOTE THAT FAULT CALL OUT CAUSED BY ANY OF THE ABOVE 
CAUSES MAY INCUR A CHARGE FROM TELECOM 

General conditions 

As required by PTC 100, please ensure that this office is advised of any changes to the 
specifications of these products which might affect compliance with the relevant PTC 
Specifications. 

The grant of this Telepermit is specific to the above products with the marketing description 
as stated on the Telepermit label artwork. The Telepermit may not be assigned to other 
parties or other products without Telecom approval. 

A Telepermit artwork for each device is included from which you may prepare any number 
of Telepermit labels subject to the general instructions on format, size and colour on the 
attached sheet. 

The Telepermit label must be displayed on the product at all times as proof to purchasers 
and service personnel that the product is able to be legitimately connected to the Telecom 
network. 

The Telepermit label may also be shown on the packaging of the product and in the sales 
literature, as required in PTC 100. 

The charge for a Telepermit assessment is $337.50. An additional charge of $337.50 is 
payable where an assessment is based on reports against non-Telecom New Zealand 
Specifications. $112.50 is charged for each variation when submitted at the same time as 
the original. 


An invoice for $NZ1 237.50 will be sent under separate cover. 


Panasonic DVD スーパーマルチドライブ UJ-841 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD ± R 2層式メディア巧応) 
まをにおほいいただ<ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 


1 . 本装置はレーザーシステムを‘ 

ます。 

本装置の定格銘板には、ち記 
の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 60 S 2 曰で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆するこ 
とを防ぐために、この装置の 
霞体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないで< 

ださい。感電の原因になりま 
す。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることができなくな 
ります。 

3. 本装置はある確率で読み取り 
誤りをおこすことがありま 
す。従って、本装置を使用するシステムには、これらの誤りや故障に起因するこ 
次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な 
配慮が必要です。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への 
危害や物質的損害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないで 
<ださい。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

日.ご使用中に異甫が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 


重用してい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER 
RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE 
TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER VISIBLE 

ET INVISIBLE EN CAS D'OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SIGHT 巳 ARE UND UNS に HTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN A 巳 DECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. UNDGA UDS/ 
ETTELSE FOR STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING NAR DEKSELAPNES. 

UNNGA EKSPONERING FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR 
OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA NAKYMATON 
AVATTAESSA OLET ALTTIINA 

. 

LASERSATEILYLLE, ALA KATSO SATEESEN. 
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Location of the required label 
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TEAC DVD スーパーマルチドライブ DV - W 28 EA 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD ± R 2層式メディア巧応) 
ま全におほいいただ<ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 


1 . 本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち記 
の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 60 S 2 己で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆するこ 
とを防ぐために、この装置の 
霞体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないで< 

ださい。感電の原因になりま 
す。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることができなくな 
ります。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION 

CLASS 3B INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

C し ASSE 3B RAYONNEMENT LASER INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3 巳 UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENN ABDECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3 己 USYNLIG LASERSTRALING VED 

Abning. undga uds/ettelse for strAlen. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRAlING nAr 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARNING 

KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 

■ 

sAteeseen. 


3 . 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を使 
用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因するこ次的な損失、障害および 
事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置 
の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

日.ご使用中に異甫が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談く 


ださい。 
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Location of the required label 

























Panasonic CD-RW/DVD-ROM ドライブ UJDA770 
(DVD-ROMSCD-R/RW ドライブ） 

ま全におほいいただ < ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 


1 . 本装置はレーザーシステムを‘ 

ます。 

本装置の定格銘板には、ち記 
の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 60 S 2 曰で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆するこ 
とを防ぐために、この装置の 
霞体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないで< 

ださい。感電の原因になりま 
す。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることができなくな 
ります。 

3. 本装置はある確率で読み取り 
誤りをおこすことがありま 
す。従って、本装置を使用するシステムには、これ!5の誤りや故障に起因する二 
次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な 
配慮が必要です。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への 
危害や物質的損害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないで 
<ださい。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

日.ご使用中に異甫が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 


更用してい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION CLASS 3B V に旧 LE AND INVISIBLE LASER 

RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE 
TO BEAM. 

ATTENTION CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER VISIBLE 
ET INVISIBLE EN CAS D'OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT KLASSE 3B S に HT 巳 ARE UND UNS に HTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN A 巳 DECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

LASERSTRALING VED ABNING. UNDGA UDS/ 
ETTELSE FOR STRALING. 

ADVARSEL KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

LASERSTRALING NAR DEKSELAPNES. 
UNNGA EKSPONERING FOR STRALEN. 

VARNING KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 

LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR 
OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 

VARO ! KURSSI 3B NAKYVA JA NAKYMATON 

AVATTAESSA OLET ALTTIINA 
LASERSATEILYLLE, ALA KATSO SATEESEN. 
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Location of the required label 
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Toshiba Samsung Storage Technology 
DVD-ROMSCD-R/RW ドライブ TS-L462C 
(DVD-ROMSCD-R/RW ドライブ） 

まをにおほいいただ < ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A 迁局 

1 . 本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がさ 
れています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーザ規格 
EN 6082已で"クラス1レーザー機器" 

に分類されています。レーザー光を直接 
被爆することを防ぐために、この装置の 
霞体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、 
性能の保証をすることができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を使 
用するシステムには、これらの誤りや故障に起因するこ次的な損失、障害および 
事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置 
の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

日.ご使用中に異甫が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 


DANGER -VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WhEM OPEN, AVOID EXPOSURE TO BEAM, (for 2* CFR) 

CAUTION -cwssaBV sibleand invisible user radia—ion when open, avoid exposure to the beam. 
ATTENTION -J^SERDE CLASSE3B RAYONNEMEM VISIBLE ET INVISIB_E EN CAS D'OUVERTURE, EXPOSITION DANGEREUSE 
DEUOEILOU DEWPEAU RAYONNEMENTDIRECTOU DFFUS. 

VORSICHT -SICh'BAREUND UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG KLASSE 3B: WENN ABDECKUNG GEOFFNF, NIGHT DEM 
STRAHLAUSSFT7EN. 

ADVARSEL ィ LASSE 3B SYNLIGOG USYMIG LASERSTRAlING VED AbMING. UNDGA DOS 肝 TRSE FOR STRAlING 
ADVARSEL -klasse 犯 synlig OG usynug け serstrAling nAr deksel Apnes. unngA eksponeringfor strAlen. 
VARO ! -LU0<AN3B NAKYVAAJA NAKYMATON AVATTAESSA OLET ALTIINA WSERSATEILYLLE, AL> KATSO SATEES 剛 . 
YARNING -SYNUGOCHOSYNLIG KLASSE3B LASERSTRAlNING NARDENNADELAR り PPNAD.STRA に AR FARL に . 

ま意 ■打开け 3 B 等银お巧て及ス巧 Jj あ細 It おを巧お細射 

ま意 ■ ここを開くとクラス 3 昕读尸ブ - 觸网可孕 • レ - ザ - 光げ出ミず：ビ - ム : こ身をさがないこと； 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREILA LASER DE CLASSE 1 
LASER KLASSE 1 PRODUKT 
TO EN 60825-1 
クラス 1 レーザー製品 
TO EN 60825-1:1994 / A2:2001 
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Location of the required label 



PRODUCT IS CERTIFIED BY THE 
MANUFACTURER TO COMPLY 
WITH DHHS RULES 21 CFR 
SUBCHAPTER J APPLICABLE AT 
THE DATE OF MANUFACTURE. 
MANUFACTURED: 

TOSHIBA SAMSUNG STRAGE 
TECHNOLOGY CORPORATION 
580, HORIKAWA-CHO, SAIWAI-KU, 
KAWASAKI-SHI, KANAGAWA212-0013, 
JAPAN 




















TEAC CD-ROM ドライブ CD-224E 
まをにおほいいただ < ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説日月書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ミま意 


1 . 本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がさ 
れています。 

本装置はヨー□ッパ共通のレーザ規格 
EN 6 日82曰で"クラス1レーザー機器" 

に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐた 
めに、この装置の霞体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないでください。 

感電の原因になります。信頼性、安全性、 

性能の保証をすることができなくなりま 
す。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこす 
ことがあります。従って、本装置を使用するシステムには、これらの誤りや故障 
に起因するこ次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性や保全性に 
関する十分な配慮が必要です。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによっ 
て、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を 
使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてち保証はいたしません。 

日.ご使用中に異甫が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION - 

INVISIBLE LASER RADIATION 
WHEN OPEN DO NOT STARE 

INTO BEAM OR VIEW DIRECTLY 
WITH OPTICAL INSTRUMENTS 

VORSICHT - 

UNSICHT 巳 ARE 
し ASERSTRAH し UNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET NIGHT 

IN DEM STRAHL BLICKEN AUCH 

N に HTMIT OPT 旧 CHEN 
INSTRUMENTEN 

WARNING - 

OSYNUG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR 己 PPNAD STIRRA 

IJ IN 1 STRALEN OCH 巳 ETRAKTA 

EJ STRALEN MED OPT 旧 KA 


INSTRUMENT J 
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尸 ^ Location of the required label 



CERTIF に ATI0N:TH 旧 
PRODUCT COMPLIES WITH 
DHHS RULES 21 CFR CHAPTER 
1, SUBCHAPTER JAPPUCABLE 
AT DATE OF MANUFACTURE. 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


TEAC CORPORATION 
3-7-3, NAKA-CHO, 
MUSASHINO-SHI, 
TOKYO, JAPAN 






















4 無線 LAN について 


* 無線 LAN モデルのみ 

1 お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異な 
る場合びあります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。無線ネット 
ワーク機器は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作ずるように設 
計されていますび、国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用にをく 
の制限び課される場合びありまず。 

各地域で適用される無線規制については、「本節已お客様に対するお知らせ」をお 
認してください。 

IEEE 802.1 la は、屋内でのみ使用でさます。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la 

己 GHz (曰]己 0- 己 3 曰 OMHz ) 

IEEE 802.1 lb 

IEEE 802.1 Ig 

2.4 GHz に400 -2497 MHz ) 

変調ち式 

IEEE 802.1 la 

IEEE 802.1 Ig 

直父周波数分割多重方式 

0 FDM - BPSK . 0 FDM-QPSK 

0 FDM -16 QAM . 0 FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS - CCK . DSSS - DQPSK , DSSS - D 巨 PSK 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レート 
びほいほど、通信範囲は広くなります。 


メモ - 

• アンテナの近 < に金属面や高密度の固体びあると、お線デバイスの通信範囲 
に影響を及ぼすことびあります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物’’びある場 
合を、通信範囲に影響を与えます。 


【お線 IEEE80 吕 .1la の使用可能チャネルについて】 

IEEE 802.11 a / b / g 対応モデルの無線 LAN の使用可能チャネルは本節2に記載の 
チャネルです。200己年日月に施行された電波法改正により新たに変更となった 
IEEE 802.1]3チャネルに巧応しています。 

また法改正しソ前のチャネルについてを対応しており、新旧いずれの規格にも対応し 
てお D ます。 
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2 サポートする周液数帯域 

無線 LAN がサポートする己 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適 
用される無線規制によって異なる場合があります（表 MIEEE 802.11チャネ 
ルセット」参照)。 

各地域で適用される無線規制については、「本節巳お客様に巧ずるお知らせ」を確 
認してください。 

【無線 IEEE 802 .1 1 チャネルセット】 

IEEE 802.1 la (已 GHz ) の場合 


周波数帯域 

5150-5350 MHz 


チヤネルの 


J 52 

34 

5170 

38 

己190 

42 

己210 

46 

曰230 

W 已2 

36 

己180 

40 

5200 

44 

已220 

48 

5240 

W 已3 

52 

曰260 

已巨 

已2扫〇 

60 

曰300 

64 

己320 


」已2 :従来の Ch 34 (己 170 MHz )、 Ch 38 (已190 MHz )、 

Ch 42 (已 2]0 MHz )、 Ch 4 目（己 23 日 MHz ) に対応ずる場合 
W 己2 :新たに規定された Ch 3 目（己] 8 日 MHz )、 Ch 40 (巳2 日日 MHz )、 

Ch 44 (已22 日 MHz )、 Ch 48 (己24 日 MHz ) に 対応ずる場合 
W 己3 :新たに規定された Ch 巳2 (己26 日 MHz )、 Ch 己曰（巳280 MHz )、 

Ch 目0 (己300 MHz )、 Ch 日4 (已32日 MHz ) に対応する場合 
アクセスポイント側のチヤネル （ J 已 2/ W 己 2/ W 己 3) にあわせて、そのチヤネルに 
自動的に設定されます。 
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IEEE 8 日 2.1] b / IEEE 8 日 2.1] 旨 （2.4 GHz ) の場合 


周波数帯域 

2400 -2497 MHz 

チヤネル ID 


1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

已 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

24己2 

10 

24已7 *1 

11 

2462 

12 

2467が 

13 

2472が 

14 

2484が 


*] 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設 
定されているチャネルです。 

* 2これ5のチャネルび使用できるかどうかはご使用になる無線 
LAN モジュールにより異なります。使用可能チャネルにつし、て 
は、 r 本節6ご使巧になれる国/地域について」をご覧くださ 
い。 

無線 LAN をインス!-ールする場を、チャネル設定は、次のよラに管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションが自動的に無線 
LAN アクセスポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を 
□一 S ングする場合は、ステーションが必要に応じて自動的にチャネルを切り誓 
えます。無線 LAN アクセスポイントの設定チャネルちこの範囲にする必要があ 
0ます。 
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3 本製品を曰本でお使いの場をのごま意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使 
用周波数帯は2|40日 MHz 〜2,483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装 
置（移動体識別用構内無線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯 
2,427 MHz 〜2,470 .7 已 MHz と重複してし^ます。 

電波法により、已 GHz 帯無線 LAN の屋外での使用は禁止されていまず。 

【 1• ステッカー】 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に同個されている次のステッカーを 
パソコン本体に貼付<ださい。 


/ \ 

この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業 • 料学 • 医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている巧許を要する移動体胃哉別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを確認してください。 

吕 . 万一、 この機器と r 他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、交は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起さたとさは、東芝 PC ダイヤルへお問い合わせ < ださい。 

V- ソ 


【 2• 現品表示】 

本製品とお包箱には、なに示す現品表示が記載されていまず。 

(1)(2) (3) 


2.4DS0F4 



(4) 


(1) 2.4 : 2|40日 MHz 帯を使用ずる無線設備を表す。 

に） DS :変調ち式が DS-SS 方式であることを示す。 

OF :変調ち式が日 FDM ち式であることを示ず。 

(3) 4 :想定される与干渉距離が 40 m 政下であることを示す。 

(4) ■ ■ ■ : 2|40日 MHz 〜2,483.己 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装 

置の帯域を回避可能であることを意味ずる。 
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【 3 . 東芝 PC ダイヤル】 

受付時間 / 9:00-1 9:00 (年中無休） 

電話番号 / □ 1 20-97-1 048 

4 機器認証表示にごし 1 て 

本製品には、電気通信事業法に基づ<ル電カデータ通信システムの無線局として、次 
の認証を受けた無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無 
線局の免許は必要ありません。 

【 a/b/g 対応モデル】 

無線設備名： WLL 4071 
株式会社ディーエスピー U サーチ 
言忍言正番号 : DO 已-004已〇03 

【 b/g 対応モデル】 

無線設備名： AR 已目 MB 已 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : D 04-0022003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装し 
て使用することを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認 
証を取得していまず。したびって、組み込まれた無線設備を他の機器へ流用した場 
合、電波法の規定に抵軸する恐れびありますので、十分にごミ主意ください。 
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5 お客様にがするお知 S せ 


【無線製品のホ目互運用性】 

Atheros AR 巳 00 已 X/ 已〇〇已 G Wireless Network Adapter 製品は、 Direct 
Sequence Spread Spectrum (DSSS) /Ortho 呂 nal Frequency Division 
Multiplexing (OFDM) 無線技術を使用する無線 LAN 製品と相互達用できるよラ 
に設計されており、なの規格に準拠していまず。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (ホ国電気電子技術ち協会） 
策定の IEEE 802 ' 11 Standard on Wireless LANs(Revision A/B/G) (無線 
LAN 標準規格(版数 A/B/G)) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity (Wi-Fi) 認証 

【健康への影響】 

Atheros AR 巳 00 已 X/ 已〇〇已 GS Wireless Network Adapter 製品は、ほかの無線 
製品と同様、無線周波の電磁エネルギーを放出します。しかしその放出エネルギー 
は、携帯電話などの無線機器と比べるとはるかに低いレベルに抑えられています。 
Atheros AR 巳 00 已 X/ 已〇〇已 GS Wireless Network Adapter 製品の動作は無線周 
波に関する安全基準と勧告に記載のガイドラインにそっており、安全にお使いいた 
だけるをのとまちでは確信しております。この安全基準および勧告には、学会の共 
通見おと、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専門家の委員会 
による審議結果びまとめられていまず。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者び Wireless 
LAN の使用を制限ずる場合びあります。次にその例をおします。 

• 飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断さ 
れる場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関するち針びよくね 
からない場合は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、管理者に使用の可否に 
ついて確認してください。 

【規制に関する情報】 

Atheros AR 已〇□日 X/ 已〇〇已 GS Wireless Network Adapter 製品のインストール 
と使用に際しては、おず製品付属のマニュアルに記載されている製造元の指示に 
化ってください。 b / 呂 対応モデルは、次におす無線周波基準と安全基準に準拠して 
いまず。 


• Canada - Industry Canada yC) 


This device complies with RSS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , 
and (2) this device must accept any interference, including interference that may cause undesired 
operation of this device." 

L ' utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes : (1)il ne doit pas 
produire de brouillage et (2)1.utilisateur du disposiiif doit etre pret a accepter tout brouillage 
radioelectrique re^u, meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement 
du dispositif. 

To reduce potential radio interference to other users, the antenna type and its gain should be so 
chosen that the equivalent isotropically radiated power (EIRP) is not more than that required for 
successful communication. 

To prevent radio interference to the licensed service, this device is intended to be operated 
indoors and away from windows to provide maximum shielding. Equipment (or its transmit 
antenna) that is installed outdoors is subject to licensing. 

Pour empecher que cet appareil cause du brouillage au service faisant I’objet d’une licence，il 
doit etre utilize a I’interieur et devrait etre place loin des fenetres afin ae roumier un ecram de 
blindage maximal. Si le matriel(ou son antenne d'emission) est installs a I'exterieur, il doit laire 
I'objet d'une licence. 

The tem "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada 
technical spacifications were met. 





4 無線 LAN について 


ヒ urope - EU Declaration of Conformity 

This device complies with the essential requirements of the R&TTE Directive 1999/5/EC with 
essential test suites as per standards: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m 
no special registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT 
is required for private usage outside buildings across public grounds over more 
than 300m. For registration and license please contact IBPT/BIPT. 

Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 
300m geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter 
dan 300 m is wel registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie 
kunt u contact opnemen met BIPT. 

Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exterieur d’un batiment, au-dessus d'un 
espace public, aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins 
de 300m. Pour une distance superieure a 300m un enregistrement aupres de 
riBPT est requise. Pour les enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to 
follow 

Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. 

Bitte mit Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz 

respectively) may be used outdoors in France. 

Bande de frequence restreinte : seuls les canaux 1- 7 (2400 et 2454 MHz 
respectivement) doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez 
contacter I'Autorite de Regulation des Telecommuniations (http://www.art- 
telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

- 付 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 録 

E’necessaria la concessione ministeriale anche per I’uso interno. 

Verificare con i nvenditorila procedura da seguire. L’uso per installazione in 
esterni non e' permessa. 

Nederland License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to 
follow 

Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met 
verkoper voor juiste procedure 

To remain in conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the 
above 2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the wireless 
LAN utility to check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the 
allowable frequencies for outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable 
national spectrum regulator to request a license for outdoor operation. 


Italia: 


Belgie/ 
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Europe - Copy of Original Declaration of Conformity (Atheros b/g 対応モデル） 


_ Declaration of Conformity 


W 己 , the undersigned, 



巧 1 428 341445 


+ei428 30 7432 


certif/and declare uMer our sole rssponsibilit)* that the follcwving equipment 


Product description 


Manufacturer 


r2.4GHz Wireless MiniPCI Module 


AS KEY Computer Corp, 


is tested to and con 阳 mns 巧 ! め . the essential requi 旧 m 印た化 r protection が heal 化 and the safetv of the user and any other pstson 
ard Electrcmagneljc CotTioalibility, as includsd in foilwing standards; 


standard 

IssLS date 

EN 301 489-17 

EN 日日日加 

Version 1.2.1 

2000 


and is tested to and conforms with the essential radio test suites so that it effectively uses the f 旧 quency spectrum all 日巧 t 扣比 
terrestrial お pace radio communication and orbital i 的口 iir 出 ssolc お to avoid haimful interference, as incljded in foil 卵か ig stand 扫 rd: 


Standard 

1 的 。 e da 

EN 300 328-2 

Version 


and therefore complies wth the 的 sential re 日 uirsm 目 nts and provisions of the Directive 1 期 9 巧正 C of the European Parliamsnt and 
of the council of March 9.19 抽 on Radio aquipment and Tslscommunicatioris Terminal Equipment and 化百 m 山 ual recognition of 
their corformitv and with the 日 r 叫 isicinsof Annex II (Cd が ormity Asse 巧 merit 日口 cedu 旧 referred to in article 10). 

The technical documenUtioras required 邮 the Conformity Assessment procedure is ke が at the fcllov^ng address: 


Company 

Toshiba Europe GmbH 

Address, City 

Hammfelddamm 8, 41460 Neuss 

Country 

Germany 

Phone number 

+49 脚 2131-15 目 - 425 


laiMiiiim"。, 


Toshiba AR5BMB5 

Ome 


28 November 2004 
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• USA-Federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses，and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

-Reorient or relocate the receiving antenna 

-Increase the distance between the equipment and the receiver. 

-Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 
-Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
modification of the devices included with this Atheros 5005 G Wireless Network Adapter, or the 
substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 
The correction of interference caused by such unauthorized modification, substitution or 
attachment will be the responsibility of the user. 


Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 


The radiated output power of the Atheros 5005 G Wireless Network Adapter is far below the 
FCC radio frequency exposure limits. Nevertheless, the Atheros 5005 G Wireless Network Adapter 
shall be used in such a manner that the potential for human contact during normal operation is 
minimized.In normal operating configuration, the LCD in the upright position, the distance 
between the antenna and the user should not be less than lOcm.This device and its antenna(s) 
must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

Refer to the Regulatory Statements as identified in the documentation that comes with those 
products for additional information. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that 
it does not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult 
Safety Code 6, obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/rpb. 


• Taiwan 


Article 14 


Article 17 


Unless approved, for any model accredited low power radio frequency electric 
machinery, any company, trader or user shall not change the frequency, increase 
the power or change the features and functions of the original design. 

Any use of low power radio frequency electric machinery shall not affect the aviation 
safety and interfere with legal communications. In event that any interference is 
found, the use of such electric machinery shall be stopped immediately, and reusing 
of such products can be resumed until no interference occurs after improvement. 
The legal communications mentioned in the above item refer to radio 
communications operated in accordance with telecommunication laws and 
regulations. 

Low power radio frequency electric machinery shall resist against interference 
from legal communications or from industrial, scientific and medical radio emission 
electric machinery. 






6 ごほ用になれる国/化域について 




I •本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。 
■ これらの国/地域じ(がでは使用でさません。 


■ 


【 b/g 対応モジュールタイプ】 

• 802. 11 呂モードではアドホック接続は使用できません。 

• 802.11 bf- ドでのアドホック接続は、チャネル 1 〜チャネル 11 で使用でさ 
よ9 〇 

• 802.1 ]b モードおよび 8 日 2.1 1 邑 モードでのインフラストラクチャ接続は、 
チャネル 1 〜チャネル]1で使用でさます。 

• 802.1 lb/ 邑 （ 2.4GHz) 


アイスランド 

スイス 

フィンランド 

アイルランド 

スウェーデン 

フランス 

アメリカ合衆国 

スペイン 

ベル半一 

イギリス 

ス□バキア 

ポーランド 

ィタ U ァ 

ス□ベニァ 

ポルトガル 

エストニァ 

チェつ 

7ルタ 

オーストラリア 

デンマーク 

ラトビア 

オーストリア 

ドィツ 

U トアニア 

オランダ 

曰本 

U ヒテンシュタイン 

カナダ 

とづ n つ 

ニュージーランド 

ルクセンスレク 

ギリシャ 

八ンガ U — 






















【 a/b/g 対応モジュールタイプ】 

• 802.1 la および802.11 g モードではアドホック接続は使用できません。 

• 802.11 b / 目モードでのアドホック接続は、チャネル1〜チャネル11で使用で 
さます。 

• 802.1 ] b / g モードでのインフラストラクチャ接続は、チャネル]〜チャネル14 
で使巧でさます。 

• 802.1 ] g モードでのインフラストラクチャ接続は、チャネル1〜チャネル] 3で 
使用でさます。 

• Atheros extended Range ( XR ) 機能诏 j 達範囲あ張機能）はアクセスポイン 
卜や接続先の機器び、この機能に対応している必要びあります。 

• 802.1 lb/ 呂 （ 2'4GHz) / 802.1 la ( 已 GHz) 

曰本でのみ使用でさます。 
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5 Norton AntiVirus について 

新種のウイルスやワームに巧巧ずるためには、ライブアップデート機能を使用して、 
ウイルス定義ファイルを常に最新のものに更新する必要びあります。 

本製品に付属している 「Norton AntiVirus 」 のウイルス定義ファイル更新の期限 
は、使用開始から90曰間です。期間終了直前、期間終了後には、ウイルス定義 
ファイルの更新期限び切れることをお知らせするメッセージび表示されます。この 
メッセージび表ホされ、シマンテックでウイルス定義ファイルの更新手続き（有償） 
を行ラと、さらに1年間のサービスを受けることびできます。 

電話による 「Norton AntiVirus 」 のテクニカルサポートは、製品の使用開始から、 
90曰間です。それし U 降は有償となります。 

「Norton AntiVirus 」 を正しくご利用頂くためには、インス!ル実行後、なの設 
定をずる必要びありまず。 

「Norton AntiVirus 」 アイコンをダブルク U ックするか、起動時に脂報ウィヴー 
ド]び表示されますので手順に従って設定を行ってください。 

[情報ウィヴード]画面において、[登録]画面び表ホされることびありますび、情 
報ウィヴードから登録を行ラことはできません。登録したい場合は、なの URL をご 
参照 < ださい。 

http :// shop . symantec . co . jp / oenn / toshiba / 

また、登録を行ラと、シマンテック社よりバージョンアップや優待販売などの特典 
についてのお知らせび届さます。 


6 まち PC ダイヤルのご案内 


パソコンの操作について、困ったときは、ま芝 PC ダイヤルに連絡してください。 
技術的な質問、問い合わせに電話で対応します。 


まち PC ダイヤル 




全国共通電話き号： 0120 -97- 1048 (通話料•サボート料無料) 
受付時間 ： 9 : 00〜19 : 00 (年中無休） 

[電話ま号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 


ミ毎外からの電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつなび 
日ない場合びございます。その場合は Tel 043-2 日 8-8780 (通話料お客様負担） 
にお問い合わせください。 


システムメンテナンスのため、ヴポートを体止させていただく場合びございまず。 
日程ま、 clynabook . com 「サポート情報」—「ま芝 PC ダイヤル」 ( http :// 
dynabook . 巳 om / assistpc / techsupport / dial . htm ) にておミ Ub せいたします。 





1 トラブル チェックシー ト 

ま芝 PC ダイヤル（前ページ参照）では電話での dynabook の技術的な質問、お問 
い合わせにお答えいたしまず。円滑に対応させていただくために、なの内容をまとめ、 
お手元にお使いのバソコンをご用意のラえ、お問い合わせください。 

Q.1 使用しているバソコンの型番は？ 

型まは本体裏面のラベルに記載されています。 

Q.2 使用しているソフトウェア環境は？ 

Windows XP など、使用しているシステムとアプ U ケーションは？ 

システムのバージョンや CPU の種類を「ま芝 PC 診断ツール」で確認してく 
ださい。 

Q.3 どのような症状が起こりましたか？ 

なるべく具体的にお知らせください。 

Q.4 その症状はどのよラな操作をした後、発生するよラになりましたか？ 

なるべく具体的にお知らせください。 

Q.5 エラーメッセージなどは表示されましたか？ 

表示された場合、表示内容をお知らせ<ださい。 

Q.6 その症状はどれく5いの頻度で発生しますか？ 

□一度発生したが、その後発生しない □常に発生する 
□ 電源を切5ないと発生するが、電源を切ってか6再起動すれば発生しない 
□電源を切ってか6再起動しても必ず発生する □その他： 


Q.7 その症状が発生するのはままった操作の後ですか？ 
□ ある一定の操作をすると発生する 
□どんな操作をしても発生する □その他： 


Q.8 インターネツトや通信に関する相談の場合 

プ□バイダ名： 使用モデム名： 

使用回線：□プ□—ドバンド □ ダイヤルアツプ接続 

□ に DN 接続 □ 携帯電話- PHS 接続 


Q.9 周辺機器に関する相談の場合 

機器名（製品名）： メーカー名： 


2 遠原ち援 サービス 

URL : http :// www . dynabook . com / assistpc / remote / index _ j.htm 

r 遠隔支援サービス」は、お客様のパソコン画面をサポートスタッフびインターネッ 
卜経由で拝見しなびら、技術ヴポートを行5サービスです。 

実際のパソコン操作は、ヴポートスタッフか日の電話とお客様のパソコンに表示さ 
れるマーカの指示に従い、お客様ご自身で行っていたださます。 

メモ - 

• 本サービスの利用を希望される場合は、事前に PC ダイヤルにご相談をお 
願いします。ご相談されずに本サービスを利用することはできません。 

• 画面の画像情報を通信するためにブ □- ドバンド回線 （ ADSL など）び必要 
となります。また、電話にてサポートを行うため、インターネットと同時に 
電話び接続でをることも必須となります。 

• 本サービスでは、画面情報のみ送信されます。画面に表示されない限り、ス 
タッフびパソコン本体に保存されている情報を見ることはできません。また、 

本サービスはセキュ U ティ対策を行っております。情報は暗号化されて送5 
れ、個人情報の漏洩などの危険はありません。 

• 本サービスでは、お客様のバソコンに操作案内用のマーカを表示するための 
データを送りまずび、お客様のバソコンの内部データを書を換えることは一 
切ありません。 

• 本サービスは登録び不要です。同意事項を了穿ル)ただくことで、利用できます。 

本サービスは無償サービス*です。 

* PC ダイヤルへの通話料金やインターネットに接続するための費用などは、お客様の負 
担となります。 



お客様 

電話やマーカなどによる案内に従し、、 
お客様ご自身でバソコンを操作してい 
たださます。 


PC ダイヤル 

お客様の PC の画面を PC ダイヤ J レ側で 
拝見します。その画面を見なび 5 、的確 
な操作方法を電話でお伝えしまず。 


312 













さ < いん 


記号 


@キーを使った 

シ 3 — [-カツ林一 . 50 



LAN 機有巨 . 81 

LAN コネクタ . 41 



AC アダプタの取り扱い . 240 

Arrow Mode LED . 4已 



Battery LED . 41.119 

BIOS セツトアップ . 132 


Battery LED . 41.119 

BIOS セツトアップ . 132 



Caps Lock LED .44 

CD のセツ .79 


Caps Lock LED .44 

CD のセッ .79 

CD の取 0 扱し'! .242 

CD の取 0 出し . 80 

Confi 昼 Free . 87 



MS-IME . 51 



Numeric Mode LED .45 



PadTouch . 己 8 

PC 力ードス□ット .40 


PadTouch . 己 8 

PC 力ードス□ット .40 

PC 力ード'の取 0 付け . 98 

PC 力ードの取0はずし . 98 

PC 引越ナビ . 164 

Power LED . 29， 4] 

Product Key .16 



DC IN LED . 29, 4] 


Disk LED .41 

DLA for TOSHIBA .64 

DVD のセッ .79 

DVD の取 0 扱し'! .242 

DVD の取 0 出し . 80 

dynabook.com . 170 



Fn-esse . 50 

f 巧キーを使った特殊機能キー ...... 47 


@キーを使った特殊機能キー ...... 47 

HDD ノてスワード .] 己4 

InterVideo WinDVD . 74 



RecordNow ! Basic for TOSHIBA 


. 64 

Recovery Disc Creator .217 

RGB コネクタ .40 



S - Video 出カコネクタ .41 


S 端テケーブルの取り付け . 102 

S 端テケーブルの取りはずし ....... 107 



TFT カラー液晶ディスプレイ . 已目 

TOSHIBA Smooth View . 49 

TPM .] 己 8 
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キ ー K - ド . 

キーボード図 . 

キーボー ドの取り扱い . 

起動するドライブを変更する 
休止状態 . 


U 


US 目コネクタ . 40, 4] 

US 目対応機器の取り付け . 100 

US 目対応機器の取りはずし . 101 

Windows のセットアップ . 16 


ア 


アプ U ケーシヨンの再インス I -ール 
. 235 


イ 


インスタントセキュ U ティ機能 ...... 47 




液晶ディスプレイの取り扱い ....... 241 


オンラインマこユアル . 238 


辭像度を変更する . 60 

回復コンソール . 269 

外部ディスプレイの接続 . 108 

型番 . 42 


キ 


0 4 116 
4 4 4 3 3 
S 
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コント□ールパネル 


172 


^ I 

r> I 


システムインジケータ . 40, 41 

使用でさる CD . 已8 

使用できる DVD . 70 

使用でさるマイク□ホン . 110 

消費電力を減らす . 126 

消耗品 . 24巳 



スーノ V ° -ノ くイヴノ くスワード . 152 


スーノ V ° -ノ くイヴノ くスワード . 152 

スタンバイ . 3巳 

スピー カ . 40 


製造番号 . 42 

静電気について . 114 

セキュ I 」テイ□ック-ス□ット ...... 40 

増設メモ U ス□ット . 42 



増設メモ U の取り付け/取りはずし 
. 114 


タッチパッド . 40 

タッチパッドの手入れ . 241 

タッチ) I ッ ドを無効/有効にする...巳7 
タッピング機能 . 54 





















































東ち HW セツトアツフ . 

東ち PC オンライン . 

東ち省電力 . 

東ちピークシフトコント□-ル.. 

特殊機能キー . 

時計用バツテ U . 

ドメイン . 

ドライバをインストールする ...... 

ドライブ . 


内蔵モデム . 89 

内蔵モデム用 

地域選択ユーティリティ . 90 


ディスプレイ . 40 

ディスプレイ開閉ラッチ . 40 

デフラグについて . 243 

テレビに表示する . 102 

電源コードと AC アダプタの接続...] 4 

電源コードの取り扱い . 240 

電源コネクタ . 41 

電源スイッチ . 40 

電源を入れる . 15, 28 

電源を切る . 32 


通風孔 . 40, 42 


116711561 
3722 己 2294 


へッドホン出力端子 
へッドホンの接続... 



A 


八ードウエアリソース . 吕巨己 

八ードディスクの内容を 

すべて消去する . 吕巳6 

バソコン本体の取り扱い . 240 

バックアップについて . 243 

バッテ U ま全□ック . 4 吕 

バッテ U 駆動 . 118 

バッテ U 駆動時の処理速度 . 123 


バッテ U 駆動で使用でさる時間...1吕吕 
バッテ U 充電完了までの時間 

. 121,122 

バッテリ充電量び減少したとさ...121 


バッテ U 充電量のお認 . 119 

バッテ U の充電方法 . 122 

ノくッ 5^1 」ノ（ッ :: . 42 

バッテ U パックの 

取り付け/取りはずし . 124 

ノ（ッテ U • UU— スラッチ . 42 

バッテ U を長持ちさせるには ....... 123 

パネルスイッチ機能 . 38 

ちボタン . 40 

ビデオモード . 264 

表お可能色数 . 巳 9 

表を装置を切り替える . 108 


へ 
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ポインタ . 巳3 

ボ U ュームコント□—ル . 61 


ボ U ュームダイヤル . 41, 61 



マイク入力端子 . 41 


マイク□ホンの接続 . 110 



ちボタン . 40 



無線 LAN . 8吕 


無線 LAN について . 296 



UU —ス情報 



ワイヤレスコ=ュニケーシヨン 


ワイヤレスコ=ユニケーシヨン 

LED . 87 

ワイヤレスコ=ユニケーシヨン 

スイッチ . 40 

ワンタッチレゾ U ューシヨン . 47 



メモ1」容量のお認 . 116 


メモ1」容量のお認 . 116 

メモ U を増設する . 112 



文字キー . 46 


文字キー . 46 

モジュラーケーブルの接続 . 89 

モジュラージャック . 41 



ユーヴー補助 . 26 


ユーヴー補助 . 26 

ユーヴパスワード . 14巳 

ユーヴパスワードの削除 . 148 

ユーヴパスワードの登録 . 145 

ユーヴパスワードの入力 . 151 

ユーヴパスワードの変更 . 149 

ユーヴパスワードを 

忘れてしまった場合 . 151 
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